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　　第1巻　神についての教説ToM　nepBH蕗．　YqeHue　o　Bore〔Gott，　Gottheit〕

　　第1部　神性の本質についての教説
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第15章

第16章

第17章

第18章

第19章

第20章

第21章

第22章

〔homo　sapiens，　homo　loquens，　homo　faber－homo　demens〕

意思　Bo朋一〔pa3yMHax　K　6”araff　BonH〕（同上）

〔βovλη，　voluntas，　Wille－evpo£t6εS・－orvδρεtα：ctρε・tn〕

〔Wissen，　Denken←Wollen－（Askese）→Begehren，　WUnschen〕

〔der　allgemeine　Wille（volont696n6rale）Hder　besondere

Wille〕

法（権利）　npaBo〔Recht，δ1κα10v，　ius〕

〔Wechsel，　Austausch，　Gleichgewicht，　Reziprozit2t〕

〔Kampf，　Anerkennung，　Mac比Gewalt：modus　vivendi〕

〔Vertrag－Eigentum－Rechtsordnung－Unrecht〕

道徳Mopa皿5　〔mos－mores，　Moralitat，　Gewissen－der　katego－

rische　Imperativ〕

習俗規範態（人倫）HpaBcTBeHHocTb〔ηeog，Sittlichkeit：Insti－

tutionen〕

人格とその徳について　O　nHqHocTH　H　ee　no6poneTenH〔Person，

Tugend〕

国家について　O　rocyAapcTBe〔Staat，　Nation：Gemeinwesen〕

〔Macht・Gewalt／Regierung・Herrschaft／Verteidigung／

Souveranitat（innen／auBen〕／Verfassung）

〔contribution－redistribution〕

〔wechselseitige　Bestimmung　von　kollektiver　und　individuel－

ler　Identitat〕

人間の限界　npenell　genoBeKa〔Grenze　des　Menschen：absur－

des　Diesseits〕

結語　神義論の危機　3aanroqeHHe．　KpH3Hc　TeonHueH〔Theodizee

des　Elendes〕

文献補足

1ヘーゲルの著作

JIHTepaTypa　o　rereJIe

npoH3BeAeHI｛」｛　rereJm　2へ一ゲルについての文献
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第14章　人間　rnaBa　geTSPHanllaTafl　9E　JIOBEK

【「自然」→「人間」（身体・魂・精神＝自由）→「神」：〈「精神」の必然的現

存様態としての人間〉

＜＜npHpoAa》　→　《9eJloBeK＜＜（TeJlo一凪y皿a⇔及yx＝cBo60na）　→　＜＜BoD＞：　qeJloBeK

KaK　He・6X・AHMHnt　MOdus　essend．’ノZyxa】

　ヘーゲル哲学Φ肛ocoΦ朋rere皿をその基本的な本質において理解

nOCTHrHyTbし（究め）ようとする者は、直観的な注意力を凝らして、その

「人間」概念KOHqHllz51＜＜qemBeKa＞＞を開示しなければならない。なぜならば、

ここに「精神の哲学」全体Bce＞＞OIHJIocoOPIifl　nyxa＞）の鍵があるからである。

世界のより高次の諸形象06pa3blは、「人間的なるもの」のエレメント311eMeHT

＜＜qelloBeuecKoro＞）において構成cflaraTbcflされている。精神の生（生活活動）

の各段階は、それらにおいて人間的な本質存在qenoBeqecKoe　cylUecTBoがそ

の「魂」＞＞nyma）〉と「身体」〉＞Te皿o＞）を伴って生きて（生活活動を営んで）いる

（ところの）諸法則や諸形式に、なによりもまず従っている。法（権利）

npaBo、習俗規範（人倫）HpaBcTBeHHocTb、国家rocyAapcTBo、歴史HcTopHfl、

芸術HCKYCCTBO、宗教pe”HrZfl、これらは、〈人間の真の実体を構成している

ところのもの〉の諸々の特殊な様態変容oco6ble　B｝moH3MeHeHHfl　Toro，　qTo

cocTa6JlfleT　fionJIMHHyK）cy6cTaHHmo　qemBeKaとしてのみ、理解されうる。〈人

間は、自然nPHponaからは抜け出していたが、いまだ自己の絶対的な自由

cBoBoAaを実現（現存化）ocYIIIecTB”Tbしていなかった大文字の「精神」

〉＞Ayx＞〉の、必然（不可避）的な現存様態Heo6xonHMbiti　modus　essendiであ

る〉。

　人間の真の実体（基体）的な本質nopmHHHa”　cy6cTaHllHanbHax　cymHocTs

qemBeKaを構成cocTaBlflTbするのは、その「魂」＞＞丑ynla＞＞、あるいは、ヘーゲ

ルが通常そう表現しているように、「精神」》nyx＞＞である。

【自然の目的としての人間の精神：人間の形象においてのみ「身体性（物質
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性）と可視的な表現を受け取る精神」

＜＜Ayx》9enoBeKa　KaK　llenb　flpHpoAbl：　Ayx，　noJqaK）lllHH　TonbKo　B　o6pa30M

genoBeKa《TeJlecHocT5　H　3pHMoe　Bblpa）KeHHe》】

　　　　　　　　　　　　　　　い　人間の「精神」qemBeqecKHH＜＜nyx＞〉は、自然の最高の成果MToK、自然の創

造co311aHHe、自然の王冠BeHellである。それ（人間の「精神」）は、自然の

　　ガ
目的lle皿b　fiPHponblであり、この目的のためにすべての自然的な諸過程

ecTecTBeHHble　Hpoueccblは完遂されるcoBepmaTLcfi。それ（人間の「精神」）

　　　　　　のは自然の真実態HCTHHa　nPHpo丑Hである。この真実態は、世界のあらゆるよ

り低次の諸段階によって苦しみ抜かれた末に掴まれたBblCTpanaHHaHのであ

り、最後に、それらの諸段階を斥けOTBeprHYB皿ax、そして、それらを抜け

出してBb皿e丑ma兄、自由CBO60Aaへと至った。自然は、「フェニックスのよう

　　　　　　　　　　めに、自己を焼き尽くす」＞＞coxuraTb　ce6fl，　KaK　tpeHHKc＞〉。そして、魂nymaは、

この業火を抜け出して、生（生活活動）＞KH3Hbの中に踏み入る。自然の絶対

的、最終的な目的は、すでにこの業火の諸限界（境界）npene∬blの向こうに
　　うラ

ある。人間の魂qe∬oBeqecKa臼ylnaは、存在の新たな方式（条件）HoBblti　clloco6

6blTzflである。それは、落雷YAap　MollHHHや覚醒fipo6ymeHHe　oTo　cHaのよう

アエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

な、自然における「精神」の本物の奇蹟的な現象gyAecHoe　flBneHHeである。

諸事物の世界を照らし出す光は、「内的な」形象eHympeHHuti　o6pacによって

　　　　ヨう
輝きだし、そして、「神性」BoxeCTBOは生（生活活動）の自己の方式（条

　　　　　　　　　　　　　か件）cnoco6を一新06HoBllflTbする。「精神性」＞＞nyxoBHocTb＞＞は、「理念」によ

　　　　　　　　　ゆり相応しい（値する）、生（生活活動）の最高の様態BblCnl随CnOCO6㎜3HH，

60nee　nocTotiHblti　VaneHである。というのは、「精神」取xは、あらゆる諸関

係において、自然に優っているからである。nj　ny皿aは、邪悪や堕落3m　H

naAeHHeに道を踏み迷っても、それでもなお、植物の生（生活活動）や宇宙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの運行よりも、より高次なものであるからである。それどころか、「世界の

諸形象」の間で、人間の形象は、もっとも高次かつ真実なるものである。と

いうのは、そこ（人間の形象）においてのみ、「精神」Ayxは、「身体性（物
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質性）と可視的な表現」）＞TellecHocTb　z　3pHMoe　Bblpa）KeHHe＞〉を受け取ってい

　　　　　ぬ
るからである。

【全ての〈外的なもの〉に対立する〈内的〉原理（思弁的「概念」の現存化）

としての人間の魂＝身体において自己解放を創出する「概念」

川yHla　ge”oBeKa　KaK　HagaJlo　eHympeHHee　B　npoTHBollono）KHocTb　BceMy

BHeillHeMy　（Cy皿leCTBOBaHHe　C”eKy』HTHBHOrO　nOHflTHfi）　＝　nOHfiTHe，

TB・pfi・llee．B．Tene．cB・O・cB・6・；K」leHHe】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロエ　「自然」〉）npMpoAa＞〉に対する「精神」〉＞」IYx＞〉のこの優位npeHMYIIIeCTBOは、ま

さに次の点に存する。すなわち、魂」rymaはあらゆる外的なものに対立する

〈内的な〉原理HaqaJlo　BaympeHHeeである、という点に。魂は、そもそも（即

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユわ　　　　　　　　　　　　　　　ほ
自的に）caMa　Ho　ce6e、身体的でも、感覚的でも、物質的でもない。魂は見

ることも、聴くことも、触知することもできない。魂は、両眼からは隠され

た、〈生きている力〉であり、大文字の「概念」fiOZZTHeに特有な、より高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エゆ
次の精神的な理念性による、〈理念的〉な力である。まさしく、このように、

人間の魂についても表象しなければならない。魂は、「現存する大文字の概

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロノ念」、あるいは、同じことであるが、「思弁的な概念の現存化」である。「わ

れわれが魂と名づけているものは、（身体（物体）Telloにおいて自己の解放

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のコOCBO60）KAeHHeを創出する）大文字の「概念」である」。大文字の「概念」

　　　　　　　　　　　　　　　ゆエ
は、そこ（身体、物体）において実現されたのであり、そして、それ（身

体、物体）を克服no6e瑚aTbする。

【人間存在の二面性＝①身体（物体）、有限的、個体的、②精神、無限的、

超個体的：〈感覚的なもの〉と〈思弁的なもの〉との中間（媒介）一人間の魂

ABycTopoHHocTb　genoBegecKoro　cylllecTBa　＝　①Te』o，　KoHe”Hoe，

HHnHBHAyaJlbHoe，　②Ayx，　6ecKoHegHoe，　cYBepxHHH」IHBHnyaJlbHoe：

9enoBeqecKafl　凪y皿1a　　KaK　　cpeAHHa　（cpe瓜a）　Me糊y　qyBcTBeHH51M　　H

CfieKynflTHBHblM】

　勿論、魂は、大文字の「概念」として、〈その（「概念」の〉能力MOIUbと
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〈その〉価値（威厳）AOCTOHHCTBOを有するが、しかし、〈現存する〉大文字

の「概念」cYIIIecTBYIollloe　HoHslTHeとしては、それ（魂）は〈経験的な現存

性と被制限性3、unupuuecκoe　6bleaHue　u　oepa〃uueHHOαmbに関与（関係）

npuuac〃lu〃lbしている〉。人間は「世界の形象」＞＞06pa3　MHpa＞〉である。人間は

〈活動現実的〉δeticme”meπeκであり、それゆえに、かれの本質cy田eCTBOは

〈二重の〉成因COCTaBを有する。一面では、魂は、身体（物体）とのきわめ

て緊密な繋がり（結合）CBfl3bを伴って、身体（物体）から自己の内容を受

け取りながら、生活活動を営んでいる）KHTb。他面では、魂は身体（物体）

から自己を解放しうるし、そして、自己表現cBoe　Bblpa3）KeHHeのための他の

「言語」》fl3blK）〉を発見しうる。一面からは、魂は、制限され、有限化され、

個体化されている。他面からは、魂は、無限的、超個体的、客観（客体）的

である。魂は、感覚的なものilYBcTBeHHoeと思弁的なものcfieKyJlflTHBHoeと

の間を媒介する何らかのものHeKaSl．cpenHHaである。それは、あたかも二つ

のエレメントの妥協KoMfipoMHccと「共生」〉＞cyM6Mo3＞〉であるかのようであ

る。実のところ、それ（魂）は、自己の眼前に、身体Telloと「精神」＞＞Ayx＞＞

とに向かう二つの路を有して、いつまでも岐路pacnyTbeの上に屹立している

のである。

【身体と精神の統一性＝人間の目的（意義）

enHHCTB・T㎝a　H胆a＝Ha3HaqeHHe醐・BeKa】

　ヘーゲルは、人間の本質のこうした〈永久の両面性（相互性）＞6eVHafl

∂ayCMOρOHHOCMbの中に、その〈運命＞cy∂b6aを見ている。〈人間の目的（意

義）Ha3Hageκueは、この両面性（相互性）を統一性e∂UHcmeoへと齎すこと

である〉。人間を論ずるIpaKrOBaTb（解釈する）「哲学」の課題は、人間の生

（生活活動）を〈自由への統一的な奔流（流束）e∂μκ磁〃omoκ〉として究明

（理解）nocmrHyTbすることである。

【動物（感覚、欲求、必要）かつ精神（自由、思惟、自己意識）としての人間

qeJloBeK　KaK　⊃KHBoTHoe　（HyBcTBo，　）KeJlaHHe－cTpeneHlle，　Heo6xoAHMocTb－
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HaAo6HocTb）HAyx（cBo60Aa，　MblcJlb，　caMoco3HaHHe）】

　かくして、人間は〈二重の〉自然本性∂60diHCZfl　nPHponaを有している。

「一面からいえば、われわれは、人間を…　　地上の時間性の囚人nneHHHK

3eMHoti　BpeMeHHocTHとして、見ている」。人間は、「諸々の自己の要求や必

要に圧迫yrHeCTHされ、自然に抑え込まれ（圧伏され）、諸物質、感覚的な

諸目的、諸享楽に縛られ（絡め取られ）、諸々の自然的な愛着や激情に隷属

させられ、それらに夢中yB皿eqbにさせられ（惹きつけられ）ている。他面

からいえば、人間は、永久の諸理念へと、思惟と自由との帝国（支配）uaPCTBO

Mblc∬H　H　cBo60nblへと、引き上げられ、自己に、意思BoJlflとして、普遍的な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねエ諸法則や諸限定（規定、定義）Bceo6－He　3aKoHsl　H　ollpene皿eHH51を与え」、そ

して、そのことで、自己の精神性nyxoBHocTbを確認yTBep＞KIIaTbする。一面

からいえば、人間は動物XMBOTHoeであるが、しかし、自己の動物的な諸機

能lt）YHKIIHHにおいてさえ、それらの上で（動物がそうするように）何か本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バリ質的なものcylUecTBeHHoeの上でそうするようには、立ち止まらずHe

ocTaHaBllHBaTbcH、「それらを意識oco3HaTbし、それらを認識no3HaTbし」、そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちハ
して、そして、自己意識caMoco3HaHHeへ上昇（遡及）BocxonHTbする。「か

くして、人間は自己の…直接無媒介性HenocpencTBeHHocTbという限界を取り

去り、動物的であることをやめる。まさしく、人間は、人間が動物である、

ということを〈知っている3HaMb＞からである。かくして、人間は自己を精

　　　　　　　　　　　　　おエ神として認識no3HaTbしている」。

【人間が活動現実的であり、そして、自己を解放する世界形象であるために、

人間にとって不可欠である、人間の身体的存在と精神的存在における〈欠如

性〉（自然的必要と外的必然（不可避性）＝感覚的・経験的な要因）

He∂ocntantouHocmb　B　TenecHoM　H　nyxoBHoM　6slTHH　qeJloBeKa（ecTecTBeHHaH

fiOTpe6HOCTb　HBHemHafl　HeO6XO団HMOCTb）　＝　qyBCTBeHHO－3MnHpHgeCKOe，

KoTopoe　Heo6xoAHM　　geJloBeKyAnfl　Toro，　9To6bi　oH　瓜e亘cTBHTeJlbHHM　　H

OCBO6①；KIIaK）田HM　ce6H　o6pa30M　MHpa】
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　人間は空間と時間の中に制限されている。人間はちっぽけな細片MaJlaSI

qaCTHua以上のものではなく、人間の外部には、あらんかぎり無限の延長

nPOTfi）KeHHOCTbが留まっている。人間の生（生活活動）が続くのは束の間の

時間He60nbmoti　HpoMe＞KyToK　BpeMeHHであり、この時間は、無限の時間と比

　　　おエ
較すれば、一瞬MHrとして現象する。人間は、あらゆる面からして、有限性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おエKOHeqHOCTbに縛られて（絡め取られて）いる。人間自身は、それによって人

間が生きる（生活活動を営む）ところの内容が「直接無媒介的に与えられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がトた」内容であるかぎりで、有限の精神として現象する。人間に、その身体的

　　　　　　　ガコ
存在と精神的存在とにおける欠如性（不完全性）＞＞HeAocTaToqHocTb＞＞（Mangel－

haftigkeit）が固有であるかぎり、人間は、かれが地上の生（生活活動）を

営む間、この欠如性に立ち戻る（帰還する）ことを強いられている。人間

は、「内的なものそのものにおける、純粋な思惟における、諸法則と普遍性

とにおける、生（生活活動）に耐えないHe　MOgb　Bblnep）KaTb」。人間は、感覚

的な現存qyBcTBeHHoe　6blBaHHe、感情HYBcTBoBaHHe、諸々の心情的な動き

cepAeqHble．ABH）KeHli」1、諸々の魂の気分ny－eBHble　HacTpoeHHfl、等々を、必要

　　　　　　　ラ
としている」。人間は、地上的な現存態の「諸矛盾」＞＞npoTHBopeqzH＞＞3eMHoro

cYIIIecTBoBaHMfi全てを一「飢えropoA、渇き）Ka）KEa、疲れYToMJIeHHe、飲食

e八aHnHTbe、飽食cblTocTb、睡眠coH、等々を」一経験しなければならな
おコ

い。というのは、こうしたことを通じて、人間は「活動現実的」

〉＞AetiCTBHTenbHblti＞〉｝こなるからである。「精神が自己の活動現実性

netiCTBHTellbHOCTbを獲得するのは、次のことによってのみである。すなわ

ち、精神が自己を自己自身において二分し、自己に、諸々の自然的な必要

noTpe6HocTb」と外的な不可避（必然）性Heo6xoAllMocTbとの「形姿で、限

界npeAeflと有限性KoHeqHocTbとを伝え」、それから、「それらの中に浸透

npoHHKaTbし、それらにおいて自己を展開ce6fi　Bpa6aTbiBaTbしながら、それ

を征服npeO」loneBaTbする」、ということによってのみである。こうしたこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おトにより、精神は自己に客体（客観）的な現存cYIIIecTBoBaHHeを付与する。感
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覚的・経験的な成因TIYBcTBeHHo－3M皿pHHecxuti　cocTaBは　　外的な成因（諸

事物の中の一事物としての身体nello）と内的な成因（非合理的な諸状態の

一体系としての「魂」＞＞nyma＞））は一人間が〈活動現実的〉で、かつ〈自

己解放的〉な、世界の形象であるために、人間にとって不可避（不可欠）で

ある。

【人間の運命としての感性と理性（悟性）、身体と精神：「人間は、自己の生

活活動において、〈すでに自由であり、いまだ自由でない〉」：「概念」そのも

のの様態としての人間の精神

9yBCTBO　H　pa3yM，　TeJIO　H　AyX　KaK　Cy以b6a　qeJIOBeKa：　＜＜9enOBeK　B　CBOeti

）KH3HH　Jli”ee　ceo60∂eH　U　eU（e　He　CeO60∂eH》：」lyX　ge皿OBeKa　KaK　MOOyc　CaMOZe

，UIOH£Ufl】

　人間の運命cynb6aは、次のことによって決定されている。すなわち、人

間は、感性qYBcTBeHHocTbと理性（悟性）pa3yM、身体Telloと精神AYx、これ

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨい
らから成立している、ということから。このことは、次のことを意味してい

る。すなわち、人間は、その生（生活活動）において、「世界の諸形象」全

てと似て、〈すでに自由であり、かつ、いまだ自由ではない〉、ということ

を。精神と理性は、人間の存在（本質）cYMHocT5を構成cocTaB朋Tbしてい

る。したがって、人間は、自己の根源KopeHSにおいて、絶対的な自由に関

与している。しかし、人間の理性（悟性）pa3yMは感性qYBcTBeHHocTbに結び

つけられている。そして、おそらく、人間の力は、潜在的にのみ、深淵にお

いて輝いているにすぎない。そして、精神は身体に結びつけられている。そ

して、おそらく、人間は、いまだなお人間の因循（怠惰）KOCHOCTbを隷属さ

せることに成功していない。人間の目的（意義）Ha3HaqeHMeは、絶対的自由

の火花（閃光）HCKpaを、完全で、輝かしく、全てを包み込む炎HllaM」1へと

燃え立たせることである。そして、この解放OCBO60）KneHHeは、遅かれ早か

れ、人間に保障されている。なぜならば、〈人間の精神は「概念」自身の様

態である＞Oyx　yenoeeκa　eucmb　Moδyc　caxOeo　lloHflmuftからである。
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【神の霊媒としての人間（神を直観していた人間）の認識一①人間によっ

て認識された神性は人間の固有の自然本性であり、そして、②人間が神を認

識したのではなく、〈神が人間において自己自身を認識した〉ということが、

人間に開示されている、ということ。

nO3HaHHe閉e”OBeKa　KaK　MenHyM（qenOBeK，　yBH川aBmHH　60ra）－HTO①

HO3HaHHafl　HM　60WteCTBeHHOCTb　eCTb《erO　CO6CTBeHHafi　npHpOAa》H②eMy

OTKpb・BaeTCf・，9TO・He・OH＜＜nO3HaJ・＞＞60ra，　a・BOi・e・Hel－t・n・3Han・CtZ”t・Ce6A．】

　まさしく、大文字の「概念」nOZZTHeとして、人間の魂nyma　ge”oBeKaは、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨる「単純な精神的実体」）＞llpocTafl　yyxoBHafi　cy6cTaHuue＞）であり、人間の、そし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おトて、人間の生（生活活動）の、「基礎」）＞OCHOBa＞〉である。人間の魂は、「単純

な普遍性であり」＞＞fipocTafi　Bceo6－HocTL＞＞自己の全ての諸状態と諸限定との具

体的な全体性（総体性）KoHKpeTHa51　ToTaJlbHocTb　Bcex　cBoHx　cocToflHHti　H

　　　　　　　　　ぷハ
onpe刀e皿eH頭である。大文字の精神Ayxによって遂行される全ての特殊化

　　　　　　　　　　　　　　　　り060colleHHeは、諸々の唯一の諸限定への精神の全ての下降H”cxo）K」leHMeは、

「絶対的な基礎」としての魂から成長し、そして、自己の絶対的な水準yPOBeHb

としての、魂のエレメント3∬eMeHT卿Hに、留まっている。人間の形象06pa3

gelloBeKaは、自然的な「骨格（骨組）」ecTecTBeHHafl＞＞MaTepHaTypa＞＞〔mate一

　　　ぷエ
riatUra〕を、大文字の「精神」の神的な深淵60）KecTBeHHa兄r∬y6HHa八yxaと

結合する。〈人間の魂の根源は神的である〉品ρe〃6vのo●θりθcκ磁鋤〃μ

603rcecnteeH。しかも、神は、直観（観照）co3epロaHHeと思惟活動MblllllleHHe

において、人間に啓示OTKP51BaTbされるから、というだけでなく、そして、

そのかぎりにおいて、というだけでなく、〈神は現実に人間において活動

AeticTBoBaTbし、そして、人間を通じて、自己を実現（現存化）ocYIIIecTBJI5｛Tb

　　　ヨの

する。〉人間は、自己の中に、より強力で創造的な臨在（所在）TBopgeCKoe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めく
npHcyTcTBHeを隠している、神の〈霊媒（巫女）＞＞＞MenuyM＞）Boraである。人

間の最深の自然本性は、即自的に（そもそも）caMono　ceBe、そして、第一

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆに、神性60）KecTBeHHocTbに関与している。そして、人間の課題は、この自
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然本性を、外的並びに内的な他在HHO6SITHeから解放する、という点に存す
ロエ

る。神を直観していた人間qenoBeK，　yBenaBlumi（YBIIIIaBIIIni）Boraは、次の

こと（①、②）を認識no3HaTbしたのである。すなわち、①人間によって認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロエ識no3HaTbされた神性は「人間の固有の自然本性であり、そして、②人間が

神を「認識」したのではなく、〈神が人間において自己自身を認識した〉、と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るヨハ
いうことが、人間に開示（啓示）されている、ということを。

【他在のエレメント（自然性、感覚性、現存性）を含む、人間の生活活動の

意味（活動現実性：習俗規範性、国家、芸術、宗教、哲学）一魂の諸エレ

メントの様態変容

CMblCJI　genOBeHeCKOti）KH3HH（＝　AetiCTBHTe∬bHOCTb　：HpaBCTBeHHOCTb，

rocyAapcTBo，　HcKycTBo，　penHrMfl，ΦH丑ocoΦH宜），　KoTophlti　BKJIKogaeT　B　ce6fi

3neMeHT　　HHo6blTHfi　　（npHpo以HocTb，　　qYBcTBeHHocTb，　　cy田ecTBaHHe）　　－

BHJIOH3MeHlle　nymeBHoti　CTHXHH】

　人間の生（生活活動）の意味CMblcnbについての、習俗規範（人倫）

HpaBcTBeHHocTb、国家rocynapcTBo、芸術HcKYccTBo、宗教pellHrHfl、哲学

Φ靱OCOΦ朋についての、ヘーゲルの全ての教説は、こうした基礎的な概念

（構想）KoHUenllHfiを通じてのみ、開示されるpacKpslBaTbcfl。存在のこうし

た全ての諸領域は、こうした全ての世界の諸状態は、〈魂の〉諸エレメント

の様態変容B孤oH3MeHeHHe鋤μe6〃o刀cTHxHHであり、したがって、それらは

同時に「人間的かつ神的」である。このことは、次のことを意味しない。す

なわち、それらは、「自然性」＞＞npHpoAHocTb＞〉、「感覚性」＞＞ilYBcTBeHHocTb）〉、

「現存性」＞＞cylllecTBoBaHHe＞＞から自由である、ということを。それらの「活

動現実性」＞＞AetiCTBHTellbHOCTb＞〉は、すでに自己の中に他在のエレメント

　　　　　　　　　　　　　　　　エめ
31eMeHT　HHo6blTH”を組み入れている。しかし、このことは、次のことを意味

している。すなわち、ヘーゲルはそれらの中に神の生（生活活動）の純正な

（本物の）諸段階を見ている、ということを。

【へ一ゲル哲学と経験的心理学との差異
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pa3JIHgHe　Me；KIIy　tPHnocoΦHeti　rerenfl　H　3MnHpHgecKoti　ncHxonorHe司

　ヘーゲルが世界の最高の諸形象について語っていることの全ては、かれが

基本的に〈人間の中に神を探究していること＞ero　oc〃oe〃oe　ucκaHue　Eoea　e

yenoeeκeによって、限定されている。魂についてのかれの教説は、材料を経

験的な諸観察から引き寄せていることが稀でないにもかかわらず、経験的な

心理学3MnHP”geCKaSl　nCHXOIIorHfiを呈示していない。かれが「魂」について

語っているときでさえ、かれがそれで謂っているのは、〈魂の、基本的な、

実体的な、精神的な力〉のことなのである。心理・生理学的な

ncxoΦH3m刀or四eCKHe諸現象について語りながら、無意識的なものの生（生

活活動）の中に浸透しながら、人びとの直接無媒介的な社交（相互行為）

HefiocpeAcTBeHHoe　06meHHe　llronetiとかれらの直観的な一体性HHcTMHKTHBHoe

enHHeHlieとを検証paccMaTpHBaTbしながら、ヘーゲルが視野に入れているの

は、経験的な充溢3MnHpMgecKafl　HopHoTaや対象の多様性MHoroo6pa3Me

fipenMeTaではなく、「肝要なこと」＞＞maBHoe＞＞、すなわち、〈探究されている

ものの思弁的な性格と思弁的な合目的性＞cne｝〈YmaMU6Hbldi　xaρaκ〃leρ　u

cηe卿〃晒κ砺卿εcooΦのπoαηb　Hcc皿enyeMoroだけである。「魂」の生（生

活活動）の中で、こうした「肝要なこと」が開示されているならば、ヘーゲ

ルは〈自己の対象〉を見出し、「概念」の現前（現存）HailHqHOCTb　RonZTUS

を確証yTBep）KAaTbしているのである。その「肝要なもの」が発見されてい

ないならば、哲学は自己の対象を見出して〈いない〉のであり、そして、

諸々の自己の確証において、〈端的に〉、この「純粋に経験的な」材料＞＞9HCTO

gMnMPHgeCKIiti＞＞MaTePHaJIを〈視野にいれていない＞Hε醐θ〃2b　6θ城γのであ

る。

【へ一ゲル哲学の対象＝〈理性的なもの〉・〈神的なもの〉（精神）の勝利・自由

皿penMeT　　ΦH皿ocoΦHH　　rer㎝別　　＝ilo6eAa，　　cBo60Ao　　pa3yMHoro　　－

6・）KeCTBeHH・r・（71yxa）】

　その個人的な生（生活活動）と社会的な生（生活活動）について語りなが
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ら、ヘーゲルが視野に入れているのは、〈「理性（合理）的なもの」

＞＞pα3YMHOe＞＞と神的なもの600scecmeeHHoeだけ〉である。かれの哲学が理解

pa3YMerbしているのは、「活動現実性という十字架」＞＞KpecT

neticTBHTellbHocTH＞）において咲き誇る「薔薇」＞＞po3a＞＞pacllBeTIIIaHだけであ

る。その哲学が語るのは、精神の勝利について、その勝利の諸条件につい

て、その勝利の諸過程と諸成果について、だけである。へ一ゲルのパトスは

naΦoc　Fere朋全て、〈精神＝勝利者〉ぴ＝no6eOu〃2eπbに捧げられている。

〈かれはその諸敗北noρaorceHu£について哲学iPcalocoiPC〃Z606ambすることな

く〉、それらに、通りがかりでのみTOnbKO　MHMOXOnOM、それらの改善（修復

nonpaBHMOCTb）という程度でのみ、触れるにすぎない。それぞれの対象にお

いて、ヘーゲルが探求HCKaTbしているのは、見るべくかれに与えられてい

るものToro，　qTo　eMy．naHoBHneTbだけであり、かれは、かれが探求したもの

TO，．qero　OH　MCKaJIだけを、見ているのである。そして、かれに開示されてい

るものは、〈「精神」の勝利と自由no6e∂a　u　c6060δa　Uyxaであり、かれはこ

れをく肝要なもの、本質的なもの〉としてKaK　enaeHoe　u　cyu｛ecmeeHHoe、〈第

一の実在（現実）として〉κaκ．nepeo、peαnb〃OCMb、確証yBep）KnaTbしている。

ヘーゲルは、自己のもっとも基本的な構想（ヴィジョン）BHneHHeにおい

て、〈オプティミスト（楽観主義者）＞onmtauucmである。

【思惟活動＝解放＝思惟されたことの理性性（理解力（意味）の思弁的エレ

メント）の開示、主体と客体の同一性（「概念」）の回復

lloMblcJIHTb　＝　ecBo60nHTb　＝　pacKpblTb　　　pa3yMHocTb　　fioMbleneHHoro

（cneKy∬HTHBHa只　cTHxH別　cMblcJla），　BoccTaHoBllTb　To⊃KecTBo　cy6ちeKTa　H

・6玉em（n・HATHe）】

　しかし、かれのオプティミズム（楽観主義）が根拠としているのは、主観

的な魂の平衡cy6seicrHBHoe　nymeBHoe　paBHoBecHe、そして、素朴（ナイー

ブ）な、あるいは偏屈な（制限された）、素晴らしい魂（おめでたい夢想）

HaHBHoe　mH　orpaHHqeHHoe　npHKpacHo丑y田eeではなく、意識的で、哲学の本
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質に依拠した原則的な見解npHHUH皿aJlbHoe．Bo33peHlieである。ヘーゲルは、

悪3110を見据えているB3HpaTb以上、盲目であるわけではないしHe　c皿enHyTb、

悪が全く存在し〈ない〉、と確信yTBep）KIIaTbしているわけでもない。かれは

探究されている対象を「理想化（理念化）」〉＞HAeaJIH3HPOBaTb＞〉してはいない

し、対象が実際にそうであるよりも、よりよく「形象化（描出）」

〉＞H306pa3mb＞＞しようとしているわけでもない。しかし、経験的に与えられ

たもの（所与性）3MfiHpxqecKafl　naHHocTbの多くの形象の中で、かれは、〈何

もかもを〉、哲学の対象として認知（容認）nPH3HaTbしているわけでは〈な

い〉。〈理性が開示し認識しなければならないのは、理性的であるところのも

のだけであ　る〉。Paswy　Haδneolcum　pacupbleamb　u　no3Haeamb　nuulb　umo

pa3jy．uHo．これが、かれの基本的な確信y6e）aneHHeである。すべてのものが、

理性pa3yMに、そして、理性の思惟する力MblcJlfilllafl．cHJIaに、　He　nocToHHo値

するわけではない。というのは、思惟することnOMblCllHTb、これが意味して

いるのは、解放することOCBO60AHTb、思惟されたことの理性性（合理性）を

開示することpacKpHTb　pa3yMHocTb　noMblc∬eHHoro、主体と客体の同一性を回

復することBoccTaHoBHTb　To）vaecTBo　cy6sefirra　”　06beKTa、こうしたことであ

るからである。しかし、こうした同一性は、「概念」（客体）nOH肌He

（06sem）と「概念」（主体）no朋THe（cy6ちewr）との間にのみ存立cocToHTbcH

しうる。ヘーゲルは、〈理解力（理性、意味）の思弁的なエレメント

cnelcy．lfimueHafl．cmttXUfi　eMblenaではないところのもの〉を吟味（検討）

pacMaTpHBaTbすることを、〈原則的に拒絶omκa3blBambc£している〉。かれは

「他在」＞＞HHo6HTHe＞＞を否認oTpHUaTsしている。存在論的にoHTo丑or四ecKHで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るらり
はなく、〈認識論的に＞no3HaeamenbHO、ではあるが。〈具体的・経験的なも

の＞KoHKpeTHoe－3MfiHpMgecKoeそのものは、哲学に値する対象ではない。感

覚的なエレメントが吟味（検討）されうるのは、「概念」に対して自ら従属

しているcBo－　noKopHocTb　fioHHTMIoかぎりにおいて、すなわち、その感覚的

なエレメントが「理性の形象を帯びている」＞＞06pa3yMmbcfl＞〉かぎりにおい

　　　　　　　　　　　　　　　　224



翻訳　イヴァン・A・イリーン『神と人間の具体性についての教説としてのヘーゲル哲学』

て、にすぎない。まさにこうした〈認識論的な貴族主義（アリストクラティ

ズム）＞no3Ha6amenbHblab　apucmoupamusJuこそが、ヘーゲルを、かれの意識的

かつ原則的な〈楽観主義（オプティミズム）＞co3HaTenbHblti　H　npHHuHaJlbHblti

onTHMH3Mへと導いているのである。

【非合理的なエレメントの比重（その現実的力と精神的意義）の鹿価：具体

的・経験的なものが有している自存性と影響力の理論的・実践的な無視

He双oo口eHKa　　yAenbHoro　　Beca　　（e6　　peaJIbHo赫　　　cH∬H　　　H　　AyxoBHoti

3HagHTe刀bHocTH）HppallHoHaJlbHoH　cTHxHH：　TeopeTHgecKoe　H　HpaKTHgecKoe

HrHopnpoBaHHe　ToH　caMo6blTHocTH　H　Toro　BJIHHHH別，　KoTopble　KoHKpeTHoe－

3MnMPHgeCKoe　HMeeT．】

　　〈対象的なヴィジョン（対象の見方）＞npeδMem〃oe　euδeHueのこうした原

則的な〈楽観主義＞nPHIIHnllaJlbHblti　on〃ltt）uue．M　npeO．ltemHoeo　eubeHUflは、二

つの危険性onaCHOCTbを有している。

　　第一の危険は、〈対象的な＞nρeDMemHbidi性格を有している。この危険は、

次の点に存している。すなわち、〈理性的（合理的）なものpa3yMHoe＞だけ

を認知（容認）nPli3HaTbする哲学は、非合理的なエレメントの比重をynenbHblti

Bec　”ppaHHoHaJlbHoH　cTHxHH　　そのエレメントの現実的（実在的）な力

peaJlbHYIo　cHJIYと精神的な意義AYxoBHasl．3HaqHTelbHocTbを　　財価

HenooueHmbする、という点に。この危険性は、〈具体的・経験的なもの〉

の完全な非本質性の容認（認知）npH3HaHHe　nollHoti　HecYIIIecTBeHHocTH

KoHKpeTHoro．3MnllpHqecKoroへと、したがって、その〈具体的・経験的なも

の〉の自存性と影響力caMo6slTHocTb・H　BllzaHHeの理論的かつ実践的な無視

TeoperHqecKoe　HpaKT四ecKoe　HrHopHpoBaHHeへと、導かれかねない。

【お馴染みの諸術語の背後に隠されている全く独自の意味の誤解：定常的な

四術語の可能性の構成

HeAopa3yMeHHe　coBepmeHHo　cBoeo6pa3Horo　3HaqeHH兄，　KoTepoe　cKpblBaeTbcfi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ3a　npHBblgHblMH　TepMHHaMH：ycTpoHcTBo　Bo3Mo）KHocTH　nocTofiHHoro　qua－
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ternio　terminorum，　KoTopble　B3atiMHo　o叩e八朗HTcH】

　第二の危険性は、〈術語論的な〉性格mePMUHonoeuyecκuuV　xapaKTepを有し

ている。その危険性は、次の点に存する。すなわち、特殊で独特な諸対象を

表示するために、通常の普及した諸術語を用いる哲学者ΦmOCOΦ，

nollb3yficbo6b－HblMH　H　pacnpocXpaHeHHblMH　TepMHHaMM　皿兄　0603HageHMfl

oco6blx，　cBoeo6pa3HblxnpenMeToBは、自己自身を、ではないにしても、あら

ゆるケースにおいて、他の人たちを、誤解Henopa3yMeHHeに導いてしまうリ

スクを負う、という点に。ここには、定常的な四術語quaternio　terminorum

の可能性が形成されている。ヘーゲルを研究している思想家が、お馴染みの

諸術語の背後に隠されている〈全く独自の＞coeePtueHHO　ceoeo6pα3Hoe

3HaqeHHe意味を忘れるだけで、そのたびに、それ（誤解）が起こってしまう

ocylllecTBJIfiTbcfi。ヘーゲルが、「人間」＞＞qelloBeK＞＞、「魂」＞〉可皿a＞＞、「法（権利）」

〉）npaBo＞＞、「習俗規範（人倫）性」＞＞HpaBcTBeHHocTb＞＞、「国家」〉＞rocynapcTBo＞）と

呼んでいることは、こうした諸術語に取り組んで（係って）いる人たちが通

常理解pa3yMeTbしていることとは、まったく一致しない。このことを視野

から外してしまうや否や、誤解Henopa3yMeHHeは誤解の上に積み重なり

rPOMO3nHTbCflはじめる。

【〈具体的・経験的なもの〉の理性性（光）と反理性性（影、陰）

pa3yMHocTb（cBeT）HnpoTHBopa3yMHocTb（TeHb）KoHKpeTHoro－3M皿HpHqecKoro】

　もちろん、この危険は哲学者自身をも脅かしかねない。そのときは、この

第二の危険は、第一の危険と一つに合流cnHBaTbCHする。具体的な経験の既

価と無視HeAooUeHKa．H．HrHopHpoBaHHeは、哲学者（プラトンやヘーゲル）

を、次のことへと導きかねない。すなわち、哲学者は、〈通常の卑小な〉

意味と尺度06bluHbUt　u　Maπbldi　cMblcll　H　MacmTa6における「法（権利）」

＞＞npaBo＞〉、「習俗規範」＞＞HpaBcTBeHHocTb＞〉、「国家」）＞rocnapcTBo＞＞があるHMeTbcfl

にすぎないところで、〈特殊な〉意義　oco60e　3HaqeHHeにおける「法（正義・

権利）」、「習俗規範（人倫）」、「国家」について語ることになるであろう、と
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いうことに。このような可能性は、とりわけ次のようなときに、現れる（明

らかになる）。すなわち、哲学者が、〈個体的なもの＞UH∂u6ubyanbκoe、〈唯

一 （稀有）のもの＞e∂UHuyHoe、おそらく、〈歴史的に〉与えられたもの

μcmωρ粥ec以∂aHHoe、〈世界（世俗）の現象＞vuupoBoe　neveHue一これら

の「理性性」〉＞pa3yMHOCTb＞＞は哲学者には開かれているが、これらの「反理性

性」＞＞npoTHBopa3yMHocTb＞＞はかれにとって影TeHbの中に留まっている一こ

れらに取り組むときに。こうしたことは、次のように表現しうる。すなわ

ち、ヘーゲルは、かれの認識論的な貴族主義apHcToKpaTH3Mと楽観主義

onTHMH3Mによって、いつも、唯一の世界（世俗）的な「現象」を、現存化

した世界の「形象」ocylllecTBHBIIIHti　MHpoBoti＜＜06pa3＞＞と見倣すことになりう

る、と。この場合、〈思弁的明察と哲学者的遠視＞cnelCYnflMueHoe．fiCHoeu∂eHueu

U　｛PuaocogbcκaH∂cznbHO3（⊇ρκOCMbと　は、〈経　験　的　近　視＞3MnUPUUeCκaS

6nueopyκocmbの形式として受け取られ、哲学者を孤立無援と混乱

6eclloMoillHocTL　H　3a611y）KAeHHeとへ導くであろう。誰にも知られていること

であるが、ヘーゲルは、プラトンもまたそうであったように、政治の諸問題

において、こうした危険を免れなかった。

【活動現実性＝理性性：活動現実的なものの本質としての理性的エレメント

ー 絶対的善（理性）の探求

neHcTBIITeJlbHocTb＝pa3yMHocTb：　　pa3yMHblH　　3neMeHT　　KaK　　cy－HocTb

neticTBHTenbHoro－HccJle凪oBaHHe　a6conKoTHoro　6nara（pa3yMa）】

　　　　　　　　　　　　　　アブロ　チ
　対象へのヘーゲルの基本的な接近nomXonの本質は、以下の如く定式化

q）OPMyllHPOBaTbされうる。〈かれは活動現実性をその理性性（合理性）の程

度においてのみ探究し、理性的（合理的）なエレメントを活動現実的なもの

の本質として確信している＞OH　uccneOyem∂edicmeumenbHocmb　nUtUb　e　Mepy

ee　pa3yMHocmu　U　ym6ep［）icδaem　pa3y．UHbldi　3．geMHrn　κακ　CYU｛HOCMb

∂edic“16u“lenbHoeoと。これは、かれが、「不完全なもの」〉＞HenoBep皿eHHoe＞＞、

「醜悪なもの」〉＞nypHoe＞〉、「背徳的なもの」＞＞nopoqHoe＞＞について、要するに、
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　　　　　　かんばせ
地上での神の顔（人格）llHK　BOffCHtiを歪めるHCKa＞KaTbものについて、語るこ

とを好まない理由である。これは、かれが、「弱きもの」〉＞Clla60＞〉、「病むも

の」〉＞60ne3HeHHo＞）、「不幸（悲惨）なもの」＞＞HecqacTHo＞＞、〈具体的・経験的な

もの〉の混沌xaocに服fio」vLaTbcfiし、「諸々の環境」〉）06cToflTelbcTBo＞〉の中に

救いがたく絡めとられた3anYTaTbCfiもの、こうしたものすべてに、通りすが

りにMHMoxonOMしか触れない理由である。ヘーゲルは、〈絶対的な善〉（〈理

性〉）の道程OPb　a6con｝om〃oeo　6πaza（（pa3yMa？を探究し、その中に、〈絶対的

な力〉を見ている。「人間」＞＞qenoBeK＞＞と「国家」〉）rocAapcTBo＞＞は、かれに

とって、神の自己解放のこうした系列において形成された（成熟した）〈諸

形象＞06pasbi，　cllomnBmHecfl　B　3ToM　pflny　caMoocBo60＞waeHHH　Bo）KHAである。

【人間（神）の〈自己解放〉過程：主観的、客観的、絶対的な〈精神〉の諸

段階：〈苦難〉を通じての成熟

皿pollecccaMoocBo60糊eHHH　　qeJloBeKa　　（60ra）：　　3Tanbl　　cy6玉eKTHBHoro，

・6sem・・BH・r・Ha6c・∬K）TH・r・Oyxa：c・3peBaHHe　－epe3　eb・cmp・OaHH・cMb】

　〈人間の中に隠された神的な力に惹かれて（魅惑されて）いる人間〉が如

何にして〈絶対的な自由へと上昇（遡及）するのか＞KaK　uenoeeκ，　yeueκaeMbldi

cKpbtMoijθHenl　60㏄θc功8θκκo彦cuaoab、　eocxo∂umκα6conκomHodi　ceo60∂e、　こ

のことを描出H306pa＞KaTbしながら、ヘーゲルは、この過程において、三つ

の大きな諸段階に、すなわち、「主観的な精神」の段階、「客観的な精神」の

段階、「絶対的な精神」の段階に、区分pa3皿HqaTbしている。これらのステッ

プは全て、「人間の魂」のエレメントの中に在り続けるfiPH6blBaTb。それら

は、おのずから、〈自己の本質において神的に有意味な、そして、自己の現

象において、有限で経験的な、内的で非物質的な、人間の活力（エネル

ギー）〉の、諸状態COCTOflHZfl　eHYMpeHHeti，κ鋤αmのμ鋤励3κ印8吻蝦06eκα，

60謝cθc〃IBeHHo一αb」c刀060刀　no　c60edi　cYU｛HOCMU，　u　κoHeuHo－3Mnupuuecκoij

no　csoeM　y、nBneHUκ）を、呈示npenCTaBJI51T5する。これらの諸段階のそれぞれ

は、一定程度の精神的な自由nyxoBHax　cBo60Aaを現存化ocYIIIecTBJIflTちしてい
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る。こうした精神的な自由は、思弁的な法則にしたがって、後になって消え

てしまわないだけでなく、さらなる発展pa3BHTHeに不可欠なエレメントであ

る。後続する段階の内容は、先行する段階における苦難を経て成熟した水準

においてのみ、開示されうるconep）KaHMe．llocneAyK）luero　oTafia　TonbKo　M　Mo）KeT

pacKpslTbcfl　Ha　ypoBHe，　BblcpaAaHHoM　H　co3peBI皿eM　Ha　npe丑皿ecTByH）皿leH　cTyHHH

においてのみ、開示されうる。「主観的な精神」の熟した結果3pen51ti　MTOK

は、「客観的な精神」のexistenz－minimum（最低限の現存態）であるが、後

続する（最後の）もののより高次の達成Bblcmee．nocTmKeHHe　nocfleAHeroは、

「絶対的な精神」にとっては不可欠の、生（生活活動）の大気圏aTMocΦepa

である。

【（1）主観的精神＝即自的・直接無媒介的な〈理性的意思〉一自己の魂とその

身体の間の、魂の諸能力とその諸様態の間の、〈有機的な同一性〉の確立：

「精神」の「思弁的個体発生」一法権利、道徳、習俗規範、国家の創出

（1）　cy6beKTHBHH繭nyx＝caMa　no　ce6e　HenocpeAcTBeHHa兄pa3yMHan　eonfl：

ycTaHoBneHHe　　opeaHuuecκoeo　　moaκeecmea　　　Me》Kily　　co60K）　　Aylll①繭　　　H

cBoHMTe皿oM，　H　Me）Kily　cBoHM　cHoco6HocTflMH　H　cocTofiHHfiMH　団y皿H：

＜＜cneKy丑皿THBHbl繭　　　oHToreHe3Hc＞＞　　Ayxa－co3団aHHe　　HpaBa，　　MopaJIH，

HpaBCTBeHH・CTH，　r・C団aPCTBa】

　精神の道程のこうした〔主観的、客観的、絶対的という〕基本的な分割

neneHHeは、以下のような形をとる。第一のステップにおいて、精神は「主

観（主体）的」である。このことは、次のことを意味する。すなわち、精神

は〈単一（唯一）の魂＞eδUHUUHan　Oytuaという形式を有しており、こうし

た魂は、自己の諸状態の中に〈（錠で）閉ざされて＞3aMKHYTおり、そして、

精神に直接無媒介的に「与えられている」〉＞AaTbCfl＞〉あるいは課されている

HaBfl3blBaTbcfi内容conep）KaHHeに（鎖で）繋がれているnpHKoBaHH、というこ

とを。こうした状態では、「魂」）＞nyma》は、自己の精神的な自然本性につい

て、そして、魂に与えられた、見かけでは「疎遠な」内容の、理性（合理
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性）pa3yMHocTbについて、いまだ如何なる概念no朋THeも有していない。魂

は、固有の経験によってco6cTBeHHblM　onblToM、一方のことも、他方のこと

も、確信y6enHTbCflしていなければならない。すなわち、受動的に受け取ら

れている自己の諸内容の総容量Becb　06eM　cBoHx，　”accHBHo　BocnpHHflTblx，

COAep）KaHHvaを〈自己のものにし〉γCBOUMbなければならないし、そして、そ

れらにおいて自己を、しかし、自己においてそれらを、〈解放＞oceo60bumb

しなければならない。したがって、魂は、〈総じて〉精神であるところのも

のに対して自ら刮目ce6e　rlla3a　oTXpbiTbしなければならないし、そして、〈自

己の〉精神性nyxoBHocTsと理性（合理性）pa3yMHocTbを認Xp　npH3HaTbしな

ければならない。「精神」のこうした「思弁的な個体発生」〉）cneKYJI」ITHBHblti

OHToreHe3HC＞〉において、魂は、自らについて次のように語る。すなわち、

「わたしはわたしの身体とわたしの内的な諸内容の基体（実体）である」》S

ecMb　cy6cTaHuMfl　Moero　Tella　H　MoHx　BHyTpeHHax　conep）KaHHti＞〉と語り、そし

て、事物において、言われていることHa．Aelle．cKa3aHHoeを、現存化

ocy田ecTB朋Tbする。魂の解放ocBo60）KneHHe．」rylllHは、次の点に存する。すな

わち、魂は、第一に、自己と自己の身体との間の、そして、第二に、自己の

多様な諸能力と諸状態CnOCO6HOCTH・H　COCTOflHHfiとの間の、〈有機的な同一

性＞oρeaHuuecκoe“mo［vc∂ecmeoを確立ycTaHaBllHBaTbする、という点に。こう

した闘争60PbI6aの最後に形成される成果HTOKは、魂に、自己について、次

のような可能性を与える。すなわち、①「わたしは、精神nyxであり、すな

わち、すでに、わたしの主観（主体）的な諸限界npene”Slにおいて自由であ

る理性的な意思pa3YMHafi．BOJIflであるが、しかし、いまだ、他の身体的な諸

事物や精神的な諸本質に対する関係oToHomeHHe　K　npyrHM，・Te皿ecHblM　BeulaM

H晒oBHbIM　cy田ecTBaMにおいては自由ではない」、と語る可能性を、そして、

②その後で、より高次の〈客観（客体）的な〉自由の開示paCKCPblTlieへと移

行nepetiTHする可能性を、与える。このことは、次のことを意味している。

すなわち、〈理性的な意思＞pa3jy．UHan　eonnだけがく主観（主体）的な精神の
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成熟した成果3pellblva　”TOKであり、そして、それ（理性的な意思）だけが、「法

（権利）」＞＞HpaBo＞＞と「道徳」〉）Mopanb＞＞、「習俗規範態（人倫）」〉）HpaBcTBeHHocTb＞＞

と「国家」＞＞rocyAapcTBo＞）を創出co3AaTbしうる、ということを。

【（2）客観的精神：〈「精神」の思弁的系統発生〉：①生活活動の自然的諸条

件の科学的、技術的、経済的克服、②人々の見かけの隔絶状態の習俗規範

的・政治的な克服一国民的な精神における主体と客体〔自然と人間、人間

と人間〕の有機的一体性（同一性）の成立：「国家」において成熟した「国

民」の精神（芸術、宗教、哲学）

（2）06bemmBHbni　Ayx：c〃ε朋兄〃εμ6〃磁φ瑚ozε〃ε3μcみwα：①HaygHoe，

　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ

TexHHqecKHH，　H　3KoHoMHqecKHH　npeono∬eHHe　npHponHblx　ycnoBHfix；KH3HH，

②HpaBcTBHHoe　H　m川T田ecKoe叩eo団o∬eHHe　H30nHpoBaHHocTH　nroAeti－

Bo3HHKHoBeHHe　opraHHgecKoHenHHcTBa　（To）KecTBa）　cy6seKTa　H　o6ちeKTa

（npHpoAbl　H　genoBeKa，　9elloBeKa　HgeJoBeKa）　B　HaponHblM　nyxoM：

co3peBmHti　　B　　＜＜rocynapcTBe＞＞　　Ayx　　＜＜Hapona＞＞　　（HcKycTBo，　　peJIHrHfl，

tPHnocotPHfl）】

　〈第二の〉ステップにおいて、精神は客観（客体）的である。これは、次

のように理解nOHHMaT5すべきである。すなわち、魂は、自己において自己

の諸状態を克服no6eAHTbし、自己を内的に解放ocBo60nHTbしてから、世界

における自己の現存化cYIIIecTBoBaHHeの〈外的な諸条件＞6HetuHue．Y（rno6uflに

向かい、それら（の外的諸条件）と、〈自由のための闘争の過程＞nρoqecc　60Pbi6bi

3a　c6060dyを、結合3a朋3HBaTbする、というように。魂は、もはや自己の諸

限界の中に閉じ込められてはいないHe　3aMKHyTaが、しかし、〈求心的な〉活

動を展開ageHmpo6epicHγio　AeflTellbHocTb　pa3BHBaTbする。魂は、すでに、〈精神

とは何か〉、についての概念no朋meを有し、〈「他在」＞＞HHo6blTHe＞〉の中に、

他の人たちの中に、そして、自己の生（生活活動）の自然的な諸条件YCAoeUA

の中に、精神性byxo6κocmbを探求ucκambする〉。魂は、次のことを確信し

なければならない。すなわち、全ての「所与」は、魂にとって精神的であ
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る、ということqTo　Bce＜＜naHHoe）＞eti　nyxoBHoを。〈そのものが精神である〉

という意味においてであれ、〈精神の召命30eや命令eeneHueに従属させられ

うるMOOfcem　6bimb　no∂UUHeHO＞という意味においてであれ。「精神」のこう

した〈思弁的な系統発生＞cnelqlnAmueHbnt　ipueoeeHe3uc　／lyxaにおいて、魂

は、〈自己を〉、第一に、「理念」Maeflの最低次の自然的な諸ステップとの繋

がりCBfi3bの中に、見る。それら（の諸ステップ）を、学問（科学）的に、

技術的に、経済的に、征服no6ewuaTbして、魂は、それらの見せかけの自存

性（独立性）caMo6blTHocTsから、自己を解放ocBo60瑚aTbする。第二に、無

限定の多数の人びとから〔魂は自己を解放する〕。かれらからの自己の見か

けの隔絶（孤絶）状態BH耶Ma只oTopBaHHocTbを、習俗規範（人倫）的かつ政

治的に克服npeono∬eBaTbして、魂は、自己の見かけの孤立状態MHzMafl

onenHHeHHocTbを一掃llHKBMnHpoBaTbする。こうしたことは、同時に、自己

の内的な諸内容を、新たに変換nepepa60TaTbすることを、自己の絶縁（遊

離）状態M30nKpoBaHHocTbを克服npeoAoneTbすることを、深淵rny6HHaにま

で、すなわち、〈超個体的（超個人的）な、類的な、そして、実体（基体）

的な、大文字の「普遍性」の水準YPO8eπb　ceel）XttH∂ueuOyanbHodi，　PO∂oeodi　U

cy6ctnaHqucuzb〃oq　Bceo6utHoc〃luにまで〉、下降onlYcTHTbcHしてゆくことを、

魂に強いている3acTaBJI」ITb。魂の解放ocBo60UaeHHe　nymMは、次の点に存す

る。すなわち、魂aymaは、第一に、魂と、〈国民的な精神〉の一体性へと共

に一体化されている他の人びとnpyrHe　lllopm，　06senzHeHHsle　coo6ma　B

enHHCTBO．Haρo∂Hoeo　Ojyxaとの間の、そして、第二に、国民的な精神と、そう

した精神の生（生活活動）の自然的な諸条件一これらの諸条件は、そうし

た精神の従順な標Ege　lloKopHbiPt　3HaKへと、そうした精神の道具opynHeへと、

そうした精神の「身体」》Tello》へと、変えられる一との間の、〈有機的な

同一性＞opeaHuuecκoe〃iocncδeαmsoを、把捉（理解）fiOCTHraTbし、確認

yTBep）KnaTbする、という点に。こうした水準にまで上昇BcTYIIHTbしてから、

精神は、自らに次のように語りうる。すなわち、「わたしは、唯一の精神的
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な実体（基体）、有機的な普遍性（一般性）であり、世界と全てのわたしの

内的かつ外的な諸内容とを支配する善き強き意思である」、と。そして、こ

れに続けて、〈こうした最高の啓示〉の開示、確認、描出へと、移行しうる。

このことは、次のことを意味している。すなわち、「国家」において成熟し

た「国民」の精神co3peBIIIHti　B＜＜rocynapcTBe＞＞ayx《〈Hp領a＞〉だけが、「素晴ら

しい芸術」を創造co3naTbし、「絶対的な宗教」を育みBblHocHTb、「本物の哲

学」を開示paCKPblTbしうる、ということを。なぜならば、国家によって融

合された国民の精神rocyAapcTBeHHo－cnaffHHblti　nYx　HallHHは、おのずから

co6αo、「客観的な精神」の最高の達成nOCTH）KeHHeであり、したがって、「絶

対的な精神」の〈最低限の現存態＞existenz－minimumであるからである。

【（3）絶対的精神：「理念」そのもの（唯一の思弁的実在（現実）性として

の神的実体（基体））の絶対知＝自己によって自己を思惟し、自己の絶対的

な自由を確信する、神的な「概念」

（3）　a6conKDTHblti丑yx：　a6conroTHoe　3HaHHe　caMo揃　蜘e口　（60⊃KecTBeHHo厳

cy6cTaHUUHH　　KaK　　　enHHcTBeHHoti　　cneKy∬別THBHo繭　　peaJlbHocTH）　　　＝

60＊ecTBeHHoe　noHfiTHe，　MblcJlflllloe　ce69　caMo，　yTBep；Kuarollloe　cBoK）

a6conmTHym　CBO60Ay】

　「絶対的な精神」のステップは、第三の、そして、最高の、ステップであ

る。このことは、以下のように理解nOHHMaTbしなければならない。すなわ

ち、人間には、最後の〈絶対的な知＞fiocanHee，　a6cn｝om〃oe　3HaHueが、すな

わち、〈真実そのもの〉のcauodi〃”c〃IUHbl、〈理念〉そのもののcaMova・U（）eti、

一且つ唯一の思弁的な実在性（現実性）としての神的で有意味な実体（基

体）の60HecTBeHHoti　cMblc∬oBoti　cy6cTaHuHli　KaK　enHHoti　H　enHHcTBeHHoti，

cneKyJIHTHBHoM　peaJlbHocTH、知3HaHHeが、開示された、と。人間は「神」を

見て、そして、自己を「神」の中に、「神」を自己の中に、見るBHneTb。人

間は、いまや、〈適切に〉人間に与えられた啓示a∂eKeamHO∂α〃〃oe⑳

o〃IKPOBeHueを見なければならないYBH」leTb。すなわち、自己の中に、この啓
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示の知覚のための真の器官（機関）BepHbl首opraH几皿ero　Bocnp朋T孤を、そ

して、この啓示の表現と描出のための真の道程BePHblti　HyT5　nnfi　ero

Bslpa）KeHml　M　”3306pa＞－ceHusを、発見しなければならない。〈こうした適切性

の探求＞omblCκaHue　3modi　aδeκgamHocmuにおいて、「絶対的な精神」の生

（生活活動））KH3Hb・a6con｝oTHafl　Ayxa＞＞は前進npoxoA”Tbする。「精神」のこ

　　　　　　　　グノ　シス
うした〈思弁的な認識cfieKYJIslTHBHblti　rHo3Hc　nyxaにおいて、魂は、当初、

形象的な観察（直観）06pa3Hoe　co3epuaHHeや神性の感覚的・外的な描出

qlYBcTBeHHo－BHelllHoe　M306pa）KeHHes　Bo＞KecTBaに向かい、そして、「素晴らし

い芸術」を創出する。その後、情動的・情緒的な体験aΦΦeKTHBHo－3MollHa」lbHoe

llepe）KHBaHHeや感覚を伴う神性の現存化（実現）qyBcTBylomee．ocyuecTBIIeHvae

Bo）KeCTBaに向かい、そして、「啓示宗教」》＞penueUfl　omKpoeeHUfl＞｝を創造す

る。最後に、魂は、〈思惟＞Mblcnbだけが〈意味〉の〔有意味の〕生（生活

活動）に適う器官（機関）opraH，　aneKBaTHblti　mn3HH（コMblc．7aである、という

ことを理解（把捉）nocTHraTsし、そして、「本物の哲学」〉）HcTHHHa51

ΦmocoΦ朋＞＞において自己を消すyramaTb。思弁的な認識cneKYJIHTHBHoe

3HaHHeにおいて、人間はもはや、「神」を見ない、「神」の中に自己を見な

い、自己の中に「神」を見ない。人間は、消え、沈黙し、そして、〈呑み込

まれ、吸収される〉。そして、経験的な外見において、いまだ「人間の魂」

が残っているところでは、実際に、〈神的な「概念」は、自己の絶対的な自

由を確信して、自己を自己によって思惟する60nceem6eHHoe　”OH£mue　Mblcnum

ce6R・can・，　ym・・pDft　bα兄c8・め・6…めm卿c8・6・δy、）。

【「世界」のための創造的な死一「対象」中への存命中の創造的「自己」消去

TBopgecKoe　yMHpaHHe団皿H《MHpa》－　fipH；KH3HeHHoe，　TBop弓ecKoe　yra皿leHHe

・〈ce6fi》B・・叩eAMeT”e・〉】

　人間の本質はこのようであり、世界における人間の道程はこのようであ

る。この道程は、最初の魂の一瞬の燈めきnepBbI師ymeBHH首npo6丑ecKから

始まり、そして、人間に、完成において、〈最後の歓喜＞pa∂ac〃lb　KOHqaを
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与える。賢人の地上の生は「世界（世の人々）」のための創造的な死である

qTo　3eMHafl）KH3Hb　MynpeHa　ecTb　TBopqecKoe　yMHpaHHe　Mlfl＜＜MHpa））、　と　いう　こ

とについてのプラトンの教説は、おのずから、ヘーゲルという人物の中に、

深い解釈者を見出す。もっとも、次のような差異pa311MqHeを伴ってはいる

が。すなわち、重心IleHTP　Tfl）KeCTHは、個人的（私的、人格的）な自然死を

完遂する行為3aBeplllalo－HH　aKT　JlliqHoll，　ecTecTBeHHoti　cMepTHの中よりも、

〈「対象」の中への存命中の創造的な「自己」消去＞nPUPIcu3HeHHoe，　meoρyecκoe

ア2αz〃ε％εwcθ6別6傾ρe∂Memue＞｝の中に、見てとられているnonaraTbCfi、と

いう差異を。精神の成長pocT呼aは「他在」からの解放ocyBo60xKAeHHe　oT

＜＜HHO6blTus＞＞であり、この解放は、精神生理学的な形姿を伴う、生きている

個体性の、諸媒介によって、充分に現存化（実現）しうる。ヘーゲルは、人

間の自然死をも、実体（基体）的な生（生活活動）の自由への出口Bblxon．B

cBo60ny　cy6cTaHnHaJlbHoti　）Kz3HHとして解釈HcTonKoBblBaTbしているが、しか

し、この出口を、かれは諸可能性の中の最高のものとは見倣していない。自

然死は、適切な知aneKBaTHoe　3HaHHeと〈思弁的・グノーシス的な解放＞

cneayn£mueHO－eHocmugecκoe　ocso60。”e∂eHueとに上昇する能力を欠く個人、す

なわち、絶対的な精神の領域において生きていない個人、諸制限の中に留

まっている〈人間的な〉人間qellOBeK　yenoeeyecκuuV、にとってのみ、最高の

出口であるであろう。

【神の様態及びその絶対的な力の媒体としての人間

qenOBeK　KaK　MO団yC　BOra　H　MeAHyM　erO　a6CO”rOTHOti　CHnhl】

　「客観的な精神」の領域の中に留まる人間は、かれがそれ以上進まず、最

高のステップへと上昇しないかぎり、まさしくこのようなものである。「主

観的な精神」は、そこで人間の精神が、自然的、動物的な諸現存態の諸々の

鎖を振り捨て、成長し、形姿を整える、そういう段階である。「客観的な精

神」の領域は、〈自己の人間性を受け取り、そして、自己の人間的な自由を

実現する〉人間そのものの全ての生（生活活動））KH3Hb・genoBeKa．KaK
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TaKOBOrO，　　npUHfl6t“e20　　C60κ｝　　望enO6eびHOCmb　　U　　OCyU｛eCm6，lfiκ｝tt｛e20　　C80κ［

uenoeeueciCyro　c60600yを包含oxBaT51BaTbしている。人間の魂は、その（魂

の）中に本質と意義cymHocTb　”　3HaqeHueとを投入nonaraTbして、ここで、

〈自己の人間的な生（生活活動）の意味＞C〃blcn　ceoedi　ue〃oeeyecodi　orcu3Hu

を、探求し、現存化（実現）する。「絶対的な精神」の諸限界の中で、人間

はすでに、次のことを知っている。すなわち、人間の生（生活活動）の中で

本質的なことは、まさしく、人間的なことqenOBeqeCKoeでは〈なく〉、〈神的

なこと＞60PfcecmeeHHoeである、ということを。人間は、神の様態MO丑yc　Bora

とその絶対的な力の媒体MeAHryM　ero　a6conroTHoti　cznblにすぎない、という

ことを。人間において重要なのは、人間ではなく、神人50roqellOBeKであ

る、ということを。かれ（人間）の召命（使命）nPH3BaHHeは、全ての純粋

に人間的なことを消去yraCTSし、そして、自由な道程を〈神的な啓示〉に開

ZF　cBo60nHblti　ayTb　60ptcecm6eH”oMy　omKposeHuro　oTKpblTbすることに存してい

る、ということを。

【自然における神の生活活動とそれ（神）自身におけるそれ（神の生活活動）

との間を媒介する状態としての、人間の生活活動の本物の意味を、熟成させ

る客観的精神

06玉eKTHBHH前nyX，　BHHal皿HBaKD田H前HCTHHHb磁CMHCJI　qenOBegeCKOti》KH3HH

KaK　cpenHero　cecToflHHH　Me》KIIy　3KH3HHo　Bora　B　npHpone　H　B　caMoM　ce6e】

　これは、何故に〈人間の生（生活活動）の意味〉仇b醐醐0θe叩θCκ砿批μ3％

についての教説において、中心的な場所が、「客観的な精神」の領域に割り

当てられなければならないか、この理由である。ここで、人間は、最初に、

自己の精神的な外貌（特徴）06皿qHe（06ilHqse）を創出し、そして、自己の

使命（任務）Ha3HaqeHHeについての最初の表象npencTaBlleHHeを受け取って

から、闘争と苦fa　60pbi6a　H　cXpanaHMeの中に自己の生（生活活動）の本物の

意味licTHHH51ti　cMblc皿を見出し06pecTH、〈自己の自然的な存在と社会的な存

在との分離（分断）性pα3∂enbftocmb　ceoezo　npupoδHoeo　u　coquanbκozo　6bzmufl
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に打ち勝ち（を凌駕し）nρeeo3Moeamb、「理念」HAefiの分けられた諸部分dis－

jecta　membraを、〈全てを抱擁する一つの「実体（基体）」＞e∂uHan

eceo6bemerOtttafi　Cy6cmaHUApyeへと、接合（融合）cpalllHBaTbする。「主観的

な精神」は、〈自然〉の本物の意味を探し出す（発見する）HCTHHHblti・CMblCll

npupoδbl　o6Hapy）KnBaTbが、しかし、「絶対的な精神」は、〈神性＞Bo［｝rcecMeo

の本物の意味を開示paCKPblBaTbするとすれば、「客観的な精神」は、自然に

おける〈神〉の生（生活活動）と〈神〉そのものにおける〈神〉の生（生活

活動）との中間（媒介）的な状態cpenHoe　cocToflHHeとしての〈人間の生

（生活活動）〉の、本物の意味を、熟成BblHa皿HBaTbさせる。

【経験的・有限的な形式における神的なものとしての人間一悲劇・苦難・

自由

qenoBeK　KaK　Eo？KecTBeHHoe　B　3MnHpH－ecKoH　KoHegHoliΦopMe－TparnMfi，

CTpaAaHHe，　CBO60na】

　人間の問題npo6皿eMa＞＞qe皿oBeKa＞＞は、あたかも「活動現実的な世界」の集

約化された問題cocpenoToqeHHasl　llpo6皿eMa＜＜AeticTBmellbHoro　MHpa＞＞であるか

のようである。というのは、〈人間は経験的・有限的な形式における「神的

なもの」である＞ueno6eK　ecmb　・60arcec〃zeeHHoe　e　9Mnupuuecκodi，κOHeUHoab　OPOρ．Me

からである。世界の悲劇の全ての糸や結び目Bce．HHTH　H．Y3皿bl　MMpoBoti

TparenHHは、そこにおいて合致cxo」IMTbcflし、自己の解決pa3peHIeHHeを見

出す。人間は世界の中心点であり、そこにおいて、神的原理の諸苦難は、

自己の頂点に達し、そして、絶対的な自由への出口を見出すCTpaAaHHfl

60）KecTBeHHoro　　HaqaJla　nocTHraloT　　cBoe厳　　BepMHHLI　z　　HaxoAflT　　Bblxo八　　B

a6co”｝oTayi（）cBo60ay。
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原注（第14章　人間）

1）He　c皿eJrycrT　cMe田HBaTb＜＜Ayx＞〉（c　Malloti　6yKBH）KaK（〈nyr　qenoBeKa＞〉－BTopoti，　BHc田H口，

　　3Tan　Bo）KHfl　nyTH　B　MHpe，　M＜＜Ayx＞）（c　60皿bIHo口6yKBbl）　KaK＜＜Ayx　Bo＞KHH）〉－cHHoHMM

　　BomeCTBa（「人間の精神」としての（小文字の）精神一世界における神の道程の第二

　　の、より高次の段階、そして、「神の精神」一神性の同義語一としての（大文字の）
　　「精神」、これらを混同してはならない）Cp．　Hanp．：Log　III．　328．　Phan．531．　Aesth．1．

　　40．ReL　II．50　H　np．

2）Enc　II．695（Z．）．

3）Enc．　III．46．

4）Enc．　IL　695（Z．）．

5）Enc．　II．9．

6）Cp．　ReL　II．50．

7）Diff．268、

8）Enc．　III．46．47．

9）・das　Innerlich－werden　des　Lichts　der　Natur・（自然の光の内面化）：Diff．　268．

10）Cp．：Aesth．1．40．

11）Cp．：Enc．　II．29．

12）　Enc．　IL　30．

13）Enc．　IIL　442．

14）Enc、　II．475．（Z．）．

15）Enc．　III．166－167．

16）Cp．：Enc．　II．552、　Enc．　III．43．（Z．）．237（Z．）．

17）“die　Seele　ist　der　existierende　Begriff．　die　Existenz　des　Spekulativen“（魂は、現存

　　する概念、〈思弁的なもの〉の現存態である。）：Enc．　III．150．

18）Beweise．B．475；cp．：Enc．　II．693．　Log．　HI．250．　Aesth．　L　141．155．157．158　H　np．

19）Enc．　L　391、

20）Aesth．1．72．

21）“als　in　einem　An－sich”（〈即自的なもの〉においてであるように）：Aesth．1．104．

22）Cp．：Aesth．1．104．

23）Aesth．1．104．　KypcB　rere皿．

24）Beweise．　424．

25）Aesth．　L　130．

26）　Log．　IIL　272．　Cp．：Enc　III．291

27）Aesth．　L　195．

28）Aesth．1．127．

29）Aesth．　L　127．

30）Recht．252．

31）Aesth．1．140．

32）Enc．　III．46175（Z＞）．289（Z．）．

33）“Grundlage”：Enc、　IIL　42（Z．）．

34）Cp．：Enc．　IIL　46．

35）Cp．：Enc．　III．46．

36）“Materiatur”；Log．皿271．

37）“im　Menschen　und　durch　den　Menschen”（人間において、そして、人間を通じて）：

　　Aesth．1．40．
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38）

39）

40）

41）

42）

43）

44）

45）

Aesth．1．40．

℃egenwart”：Beweise．426．

Cp、：NohL　313．　Beweise．294．

CM．　r皿aBy　TpHHa皿aTylo．

Nohl．313．

Beweise．330．428，428．　Enc．　III292．　CM　r皿aBy丑BeHa五uaTylα

CM．　rJIaBy　o貝HHHa八【laTyK）．

CM．　rpaBbI　nepByK），丑ec牙TyK）HoほHHHa丑旺aTyK）．
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第15章　意思　F”aBa　”肌HaanaTafi　BOJIfl

【人間の生（生活活動）の意味＝〈自由〉の実現、〈理性的かつ善良なる意思

の開示〉→魂の〈自己深化＞

CMblCn　qenOBeqeCKOti）Kll3HH　＝　OCyllleCTBneHMe　eBO60δbl，　paCKpblmUe

pa3YMuoU　U　6nueoti　eonu→C（wvroyzny6AeHue凪y田】

　人間の生（生活活動）の意味cMbIc兀qe∬oBeqecKo亘㎜3HHは、〈自由〉の実

現ocylllecTBIIeHHe　ceo60∂blに、同じことであるが、〈理性的かつ善良なる意

思の完全な開示（解明）＞uenocmκoe　paCKPbimue　pαsywwoti　u　6πaeoti　eo．vuに、

存する。このこと（自由の実現と意思の開示）は、次のような形で行われる。

すなわち、人間の魂Aymaは、漸次nocTeneHHo、実存（現存）の経験的かつ

有限的な形式を克服し、3MnHpHqecKylo　H　KoHeqHyloΦopMy　cy田ecTBoBaH朋

npeoAo皿eBaTb自己の普遍性（一般性）を把捉し、　cBoK）Bceo6田HocTらnocTHraTb

そして、唯一の大文字の実体（基体）の生（生活活動）に従う（自己を委ね

る）eAHHoVa）xu3HM　Cy6cTaHuzll　ce6fi　npeMaTb、という形で。しかしながら、

思弁的な力と実体的（基体的）な生（生活活動）は、〈外から人間にやって

くる〉わけではないHe　nρttxo∂醐κ螂06θ砂昭6〃ε。それらは、太古から人間

の最深の本質を構成して、ucKoHH・cocTaB朋fl　ero　rny60Hatimyi（）cy田HocTb〈人

間の中に、そもそもの始めから、臨在しているnPU（rYMαM6YroM　6　He’M　c　CαVV　OOeO

Hauωma＞。理性的な意思への、そして、さらにいえば、非実体的な自由への、

道程は、人間の魂によって遂行される〈自己深化〉である。fiyTb　K　Pa3YMHOti

BoJle　H，　双aJlee，　K　He　cy6cTaHuHanbHoti　cBo60Ae　ecTb　nyTb　cauoyany6neHufl，

　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

coBep皿aeMblH　qeJloBeqecKoH　AY皿loK）．

【精神（理性的意思）の思弁的変容の道程（自己深化あるいは精神的成熟の

過程）：抽象性→具体性、主観性→客観性

nyTb　cneKyJIHTHBHo亘　MeTaMopfPo3bl　Ayxa　（pa3yMHo繭　B①nH）　（fipollecc

caMoymyBJeHllfi　　HnH　　nyxoBHoro　　c①3peBaHHH）：　　a6cTpaKcTHocTb　　→
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KoHKpeTHocTb，　cy6seKTHBHocTb→06seKTHBHocTb】

　「思弁的な変容」のこの道程3ToT　nYTb＜＜clleKyJlflTHBHoti　MeTaMop（i）obl＞＞は、

いつものように、自己の原理HaqaJloを、内容的な貧困性6enHOCTbから、無

媒介的（直接的）な簡潔（単純）性He　HocpencTBeHHa」1　npocToTaと抽象的な

単一性a6crpaKTHafi　enHH四HocTちから、導出し、内容的な豊饒性60raTcTBoへ

と、媒介化され複雑化されている簡潔性ofiocpencTBoBaHHasl．z．oc”o）KeHHasI

npocToTaと具体的な普遍性（一般性）KoHKcperHafl　Bceo6㎎HocTbへと、上昇し

ていく。〔そのとき〕魂のより低い状態のそれぞれは、跡形もなく消失”cqe3aTb

することはなく、〔また〕後方に残されたままにされていることもなく、契

機としてB　BHne　MoMeHTa、発展のより高い段階においてHa　Bblcllleti　cTYIIeHH

　　　　　　　　　　　　　　　　いpa3BHTH51、保持されているcoxpa朋Tbc只。主観的な精神の最高の（より高い）

段階としての理性的な意思は、深化された状態cocTo朋He　yr兀y6neHHoeであ

り、具体的で、同時に、全体的に簡潔（単純）なものKoHKpeTHoe　z　B　To．）Ke

BpeMfl　uellocTHo－fipocToeである。その理性的な意思において、集められ、集

中化されている、それらのより低い諸状態が、形象化06pa30BaTbするのは、

経験的な諸限定の雑多な総和ではなく、精神の古典的に簡潔な〈暫定協定〉

〔生存様態、確実な生存のための折合・妥協〕modus　vivendiである。魂ny皿a

は、意思のアスペクトにおいては、理性的かつ全体的pa3yMHa　He丑bHaであ

るが、自己の全ての無限の力によって、唯一の対象に、すなわち、神に、あ

るいは、〈絶対的な精神〉に、向けられている。こうした魂は、主観的な精

神として（の形姿で）成熟co3peBTbしていき、そこにおいて、その魂の「法

（権利）」＞＞npaBo＞＞、「道徳」＞＞MopaJlb＞）、「人倫（習俗規範）」〉＞HpaBcTBeHHocTb＞＞、

そして「国家」〉＞rocynaPCTBO＞〉と名づけられた、諸状態が開示される、そう

した水準yPOBeHbを、段階的に築く（組成c∬araTbする）。

【客観的な精神→自由な自己限定：〈「自然的な有機体」の深淵において発

火した魂の生活活動の原理＞

06beKTHBHbl繭　Ayx　→　　cBo60nHoe　caMooflpeneJleHme：　　Hautvlo　OソlueeHoti
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scuqHU，3aeopeemedicfi　e　eny6ue（｛ecmecmeeHHoeo　opeaHU3Ma＞＞】

　かくして、「客観的な精神」の領域cOPepa　06beκ〃lueHO20砂xαは、理性に

よって十分満たされ、自由な自己限定の状態にまで成育した、そうした〈人

間の意思〉のエレメントにおいてB　311eMeHTe　genoeeyecκou“　eonu、開示され

る。かくの如き意思は、先行する思弁的な過程の帰結であり、この過程の結

果は、〈「自然的な有機体」の深淵において発火した（燃えはじめ、輝きはじ

めた）魂の生（生活活動）の原理＞H側απ0鋤〃θ6〃0顧Cμ3κμ，3αZ（）ρ醐〃θ鋤8

eny6UHue　（（ecmec〃z6eHHoeo．oρeaHU3Ma））と一致する。ヘーゲルにとっては、〈主

観的な意思〉の成熟の過程npouecc　co3peBaHMe（c：v6beκmueHoab　eonuは、かく

の如く表象されているのである。

【「自然的な魂」～「自己の諸知覚の全体性」としての自己体験～〈感覚す

る〉魂

eCTeCTBeHHafiAyma　　～　　　HCflblTaTb　　ce6H　　KaK　　《MOMtVlbHOCMb　　ceoux

ou（yu｛eHuti》　～　UYgCMeYrOUt（tfl　Ayllla】

　〈主観的な精神〉のもっとも低い段階として現象するのは、自己の自然的

な存在の単純な諸過程の中に無媒介的（直接的に）沈められている「自然的

な魂」＞＞ecTecTBeHHaH　AYIIIa＞＞，　HenocpencTBeHHo　HoCpy）KeHHasl　B　fipoueccbl　cBoero

　　　　　　　　　　　　の
npHpo胆oro　6HT朋である。魂は、自然が魂に無理強いHaB3fi3blBaTbしている

諸内容の中に、溶解paCTBOPHTbされて、生活活動を営んでおり、そして、自

然の諸々の影響BnHAHM」1と限定ollpene皿eHKfiとを、蒙っているnoABepraTbcfl。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨラ　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　うコ

魂　は、気　候（風　土）KJIHMaT、年　齢Bo3pacT、民　族paca、遺　伝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
HacllencTBeHHocTb、気質TeMnepaMeHT、情欲llonoBoe　BlleqeHHe、睡眠の威力

　　　　　おラ

BllacTs　cHaによって限定されているonpeUe朋Tbc兄。魂は、無意識的で思惟し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
ない生（生活活動）6ecco3HaTellbHa」1　”　Hepaccy》Kna｝omafi》xcu3Hbの、「単純な

　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
脈動」＞＞npocToe　nyllbcHpoBaHHe＞〉に、「縫れた編物」＞＞cMyTHoe　n∬eTeHHe＞＞に、

身を委ねているfipenaTbCfl。魂は、自己の完全に私的で主観的な特異性CBoe，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
BfionHHe　ll四Hoe　H　cy6selrrHBHoe　cBoeo6pa3neから離れないし、〈主観（主体）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ的なもの〉を〈客観（客体）的なもの〉から区別することさえしない。魂が

為しうることは、せいぜいのところ、魂の中に〈外から〉押し入ってくるll3BHe

lloMHTbcflものを、そして、内においてその（魂の）中で静まっているBHyTpeHHe

pa3p5D（aTbcfl　B　Hetiものを、〈知覚すること〉α妙W朋¢（Empfinden）だけで

ある。この〈知覚すること〉は、魂が、ひとつの内容を、〈自己の身体に〉、

他の諸内容を、逆に、内的なものに、「自己に」、結び付けるnPHypoqliTb

ことを、そして、自己を「自己の諸知覚の〈全体性〉」＞＞TOTaJlbHOCTb　CBOHX

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けトolllYIUeHHti＞〉として体験HcnblTaTbすることを、強いる3acTaBJIHTb。この体験

HcnblTaHHeの中に、すでに、自己の中への反省的復帰petlneKc｝tfl　B　ce6flの、

自己への回帰Bo3BpaT　K　ce6eの、端緒（原理）HaqaJloが存在している。魂は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ〈感覚する〉魂となるuyecmeyrotqedi　AYIIIoti　cTaHaBHTbcfi。

【感覚的諸知覚の〈主体〉（「内的個体性」、〈自己性〉）としての魂：思惟と意

思によって抑制されない感覚：魂の〈自己感覚〉、〈習慣〉の力による諸情動

（諸衝動）の制御

双yma　KaK　cy6sem（＜＜BHYTpeHHfifl　HHAHBHAyaJlhHocTh＞＞，　cωwocMb　Iselfhood］）

9yBcTBeHHblx　olllyllleHHfl：　qyBcTBo，　He　cAep｝KHBaeMoe　MblcJlbto　H　BoJle；

ctw”ouyecmeue団yl皿bl；cHnoH｝npHBbHKH　cBoHMH　atPΦeKTaMH　oBnaAeBaTb】

　感覚（すること）qlYBcTBoBaHHe（FUhlen）において、魂江ylHaは、自己を、

自己の諸知覚の〈主体〉（ッ6bθκ〃ωcBoHx　olllYIIIeHHtiとして、発見HaHmし
ユび

た。その（魂の）諸知覚は、その（魂の）諸知覚であるが、しかし、それ

（魂）は、それら（の諸知覚の）「内的な個体性」HX〈《BHyTpeHH朋
　　　　　　　　　　　　ロハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

HHnHBHAYaJlbHOCTb＞＞である。魂は、「独自の（独特な）」、自己の「内的な諸

限定」の、閉ざされた世界く＜oco6blti＞〉，3aMKHyTblti　MHp　cBoHx＜＜BHyTpeHHHx

　　　　　のリ　　　　　　　　　　　モナド　　　　　　　　　　　ゆ
onpeAelleHHPt＞＞、すなわち、単子MoHanaである。感覚的な諸知覚〔作用〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　とりこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のプ
ilYBcTBeHHble　olllYIIIeHxflは、すでに、魂を虜にB　”neHy　nep）KaTbしていない。

反対に、魂はそれら（の感覚的な諸知覚作用）を〔相互に〕区別pa3maHaTb
　カ

し、そして、自己を、それら（の感覚的な諸知覚作用）から切り離060co6朋Tb
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　　　　お　
している。最初、魂は、まだ受動的で、感覚の過程の中で開け放（溶か）

pacTBopHTsされていて、そして、〈魂の自己性（利己性）＞ee’・cauocmb〔selfhood

（selfishness）〕という、魂の中に隠された「創出（産出）主体（守護神）」

cKpblTblPt　B　Heti＜＜reH涌）〉（genius）と、自己を同一化oTo）K」lecTBJIfiT5していな

ム　

い。思惟と意思とによって抑制されていない感覚qyBcTBo，　He　cAep）KHBaeMoe

　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れハ

Mblcll5ro　H　Bolletiは、魂を夢遊病者coMHaM6na（somnambulist）に変えて、魂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ
を自己の暗骸な〔五感の塞がれた、聾唖の〕諸道程によって導くee　CBOMMM

MYXIIMM　fiTflMH　BeCTH（leads　it　along　its　obscure　paths）。その後、魂は覚醒

npocblnaTbcflし、自己を自己の諸感覚からoT　cBoHx蜘cTBoBaH砿分離

oTμe朋Tbし、順次no　oqepenli、一つの情動（衝動、興奮）aΦΦeKTから他の情

動に移動llepexonHTbしながら、自己の主体（主観）的な統一性（一体性）

cy6seKTHBHoe　onHHcTBoを確立yTBep》KnaTbする。魂は〈自己感覚〉αwo望y6c〃zBue

　　　　　　　　　おタ
（seif－feeling）になる。しかしながら、魂は、自己の諸内容の支配力BnaCTH　HaA

cBoHMH　conep＞KaHHfiMHを、いまだ有していない。諸々の情動は、〈心理的・

生理的な〉現存態ncttxo4｝u3uonoeuuecκoe　cynecTBoBaHneを導きBecTH、服従

（隷属）noqHHeHMeから抜け出し、自己の屈伸性（流動性）TeKY・lecTbを喪失

yTpaqliBaTbし、魂を、魂のありとあらゆる病60ne3HHへと、連れ去る
　　　　　　の
yBlleKaTb。もっぱら漸次的にllHIIIb　HocTeneHHo、〈習慣〉の力によってcHno｝o

nρu6blYKu、魂は、自己の諸情動を支配（制御）cBo”MH　atptleicTaMH　oBllaneBaTb

し、それら（諸情動）の流れ（推移）を機械化Hx　TeqeHne　MexaHH3HpoBaTb

し、無意識的な合目的性（目的適合性）6ecco3HaTellsHafl　uellecoo6pa3HocTbを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おエ
伴って、それら（諸情動）の中で運動nBHraTSCfiしている。

【魂（自、内）一身体（他、外）の分離性と同一性：身体に発する諸知覚と

身体そのものとを（自他、内外の同一性を）支配する、活動現実的な魂：魂

における身体からの自己の分離と自己への帰還＝〈意識〉の成立

oT凪eJleHHe　H　To7KIIecTBo　Me；K［IY　凪ynlo厳　（co60m，　BHyTpeHHHM）　H　TeJloM

（団pyrHM，　BHe皿IHHM）：川eticTBHTeJlbHafi　Ay－a，　oBnaAeBarolllafi　olllYIIIeHHflMH，
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IIJIYIIIMH　oT　TeJla，　H　ctiMHM　TenoM；　ce6fi　oT　Tena　oTnenflTb，　H　K　ce6e

o6palHaTbcH　B頂yme＝Bo3HHKHoBeHHe　eo3HaHeHu£】

　　身体〈から〉発している自己の諸知覚cBoHMH　0111YIIIeHHfiM”，　ll！lylllHMH　OM

Tellaを、そして、身体的な部類に入る諸感覚を、制御（支配）OBnaneBaTbし

ながら、魂は、まさにそのことによって、身体〈そのもの＞cαLUtuu　TenOMを

制御（支配）し、そして、〈活動現実的な〉魂となる∂eticm6umenbHOio　ny皿oro

　　　　　　　　ヨリ

cTaHoBHTbcfl。魂は、自己と自己の「外的なもの」との間の同一性To＞KnecTBa

MeW　y　co6010　”　cBoHM＜＜BHelllHHM＞＞を達成nocTuraTbし、そして、この同一性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨの

を自己に従属させるero　ce6e　no刀qH朋Tb。身体Temは魂によって徹底して働

かされnpopa60TaHo　Ayulolo、そして、魂によって自己のものに（横領、領

有）されるfiPHCBoeHO　eK）。身体は、〈魂を形象化uso6paOicambし〉、そして、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨぷ

魂の標識3HaK、魂の最初の現象flBlleHHe、魂の被造物co3naHHe、となる。こ

のことが意味しているのは、〈魂は、身体の中に留まりながらe〃le・Jle

ocmaeambCfl、自己を身体から解放しているce6A　om〃meno　oceo60ncδamb＞、

ということであり、そして、自己を解放してから、身体を自己に「対立させ」

ero　ce6e＜＜npoTHBonocTaBJIslTb＞〉、自己を身体から分離しce6H　oT　Hero　oTnenaTb、

身体を「否定して」ero＜＜HerHpoBaTb＞＞、そして、自己に帰還するKce6e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おト

06pamaTbcfl、ということである。魂は〈意識〉となる。　Ayma　cTaHoBHTcfl

CO3HaHue．ルt．

【魂の生活活動＝意識＝主・客の相互媒介・相互限定：自己への反省的復帰

一精神の無限性・理念的同一性：意識と知識の主体としての〈自我〉一魂の

本質を構成する確信

；KH3Hb　Ay皿lbl　＝　co3HaHHe　＝　B3aHMo”ocpe凪HHgecTBo－B3aHMooHpe凪eneHHe

cy6玉eKTa　H　o6sema：petP”eKcfi　K　ce6e－6ecKoHegHocTs　Ayxa－HAeanbHoe

To；KqecBo；　ff　KaK　cy6seKT　co3HaHHfi　H　3HaHHfl一八〇cToBepHocTb，　KoTopafi

KoHcTHTyHpyeT　ee　cy田ecTBo】

　　〈意識＞co3HaHueは、自己の直接無媒介性HenocpencTBeHHocTbを喪失
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　　　　　　　　　おエ
y叩aTHTbした魂である。魂が生きて（生活活動を営んで）いるのは、「客体

の中で」〉＞B　06beKTe＞）ではなく、「客体によって」〉＞06ちeuroM》でもなく、「客

体について（関して）」〉＞06・06beure＞＞である。このことが意味しているのは、

次のことである。すなわち、魂は、「自己一般」〉）ce6fi　Boo6me＞〉を、何らか

の「内的なもの」＞＞BHyTpeHHee＞＞、「理念的なもの」＞＞HneaAbHoe＞＞、「自我」

＜＜fi＞＞、として、それが何であれ、「客体一般」に、〉）06seKTy　Boo6㎎e＞＞，　KaKOB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
おエ

6sl　oH　HH　6bm対置npoTHBonocTaBJIHTbしている、ということである。魂は、

〈自己＞ce6Hを、抽象的な普遍性（一般性）a6cTpairrHyro　Bceo6mHocTbとして

確信yTBep）KAaTbしているが、「客体」06ちeκmを、「〈自己の〉諸限定の〈自然

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨの的〉な全体性」〉＞ecmecmee〃Hjylo　ToTaJlbHocTb　c80ux　ofipeAelleH”ti＞＞として、確

信している。魂は〈客体〉と〈関係する＞OHa・omHocumCH　K．HeMjYが、同時

に、〈自己〉の中への反省的復帰を果たしcoBep田aTb　pe（pneKcH｝o　B　ce6fl、は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おエじめて、精神の「無限性」＞＞6ecKoHeqHocTb＞＞nyxaを示すflBJIfiTb。こうした反

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨめ省的復帰において、魂は、自己の最終的な集中点としての、確実な理念的同
　れエ

ー性としての、自己に、立ち戻る。B　3Toti　peOpileKcHH　oHa　Bo3Bpamaercfl　K　ce6e

KaK　　cBoeMy　　oKoHqaTeHbHoMY　　cpenoToqHK），　　八〇cToBepHoMy，　　zneaJlbHoMy

To）KnecTBy．「自我」〉＞fi＞）は、意識と知識との主体cy6seKT　co3HaHua　”　3HaHHfi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エエエであり、「思惟」の端緒（原理）HaqaJlo《〈Mblcnu＞）であり、それゆえに、光

　　るカ
（世界）と信念との端緒（原理）である。自己の「自我」CBoe〈冴》を認識し

てから、魂は、自己の同一的な中心にcBoero　To）KnecTBeHHoro　ueHTpa、魂の

本質を構成する〈確信＞Toti∂ocMO6eP〃Oc〃nU（Gewissheit），KoTopasl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨラKoHcTyllpyeT　ee　cymecTBoに、達するnocTHraTb。この支えonopaは、魂に、

客体との闘争に着手する可能性Bo3Mo）KHocTb　npHcTynHTちK60pbl6e　c　o6eKToM

を与える。

【〈意識〉⇔対象（主体⇔客体）の同一性：〈認識する〉意識←感覚・知覚・

形象化（想像力）：分割、限定一普遍的〈諸概念〉・抽象的〈範疇〉一〈悟性〉：

意識によって認識される客体の本質としての諸〈法則〉：①客体の本質は主
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体によって産出される、②主体は客体の中に自己自身を発見する、③〈他の

もの〉の意識は本質において〈自己意識〉である。

co3HaHue　H　npenMeT（cy6ちeKr←レ06sem）：　3HaK）ulee　co3HaHHe←　qyBcTBo，

Boc叩”ATHe，　Boo6pa7KeHHe：　pacgneHeHHe，　onpeAeJleHHe　←　Boo6UrHe

noH£mu”，　a6cTpaKrHble　Kamelopuu→paccY∂oκ：①cylllHocTb　o6玉e｝rra

Hopo；KaeHa　cy6bemoM．②B　fipeAMeTe　cy6eKr　HaxoAHT　caMoro　ce6fi．③

Co3HaHHe（（uHoeo｝）ecTb　B　cylllHocTTH　caMoco3HaHHHe．】

　　客体に向かって06pamaflcb　K　06seKTy、意Ert　co3HaHzeは、何よりもまず、

客体との無媒介的・感覚的な関係からoT．HenocpencTBeHHo－qyBcTBeHHoro
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むく

oTHoHollleHMfl、自己を解放ocBo60wuaTbcflし、そして、それ（その関係）を、

その（その関係の）真の諸特性（属性）の中に受け入れる（を知覚する）ero

B　ero　HcTHHHbvc　cBoVacTBax　BocnpHHATb（wahrnehmen）ことを希求c［［peMHTbcH

　　　おり

する。知覚と想像（形象化）の力によってCHJIOHO．BOCfiPII51THA　H

Boo6pa）KeHHfl、意識は、それ（客体）との同一性To）K［lecTBoの中に入り込み、

そして、この道程において獲得されたものを、分割pacuneHSITbし、限定
　　　　　　　　　　　　　　　　おラ

onpe」leJI51Tbしはじめる。：意識は、〈認識する〉意識となる。：oHo　cTaHoBHTbcH

3HalOUftuve　co3HaHHeM．限定し、そして、認識しながら、意識は、内容に充た

された単一の物質（材料）を普遍的な諸概念と抽象的な諸範疇の下に連れ

て行く（従属させる）。Onpe丑e㎜Ho3HaBa牙，　oHo　no丑Bo朋T頭HH四HH首，

coAep）KaTellbHslti　MaTepHan　non　Bceo61UHe　noHfiTnfl　M　a6c［［paKTHble　KaTeropH．意

識は、〈悟性＞pαccyδOκとなり、かくして、「自然本性の諸法則」》3aκOHbl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もアハ

nPUPOδbl＞〉を構築nOCTPOflTbする。これらの普遍的な諸法則は、諸現象の本質

そのものcaMo　cyluecTBo　flBlleHHtiを把捉cxBaTblBaTbし、保持YAep）KHBaTbす

る。〈法則は客体の本質である〉。：3aκOH　eCMb　cyUIHoαMb　06beκMa．しかし、

法則は、客体によって創造されるのではないHe　06belrroM　co3AaH。法則は、

主体的な意識の力によって認識され、開示され、描出されるCHnOlo

cy6selcTHBHoro　co3HaHfl　oco3HaH，　pacKpblT　H　HaqepTaH。法則は「普遍的なもの」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　247



大東法学　第75号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おエ
の産物nponyKT＜＜Bceo6mero＞＞である。かくして、魂は、次のことを確信す

る。すなわち、客体の本質は主体によって生み出される、ということを、qTO

cymHocTb　06seKTa　fipowueHa　cy6seKToM、；対象において、主体は〈自己自身〉

を発見する、ということをqTo　B　B　npenMeTe　cy6beKT　HaxonvaT　ca［Moeo　ce6fl、

そして、「他のもの」の意識は、本質において、〈自己意識〉である、という

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めラ
ことをqTo　co3HaHHe＞＞HHoro＞＞ecTb　B　cylllHocTM　caMoco3HaHue。

【悟性的（＝抽象的、主観的、単一的）自己意識＝渇望→対象の自己性

（利己性）〔必要＝欲求〕の否認＝対象の繊滅的・利己的な〈消費〉→新た

な渇望を伴っての自己への帰還→自己性（利己性）を欠く客体における悟性

的自己意識〔即自性・無媒介性〕の喪失の経験＝対象における自由な自己性

の発見～〈認識する自己意識〉〔→自己への反省的帰還〕〔自己意識によっ

て確認される被媒介性・相互被限定性〕：〔即自存在・対自存在の生成〕

paccy川09Hoe（a6cTpaKTHoe，　cy6玉eKrHoe，　e凪HHHgHoe）caMoco3HaHHe＝；Ka；K［la，

anKaHHe　　→　　①TpHUaHHe　　caMocTH　　npe11MeTa　　＝　　cBoeKopslcTHoe　　H

yHHqTo｝Kal①田ee　fioTpe6∬eHHe→Bo3BpallleHHe　c　HoBblM　aJIKaHHeM　K　ce6e→

onblT　yTpaToti　cBoero　caMoco3HaHua　B　6eccaMoeTHoM　o6seme　～

Haxo）KneHHe　　HaqaJla　　cBo60戊Ho繭　　caMocTH　　B　　npenMeTe　　（peΦ丑eKcH別

caMoco3HaHHfl　c　aJIKaHHfl　K　ce6e）：　（yTBepmpEHHafl　caMoco3HaHHeM

o”ocpencTBoBaHHocTb－B3aMMoo叩eAeneHHocTb）：cTaHoB”eHHe　6blTll　m　ce6e

M・A”f・・ce6fl】

　しかしながら、悟性的な自己意識は、客体から切り離されたままに留まっ

ている。OnHaKo　paccynoqHoe　caMoco3HaHHe　ocTaeTcfi　B　oTpblBe　oT　06semra．こ

うした自己意識は、抽象的a6crpa｝arHo、主観的cy6LeKmBHo、そして、単一

的eAHHHqHOである。それ（悟性的な自己意識）は、自己の回りに、諸対象

を見ており、そして、それら（の対象）に、はじめは、渇望〔渇き）Ka｝Kna

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のラ
と飢えaJIKaHHe〕を伴って、近づくnoAxoAllTb。それ（悟性的な自己意識）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らり
は、それら（諸対象）を利己的（身勝手）に、かつ残滅（壊滅）的に、消費
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しHx　cBoeKopblcTHo　H　yHHqTo）Kalo田e　mTpe6丑兄Tb、この消費において、開け放

される（溶解する）B　3ToM　noTpe6皿eH”H　pacTBopflT6cfl。それ（悟性的な自己

意識）は、それら（諸対象）の自己性（利己性）HX・caMOCTHを認めずHe
　　　　　　　　　　　　　　　　　うの

nPH3HaTb、自己性を欠く客体において、自己の〈自己意識〉を〈失い＞

ymρauuea£B6eccaMocTHoM（selbstlos）06seKTe　cBoe　cauoco3Han”e、新たな渇

望を伴って自己に帰還K　ce6e　c　HoBblM　allKaHHeM　Bo3BpamaTbcEする。こうし

た経験oHblTは、魂に、客体への他の（別の）関係を教えるHHoMY．oTHollleHz｝o

K　06seKTy　HayqaTB。自己意it　caMoco3HaHHeは、〈対象の中に、自由な自己性

（利己性）の端緒（原理）を見ること＞eu∂emb　e　npeO．ueme　Hauono　ceo60δHodi

cαhuocmu　npayyambcflを習い覚え、そして、〈認識する自己意識〉となる》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おハ

npU3HaJOUfUM　CaMOCO3HaHUeM＞＞CTaHOBHTbCHo

【二自己意識間の生死を賭けた闘争～支配＝主奴関係→主人と奴隷の弁証

法→無欲（禁欲）に耐える（自己放棄を克服する）奴隷→諸事物や諸関

係の理性的観照（直観）→内的自由

60pら6a　Ha⊃KH3HH　H　Ha　cMepT5　Me）KIIy　nByMfl　caMoco3HaH皿MH→rocnoncTBo

＝　oToHomeHHe　Me；KJIy　rocnoAMHoM　M　cJlyroM　→　cJlyra，　npeonoJeKolllHH

6ecKopblcTHe（caMooTpegeHHe）→pa3yMHoe　co3ep叫aHHe　Be田e繭HoTHomeHni

→BHy叩eHHafl・CB・6・Aa】

　　かくして、互いに自己の自由を示そうとし、そして、自己の現存

cYIIIecTBoBaHHeによってのみ互いを制限（束縛）orpaH四HBaTbする、〈二つの

個体的な自己意識〉は、避遁BCTpeTHTbCHする。ここから、それらの間で、

生死を賭けた闘争60pb6a　Ha　）KH3Hs　li　HacMepTbが生起Bo3HHKaTbする。この闘

争は、一方の勝利no6enaとその一方の他方に対する支配（制覇）rocnoncTBo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　
（Herrschaft）とを以て、終結3aKaHHHBaTbcflする。闘争60pb6aと隷属におけ

る生活）KM3HちBno丑qHH朋とは、征服された奴St　noKopeHHblti　cOpa（Knecht）

に次のことを強いる3aCTB朋Tち。すなわち、自己において〈無欲（禁欲）に

耐える（を克服する）〉ことnρeoδonemb　e　ce6e　6eκoρbiC〃lueを、そして、そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　249



大東法学　第75号

のことによって、自己に〈諸事物や諸関係の無欲（無私）で対象的かつ

理性的な観照（直観）〉への通路を拓くことTeM　oTKpblTb　ce6e　nocTyll　K

6ecκoρbicmHoay　npeOMe〃IHO．lliY　u　PtZ3YMHOMY　co3epqaHUIo　eengeu　u　omHOtueHue

を。余儀ない（強制された）〈自己放棄＞BblHY）KAeHHoe　cauoompeyeHueは、

奴隷にとって、〈内的な自由〉の始まりHaqano　eHympeHHedi　c6060∂blである。

奴隷は、外的な強制の諸限界を超えて、〈自己〉の本質を見ることBHAeTb

cBo｝o　cyluHocTb　3allpenenaMM　BHeulHero　npHHy）KneHufiを、そして、支配におい

て、同様の自由の深淵を認識することnpM3HaBaTb　B　rocnoAzHe　TaKylo　）Ke

cBo60胆ylo　my6HHyを、学習Hay・laTbcfiする。無媒介的かつ単一的な魂の「対

　　　　　　　　　　　エノ象的な発展（成長、高揚）」＞＞npeAMeTHblti　non5eM＞＞が完遂されるcoBepmaTscfl。

そして、こうした発展（成長、高揚）は、不可避的に、自己の力と誠実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おエBepHocTbとによって、主人をもまた感化3apa）KaTbする（感染させる）。

【自己意識：主体と客体の同一性→理性＝精神→理性的な自己限定

caMoco3HaHHe：　To；KIIecTBo　cy6beKTa　m　o6sema→pa3yM＝Ayx→pa3yMHoe

caMOOIIpeneneHHe】

　かくして、自己意識は、単に「客体を意識する」ことだけでなく、それ

（客体）を、独自の自己意tW　oco60e　caMoco3HaHHeとして、経験的な仮象から

して「他なるもの」〉）HHoe＞＞no・3M皿pHgecKoti　BHnMMocTHとして、しかし、

〈まさしく理性的かつ精神的なもの＞cmonb　｝｝ce　payMHoe　u　byxo6ffOeとして、

意識co3HaBaTLすることに、慣れるnpHyqaTbcH。客体は、主体にとって、〈一

般的（共同的）かつ特殊的（単一的）なエレメントの器官（機関）＞opeaH　06u｛eij

ue∂UHodi　CMXUUとなる。このことは、次のことを意味している。すなわち、

主体は、〈客体〉において、〈主体そのもの〉の本質を構成する、大文字の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らの〈理性＞PCByMの、現象を見ることを、学習する、ということを。主体は、

対象において、「自己」を、しかし、「自己」において、理性的な本質を、見
　ハ

る。主体は、理性pa3yMの領域の中に、すなわち、主体と客体の同一性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うの
To）anecTBo　cy6sema　H　06seirraの領域cΦepaの中に、そして、精神AYxの、す
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なわち、純粋な理性的な自己限定pa3yMHoe　caMoofipeAelleHHeの、領域の中
　り

に、踏み入るのである。

【魂と意識の「真実態」としての精神：実体の知識の実現：自己限定：理性

的な大文字の〈概念〉としての世界

Ayx　KaK＜＜HcTHHa》nylllH　H　co3HaHHH：　ocy皿ecTBneHHe　3HaHHH　cy6cTaH叫H別：

caMoollpeAe丑eHHe：MHp　KaK　payMHoe　noHHTHe】

　　　　　　　　　　　　　　　　ロタ　精神は魂と意識の「真実態」である。丑yx　ecTb＜＜qHcTHHa＞＞nymH　H　co3HaHHfl

すなわち、精神は魂と意識を包容06朋Tb（06HHMeT←06sermeT）する。但し、

〈最高の〉水準においてHa　BbIHleM　ypoBHeのみ、そうする。主体の状態が

〈精神的〉であるのは、主体が自己の対象において〈制限する他在〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おりoepaHuuu6aκOtqeeo　UHO6blmUflを見ること〈なく〉〃e6uδemb、「単に主観（主

体）的」でもなく、「単に客観（客体）的」でもない、実体（基体）cy6CTaHllus［

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おり
の、知識3HaHHeを、実現（現存化）ocYIIIecTBJI」ITbするときである。精神が

係わるのは、〈自己固有の諸限定csou　co6cm6eHHbie　onpeδeneHuaのみ〉であ
ロハ

る。精神が出発するのは、〈世界〉は〈理性的な大文字の「概念」＞pa3YMHoe

Ho朋〃lueであり、〈大文字の「概念」＞170朋〃lueは〈対象的な実在性（現実

性）＞npeOMemH〈m　peαnbHocntbを有している、ということについての揺るぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷりない確信HenoKofie6HMafl　yBepeHHocTbからである。

【〈知性〉としての精神nyx　KaK　u”MelVluzeHqUA】

　しかしながら、こうした構想（基本理念）KOHIIenロIlflは、精神にとって、

　　　　　　　ぽく
もっぱら〈課題＞3a∂aHueに留まっているにすぎないが、こうした構想（基

本理念）を真実態として信奉する精神そのものcaM　Ayx，　HcnoBeAylolllmi　ee　KaK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れハ
HCTHHHYK）は、主観的かつ有限的なものに留まる。精神は、認識をK

no3HaHH｝o、こうした世界観の〈理論的な〉正当化K“meopemuuecκonty

onpaBAaHHK）TaKoro　MHpoBo33peHHslを、希求cTpeMHTbc∬し、そして、〈知性＞

UHmem7ueeHnyttnであることが判明する。

【自己限定、自己開示：知性＝意思
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caMoofipeAeneHMe，　caMopacKpHBaHHe3：HHTe』丑HremlHH＝BoJH】

　　〈知性〉の課題は、次の点に存する。すなわち、真実で適切な認識様式

BepHblli　H　aneKBaTHblti　modus　cognoscendiを、すなわち、精神生活に活動現実

的で真実の〈自己限定〉を、付与するであろう、そういう〈知識様式＞cnoco6

3HaHuA，　KoTopblti　npHnaJI　6H　　）KH3HH　　nyxa　　xapaKTep　　刀e亘cTBHTeJlbHoro　　H

HCTHHHoro　Cαuooηpeδeneκ”Eを、発見する、という点に。人間の魂は、次の

ような深淵に、自ら苦難の末に達しなければならない。丑y皿a・gellOBeKa

丑omKHa　BblcTpaぷaTb　ce6e　Ty　my6HHy．すなわち、そうした深淵において、人

間の魂は、次のことを、真に体験する（気付く）llOAJIHHHO．YBHneTb。すなわ

ち、精神的な生活活動の〈あらゆる〉運動は〈自己限定〉である、qTO・BCHKoe

ABH）KeHHe　」IYxoBHoti　mn3HM　ecTbαwooηρε∂eneHueということを、そして、〈精

神は自己を自己から開示する創造的な活力である〉、qoT．nyx　ecTb．TBopqecKasl

3Heprl｛fi，　pacKpbiBaromax　ce6fl　M3　ce6Hということを。そのとき、知性は〈意

　　　　　　　の　

思〉となる。TorAa　zHTeJIJIHreHllMH　cTaHeT　eonero．

【知性として、自己限定する生活活動を錬成し、直観的な思惟活動を探求す

る、精神

凪yx，　KoTop51H　B　KaqecTBe　HHTe∬∬HreHllHH　BHKoBHBaeT　caMoonpe丑eJfl｝olllyrocfl

ポH3Hb　H田eT　HHTyH・HBH・e　MbimneHHel

　　かくして、精神は、知性HHTenlllireHHZflとして、自己の内的で「理念的」

な世界の上でHan．cBoHM　BHYTpeHHHM〈《MleaJlbHblM＞＞MHpoM、労苦し自らに

〈自己限定する〉生活活動を鍛え上げるce6e　caMoonpe∂emeioayjViocn　）KH3Hb

　　　　　　　　め

BblKOBblBaTb。精神は、不可避的に、「与えられた」、あるいは受動的に「発

見された」、客体に、甘んじている、諸々の認識様態Te　cnoco6H　no3HaH田，

KoTopble　MHpflTcfl　c＜＜AaHHblM）＞IIJIH　naccHBHo＜＜HaimeHHblM＞＞06seuroMを、克服

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アゆ

npeono∬eTbしなければならない。精神は、〈対象の創造〉と同意義であろうと

ころの〈知識活動＞3HaHue，　KoTopoe　6bmo　6bl　paBHocanbHo　co3∂aHulo　nρeOMema

を、探求HCKaTbする。一　精神は〈直観的な思惟活動＞UH〃lyumueHoe、MblUtneHue
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を探求するのである。

【理性的自己意識一思惟活動の成熟、感覚的対象の自己同化（形象化）一知

覚する経験、注意、直観、対象の実体の把捉、表象、想起、形象化、諸形象

の結合、普遍的意味、精神の思弁的象徴、記憶、対象と名称との結合

pa3yMHoe　caMoco3HaHHe：　co3peBaHHe　M511皿∬eHH別，　ycBoeHHe　（06pa30BaHHe）

9yBcTBeHHo「o　fipenMeTa　－olllylllalolllHH　onblT，　BHHMaHHe，　co3epllaHHe，

yxBaTHBaTb　　cy6cTaHHHK）　　flpeAMeTa，　　npencTaBneHHe，　　BoclloMHHaHHe，

06pa30BaHHe，　cBH3b　o6pa30B，　Bceo6ulee　3HaqeHHe，　cHeKynfiTHBHblti　cHM60n

nyxa，　cBfl3b　Me細y　npe瓜MeToM　H　Ha3BaHHeM】

　理性的な自己意識pa3yMHoe　caMoco3HaHHeは、最後に、魂の生（生活活動）

nYIIIeBHafl）KH3Hbの最下級の諸段階に向う（着手する）。但し、すでに確固た

る信念を伴ってy）Ke　c　TBepnoK）　Bepo｝o、自己の精神性IIYxoBHocTbの中へと。

理性的な自己意識は、それら（そうした最下級の諸段階）を〈撤回（除

去）＞cHuMambし、それらから、思弁的な思惟cneKYJIflTHBHYIO　MblCnbを育成

BblpalUHBaTbする。〈知覚する経験〉α妙卿κW磁oηbl〃2は、精神のために、

知識の全ての直接無媒介的な材料Becb　HenocpencTeHHblti　MaTepHajl　3HaHHflを、

　　　　　　　　　　　　　　　アリ

動員Mo6mH30BaTbする。〈注意（顧慮）＞eHuMaHueは、対象を記録tpHKcKpoBaTb
アゐ

し、精神の内的な活力B町peHHIom　3Heprmo刀yxaを集めco6HpaTb、そして統
　　　　　　　　　　アヨハ

ー　06seAHHflTbし、侵入する主体の恣意BTopraKomHticfl　npoH3Bo∬　cy6beKTaを

　　　　　　　　　フめ

抑えnonaBJIslTb、恣意をして対象に服せしめるero　HpeAaTbcfl　npenMeTy
　　　　　アらエ

3acTBJIfiTb。〈直観＞co3epqaHueは、対象fipeAMeTを注意深く経験しBHHMaTellbHo

HcnblTblBaTb、主体の理性的な深淵pa3yMHafi　rlly6HHaから客体の理性的な深淵

　　　　　　　　　　　　　　　アロ

へと浸透nPOHHKaTbし、そして、対象の成熟した実体（基体）3penyro
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アの
cy6cTaHllH｝o　llpenMeTaを把捉YxBaTblBaTbする。さらには、〈表象＞

npe∂c〃laeneHueは、直観が獲得したものAo6blqy　co3epllaHzzを精神の内的な

世界へとBo　BHyTpeHHmi　MHp　nyxa齎しYBonHTb、そして、それ（その直観が

獲得したもの）を、三段階において、支配下におくe｝o　Ha　Xpex　3Tanax
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　　　　　　アぴ

oBllaneBaTb。〈自己同化（会得）＞jvceoeHue（Erinnerung，特殊な〈想起（回

想）＞eocnOMUHaHue）は、対象の見てとられた（直観された）形象Y3peHHblti

o6pa3（Bild）を、無意識的なるものの「夜の地下鉱山」B＜＜HoqHy｝o．ulaxTy＞＞

6ecco3HaTe”bHHoroへ沈め（浸し）norpy）KaTb、それ（その形象）を保持

coxpa朋Tbし、それを自己の諸表象npencTaBlleHzflの下におき、それを自己の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アめ

所有物co6cTBeHHocTsとして確認ono3HaTbする。〈形象化〉の力clula

eoo6pa：コiceHu一は、自己のものにされた内容llpHcBoeHHoe　conep）KaHHeを、主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
体（主観）的な深淵からM3　cy6seKTMBHoli　Flly6HHbl引き出しH3B皿eKaTb、それ

（その内容）を、新たに創出された形象として（の形姿で）ero　B　BHAe．3aHoBo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さり
co3naHHoro　06pa3a、再現（再生産）BocfipoH3BoA”Tbし、その形象と他の諸形

象の間の連想的な結合accouzaTHBHble　CBfl3H　MemnY　HHM　ll　nPYrHMH　06Pa3aMH

　　　　　　　　　　　　　　さカ

を確立YCTaHaBllHBaTbし、そして、自己の創造物を〈普遍的（一般的）な意

味〉によって充分に満たしHacb皿afl　cBoe　co3AaHHe　6ceo6tqtwLe　3〃ageHue、u、そ

の創造物を、表現された内容の本物の臨在を自己において保持している、精

神の思弁的な象徴cneKy朋THBHblti　cHMBon　yyxa，　xpaewlqwi　B　c6e　HomlHHHoe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おく
fipHcyTcTBHe　Bblpa）KaeMoro　conep）KaHmlへと、変えるnpeBpaluaTb。〈精神的な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

内容の、すなわち、対象の〉、象徴としての形象は、固有の名称oco60e
　　　　　　　　　　　　　　　　　あラ

HaHMeHoBaHHeを受け取り、そして、対象と名前との間の仲介者nocpe丑HHKと

なる。最後に、〈記憶＞ncwve£mbは、〈対象と名称〉との間の結合CBH3b　Me｝KAY

nρeOMemOM　u　Ha36aHue〃を強化3aKpen朋Tbし、感覚的な〈形象〉の〈仲介

（媒介）〉を〈投げ出し＞Bbl6paCblBaTS、そして、〈対象の内容を一つの名で〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
co∂eporcaHue　npeb〃ema　no　o∂HoMjVtvlteHu再現（再生産）BocnpoH3BollMTbする。

記憶が材料（物質）を〈全く〉支配（制御）MaTepHaJloM　BnonHHe　oBllaneBaTs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きカ

するとき、記憶は、安定的な、それゆえに、普遍的（一般的）で対象的な、

諸内容に対する、機械的な優越（支配）MexaHHqecKoe．rocnoncTBo　Han

YcTotiqHBblMH，　H　noToMY　Bceo6UZMH，　npe胆eTHHMH　conep）KaHHflMHを、達成

nOllqaTbする。〈主体の内的な力は、感覚的・非形象的な対象を、とことん、
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自己同化（会得）するが、非形象的な対象は、主体（主観）的な精神の運動

によって、浸透される〉。：6HympeHww　czma（cy6beκ〃rtα　yc6au6ae〃1∂o　KOHua

uy6cmeeHHO－6e3・6pa3Hbni　nρeO・wem，α6e306Pα3Hbni　npeO　・Nfem　nPOHUKaemCf・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おト∂euorceHueM（ッ6ちθκm％κ020碗α．魂は〈思惟活動〉にまで成熟したのである。

刀〔yIHa　co3peJla　no　MblttuzeHun．

【知性：思惟すること＝諸思惟範疇を自己の内容と対象として有すること：

精神のエレメント（主体＝客体）一普遍的一自己創出

HHTennHreHuHfl：MblcJIHTb＝HMeTb　M51cnH　B　KaqecTBe　cBoero　conep）KaHHfl　H

npe凪MeTa：cTHxHfl団yxa（cy6ちeKT＝06seKcT）－Bceo6田a－caMoco3凪aHHe】

　知性は〈思惟する〉。HHTe皿IHreHUII51．MblcaUM．このことは、次のことを意

味している。すなわち、知性の基本的な力は、〈自己固有の産物、安定的で

非形象的で普遍的な対象〉に、〈すなわち、思惟（思惟範疇）Mblenbに〉、係

る、ということを。「思惟する」＞＞MbICIIHTb））ということは、「諸々の思惟（思

惟範疇）を有する」〉＞HMeTb・MblcnM＞〉ということ、すなわち、それらを自己の

内容と対象として有するHMeTb．Hilx　B　KaqecTBe　cBoero　conep）KaHlt」1　H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おの
npenMera、ということ、これを意味する。精神のエレメントCTHXH」1　AYxaは

〈普遍的（一般的）〉θcθo励αである。なぜならば、それは一つeAHHaであり、

安定的ycTotiqHBaであり、実体的（基体的）cy6cTaHUHanbHaであり、そして、

全てに浸透しているBcellPOHMKa｝Olllaからである。その（このエレメント）

の対象npeAMerは、同様に、〈普遍的（一般的）〉θcθo励である。なぜなら

ば、それ（その対象）は、安定的ycTotigHB、本質的cy田ecTBeH、そして、形

象的な多様性から引き離されている（抽象・捨象されている、を度外視して

いる）oTBIIeqeH　oT　06pa3Horo　MHoroo6pa3hi［からである。主体は対象npenMeT

を自らに創出co3AaTbしたのであり、完全に内在的BnonHe　HMMaHeHTHbltiで

あり、そして、〈その（対象の）〉認識においてBno3HaH随ε20、主体は〈自

己〉を〈諸事物の真の本質〉として認識するOH　y3HaeT　ce6n　Kaκ　ucmUHHyiO

　　　　　　讐）
（｝Yttt”OCMb　BeUfeu　o
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【思惟活動：悟性～理性：諸判断、諸推論の諸融合：生きている（生活活動

を営む）客観的な大文字の「概念」＝理性的自己限定のエレメント（境位）

Mbllll∬eHHe　　（1）enken）：　　paccy丑oK　　（Verstand）～pa3yM　　（Vernunft）：

《nePBoPa3瓜e日bl＞＞cy瑚eHH繭（Urteilen），＜＜cJIHflHHH＞＞yMo3aKnK）qeHHti（Schlusse）

：　　？KHBoe，　　06semHBHoe　　IloHHTHe　　（Begrifi「）　　＝　　cTHxH兄　　pa3yMHoro

caMoo叩eneneHHfl（Selbstbestimmung）】

　思惟活動に残されているのは、〈形式的・悟性的な〉状態から〈思弁的・

理性的な〉状態へOT　ipOρMaEb〃O－PaCCY∂OgHOeO　COCTOflHHfl　K　cnei〈y．lnmueHo一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のハ
pa3yMHO、uy上昇nonHflTbCflすることであるが、〈主体（主観）的な精神〉の

〈理論的な〉自己解放TeopeTHqecKoe　ocBo60＞KneHHe　cy6beicTHBHoro　」yyxaは、

終結されるであろう6yAeT　3aKOHqeHO。抽象的な諸概念の中に同一的に滞留

していることからoT　To＞KJIecTBeHHoro　npe6blBaHHe　B　a6BcTpauTHblx　noHflTHslx、

思惟Mblcnbは、諸判断という「原初的（本源的）な諸分割〔主語と述語と

に分割してそれらを再結合すること〕」〉＞fiepBopa3AenaM＞＞cy）KneHHti〔Ur－

teilen〕へと赴き、そして、諸推論の具体的な諸「合流（融合）」への自己の

上昇（登高）cBoe　Bocxo）K」leHHe　B　KoHKpeTHHIX＜＜cllllflHHflx＞＞yMO3aKJIKogeHMvaを

　　　　　　　　　　の
完遂3aBepHlaTbする。主観（主体）的な思惟活動cy6beKcrHBHoe　M51－JleHHeは、

生きた客観的な大文字の「概念」の支配に屈服しoTnaTb　ce6H　Bo　BllacTb

　　　　　　　　　　　　　おエ）KHBoro，　06beKTIiBHoro　HoewTnz、〈理性的な自己限定のエレメント＞cmuxueti

pα3yMHoeo　CCVVtoonpeδeneHUSとなる。

【意思＝理性的自己限定の境位Bonfl－cTHxHfi　pa3yMHoro　caMoofipeneJleHHfi】

　〈意思こそ、理性的な自己限定のエレメントである〉。

【精神の境位としての意思：感覚的、主観的、特殊的、非本質的、直接的、

一面的、偶然的、その内容が外発的な（内から成熟する）意思＝感覚する自

己限定＝感覚・感情（歓喜、満足、差恥、恐怖）に基づく意思活動H理

性的、客観的、普遍的、本質的、媒介的、全体的、必然的、内発的な意思＝

思惟する反省と選択する意向によって自己を制御しようとする意思（関心一
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目的→　自由な自己限定一大文字の「意思」）

Bon兄　　KaK　　cTHxHH　　Ayxa：　　qyBcTBeHHbl面，　　cy6LeKTHBHH繭，　　oco6eHHblti，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　り

HecylllecTBHHblH，　　　HenocpencTBeHHblH，　　　onoHocTopoHHMH，　　　c皿ygaHHblH

Bo∬9　　（coAep⊃KaHHfi　　KoToporo　　npHxo以別T　　H3BHe）　　＝　　　9yBcTByK）lllee

caMoofipeAenHHe　　＝　　BoJleHHe，　　ocHaBaHHoe　　Ha　　uyeemeue　　（pa凪ocTb，

yAoBonbcTBHe，　　cTblA，　　cTax）　　H　　pa3yMHH繭，　　06玉eKTHBHH繭，　　Bceo6皿1H厳，

cy田ecTBeHHbl口，　　nocpenHmecKHti，　　ToTa．MbHblti，　　Heo6xoAHMhlti　　Bonfl．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りcoμep7KaHHfi　KoToporo　BblpacTyT　H3HyTpH　＝　Bon兄，　KoTopblH　fiblTaeTcfi

pyKoBoAHTb　co60！①　HocpeAcTBoM　MblcnRu｛eti　peφpAeκcuu　u　sbi6uρarou｛ezo

u3eoneHufl（HHTepec一凪e∬b　→　　cBo60nHoe　caMoonpeneneHHe－Bo∬H】

　　しかし、なによりもまず、意思は〈主体（主観）的な精神のエレメント＞

CTHXH”（γ6わθκm泌〃020砂wαであり、そして、そのかぎりで、意思は、そもそ

ものはじめには、個人的で、無媒介的な、〈感覚する自己限定〉皿HqHoe，

HenocpeAcTBeHHoe，　uyec〃leyκoayee　caMoonpenelleHHeの形で（として）、生まれる

3apo＞KIIaTbCfl。こうした自己限定は、理性的でありえるとしても、偶然的か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はり

つ主観的な性格を帯びかねない。〈感覚〉に基づく意思活動BoleHHe，　ocHaBa

HHoe　Ha．uγ6αm6eは、「一面的、非本質的、悪しきもの」＞＞oAHocTopoHH涌，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　

HecYIIIecTBeHHblti，　nypHblti＞〉でありかねない。それは、精神の理性的・本質的

な道程pa3yMHblti　cymecTBeHHbltiHyTb　nyxaとは一致しえない。歓喜panocTbと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

満足YAoBonbCTBHe、差恥cTbnと恐怖cTpax、これらは偶然的な内容を有して

いるが、こうした偶然的な内容は、理性の自然本性がそれを要求するように
　　

は、〈内在的にそれらから成長するのではなく＞He．Bbrpacmalott｛ee　u3　Hux

tL／ILItaHeHMHo、外から来着するHo　npHxo皿田ee　H3BHe。ところが実際はa．Me）KAy

TeM、理性的な自己限定pa3yMHoe．caMoonpeAelleHHeは、〈意思そのものから

出発McxonHTb　oT　caMoti　Bo∬H＞しなければならない。これ（理性的な自己限

定）に近づこうとしながら、意思は、何らかの一つの内容に集中

cocpenoTouHBaTbcfiし、そして、自己を、自己に満足を創出することに遇進
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する〈熱情的な渇望（憧憬）＞cmpacmHoe．e．veveHue，　cTpe｝，fflmeecfl　co3naTb　ce6e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふハ
yAoBlleTBopeHHeとして、確信（断言）yTBep）K」laTbする。意思は自己に〈目

的＞uenbを設定し、そして、この目的と自己の〈関心＞HHTepecを結びつけ
エ　ノ

る。しかし、意思は、〈完全な〉満足を求めるMcKaTs・nonHoeo　ynoBneTBopeHHfl

が、それ（そうした満足）を発見することなく、〈思惟する反省と選択する

意　向〉と　を　以　てnocpeAcTBoM　Mbicnz“｛edi　peqbneκcuu　u　6bi6uparotqeeo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りいu360neH・ufl・．自己を導こうとするnblTaTbcfl　pySoBonHTs　co60｝o。さまざまな渇

望Bneqe朋、関心HHTepecbl、傾向（素質、愛着）cKJIoHHocTHの間の闘争にお

いて、意思は、最後に、次のことを理解（把捉）fiOCTHraTbする。すなわち、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　ハ
満足の完全性nollHoTa．ynoBlleTBopeHHfiである〈至福＞6naorce〃cmeoは、〈目

的〉が〈意思の基本的かつ普遍的で理性的な本質に完全に〉一致する〈であ

ろう＞qeπb　6y∂em　enonHe　cooTBeTcTBoBaTb　ocHo6Hodi　u　6ceo6ageSt　Pα3YMπoU

（W〃oα％60児μときにのみ、達成されるnOCTHrHyTOであろう、ということ

を。完全な満足とは、〈全体性かつ普遍性〉の形姿で捉えられた、〈目的にお

ける精神〉の、満足y丑oB∬eTBopeHHe砂xα6卿αM，　B3flToro　B　BHAe“momanbHocmu

u　6ceo6tqHocmuである。至福を達成するためには、意思は、まさしく、それ

（その意思）がそれ（魂）の〈究極的、絶対的な〉諸根源を領有（支配）し

ているがゆえに、魂〈全て〉を包含している（虜にしている）、〈精神の究極

的な深淵〉の中にB　Ty　nocAe∂πκ）κ）a7γ6μHγ砂顕，　KoTopafl　oxBaTblBaeT　Bcro　nyrny

HMeHHo　noToMy，　qTo　BnaneeT　ee　noc皿enHHMH，　a6conroTHslMH　KopH」IMH、下降

onyCTHTSCfiしていかなければならない。この水準まで下降しおえた、そし

て、〈全てに浸透する〉精神の本質と自己同一化しおえた、そうした意思

Bojl51，　onlYcTHBIIIaficfl　Ha　3ToT　YPoBeHb　H　oTo）KAecTBHBIIIafl　ce6fl　co　ecenpo〃uKa｝oeqeij

cy田HOCTb田呼aだけが、満足の十全性を獲得しうる。なぜならば、意思だ

けが満足のためにそれ（意思）に不可欠な自己の対象を〈内在的に〉創出

tLuMaHemHo　co3AaBaTbしうるし、意思だけが魂の普遍的な実体Bceo6mafl

cy6CTaHUHfl　nymHであり、意思だけが自由であり、意思だけに、絶対的かつ
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自由な自己限定a6collK）THoe　H　cBo60nHoe　caMoonpeAelleHHeは達成されるから

である。こうした意思だけが、〈真正の大文字の「意思」＞ucmUHHafl・Eonflな

のである。

【主体的精神によって辿られた全ての諸道程の具体的成果である意思：思弁

的「概念」の本性を形象化的思惟によって我物にすること＝意思の具体的本

性を我物にすること→へ一ゲル哲学における、法権利、習俗規範態といっ

た「諸概念」の概念把握（Begreifen　der　Begriffe）

Bo∬H＝KoHKpeTHH繭HTor　Bcero　nyTH，　npo前川eHHoro　cy6beKrHBHHM　nyxoM：

ycBo繭Tb　llpHpo口y　cHeKyn∬THBHoro　floHflTHfl　Boo6paiKaH｝nle並　MblcJlbH）　＝

ycBo前Tb　KoHKpeTHYH）　npHpony　BonH　→　　fioHfiTbnoHfiTHA　KaK　upaBo，

HpaBcTBeHHocTb　B　tP”nocotPHH　rerenfl】

　かくして、〈大文字の「意思」は〉主体（主観）的な精神によって辿られ

　　　　　　　　　　　　　　　ロヨラ
た〈全ての諸道程の成果（総括）である＞BonA　ecmb　KoHxρe〃zHbiti　umoe　eceeo

nγmu，ηρ砿∂eHHoeo（cy6ちeκmusHblM　byxoM。ヘーゲルによれば、こうしたこと

は、スケッチ（概説）cxeMaでもフレーズ（決まり文句）Φpa3aでもなく、

もっとも本質的な意味に満ちたテーゼ（命題）Te3Mc，　fionHblti　caMoro

cylllecTBeHHoro　3HaqeHMflである。〈形象化する思惟によって＞600φのκακW磁

MblCylbκO思弁的な「概念」の自然本性を我物（自家薬籠中のもの）とした

npHpony　clleKynflTllBHoro　HoHflTHsl　ycBoiTs後でなければ、ヘーゲルの教説に

入り込む（を洞察する）ことnPOHHKHYTbは、そもそも不可能である。これ

と同じく、〈「意思」の具体的な自然本性〉をκOHKpemHyκO　npupoOjy　Bonu　YCBotiTb

我物（自家薬籠中のもの）とした後でなければ、法（権利）npaBOや習俗規

範態（人倫）HpaBcTBeHHocTbについてのヘーゲル哲学における何かを概念把

握（理解）nOHflTbすることは不可能である。かれの基本的な諸教示の全て

を、充分かつ真剣な注意力を以て、受け取ることは、不可避である。そのと

き、以下のことが開示される。

【〈理性〉に服する〈意思〉→〈意思〉＝自由な自己限定の諸水準を達成した
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人間的魂：〈理性〉：創造的に自己を限定する精神の活力

《eons＞＞　fioAuHHeHHblH　　〈ga3YMoM》　　→　　＜＜eonfi　＞＞　＝　　qeJloBeqecKa兄　　nyma，

丑ocTHrmafl　YpoBHfl　cBo60nHoro　caMoonpeAeJleHHfl：　）＞pa3yM＞＞＝　TBopgecKH－

caM・・叩eneJ・f・K）皿af・Cfl．3HeprHfi．nyxa】

　意思は、〈自由な自己限定の諸水準を達成した全体としての人間的な魂＞

gevoeeuecκaE　OyUta　6　qeno．u，∂ocmuetua£　ypo6Hfl　CBO60∂Hoeo　Cdiuoonpe∂e．veuflで

ある。〈人間の本質＞uenoeeuecκoe．cytt｛ecmeoは、明らかに、全ての〈その本

質的な〉諸特質（相貌）〈と諸特性〉においてBO　Bcex．eeo〈CYUieCMee〃〃blX　yeρmαvt

u　c60ticmeax、〈調和的な単一性（統一性）に帰されており、そして、魂の最

　　エレメンタ　ル
深の原基的な力に服している＞cee∂eHHblM　K　eaPMoHugecκo．uy　eδuHcmcry　u

no∂q協苗〃bw　cauoab　eAy60κodi　cmuxudiHodi　czme　Oyayu。この力は、〈絶対的に善

き、かつ創造的に自己限定する、精神の活力〉としての〈理性＞pαsy．u．Kaκ

a6conκomuo　6naean　u　mBopueCKU－caMoonpe∂e四η川砺c兄。κ¢ρ2砺（吻αである。

【直観する理性によって満たされた術語TePMHH　HaCblllleH　co3ePllalOIIIHM

pa3yMeHHeM】

　これらの諸限定（諸定義）onpenelleHHHにおいては、各々の用語TepMHH

は、生きている（生活活動を営んでいる）直観する理性）KHBoti，　co3epualomee

pa3yMeHHeよって充分満たされていなければならない。

【意思＝〈人間の全ての本質的な〉諸特質と諸活動性の〈有機的全一性〉

（「活動現実的」魂、〈自己の身体的有機体において自由な、精神的な「自己

性の権化」〉）＝形而上学的〈自己思惟活動〉という意味における「〈内的・理

念的な自我〉」←精神的深淵：「〈無限の反省的復帰〉」、「概念」の創造的自

己還帰、「〈魂の同一的中心点〉」、「無私に・対象的に生活活動を営んでいる」

力、「他在から自由な」精神、〈理性〉＝それにとって〈認識すること〉は

〈創造すること〉を意味するところの「直観的思惟活動」、自己を能動的かつ

自由に思惟する〈「概念」そのものの活力〉、〈全ての対象を自己から創出す

る〉「〈知性〉」、〈精神の最深かつ自由な境位としての〉理性の自己限定、〈精
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神の統一的・全一的な激情〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
Bon別　＝　opeaHuueCKaa　qeπbHocmb　ecex　cyu（ecmeeHHbtx　CBOHCTB　H

nefiTe皿bHocTeti　　qenoBeKa　　（＜＜neitcTBHTefl5Ha”〉）　ny－a，　　byxoeHbdi　　＜＜eeHuti

etu”ocmu》，　ceo600n碗　6　C80疏　meneCHO」εopeaHU3Mの　＝　＜＜e｝砂碑e朋¢e

U∂eanbHOe万》　B　CMblC皿e　MeTatPH3HgeCKOrO　CantOMbleneHUH　←　AyXOBHafl

myBHHa：　＜＜6ecκoHeuHafl　peOPAeκcua＞＞，　TBop竃｛ecKH亘Bo3BpaT　IIoH別THH　K　ce6e，

＜＜ntoPrcOecmeeHHt”ti　瑠eHmp　Dytuu＞＞，　〈《6ecKopblcTHo，　npeAMeTHo　｝KHBylllafl＞＞

cHJa，　nyx＜＜cBo60瓜Hblti　oT　HHo6blTHfl＞＞，　Pa3yM＝《HHTyHTHBHoe　MbllllneHHe》，

団JIH　　KoToporo　no3Hamb　　3HagHT　eo30amb，　《HTe”nHreHuH皿》　co30amu｛ua

6Cπκ碗npebMe〃t　U3　ce6n，3Kepel朋αauOIO・UOHsmu”，　Mblcnflmero　ce6fl

aKTMBHo　H　cBo60AHo，　caMoonpene丑eHue　pa3yMa　KaK　eπ少60uadiuteti　u

ce・6・On・万C胡顧顧似α，εδμ〃砺π脚6κ伽α卿㈱鋤α】

　　意思は、人間の〈全ての本質的な〉諸特性cBoticBaと諸活動性nefiTe∬bHocTH

との〈有機的な全一性（全体性）＞oρeaκuuecκafl　qenbHocmb　6cex（CYtefeαM6eHHblX

cBoilcTB　M　neflTellbHocTeM　gefloBeKaである。しかし、人間的な本質のこれらす

べての諸特性は、その（人間的な本質の）〈精神的な深淵〉の支配rocnonCTBO

ero砂wo6〃磁a7γ6瑚bZに〈服して＞no∂9UHeHblおり、〈それ（その深淵）に

よって変容（形象転換）されて＞npeo6paonreHbi　eroおり、〔そしてまた〕〈そ

の（その深淵の）従順な標識（記号）＞ee　noκoρ〃bldi　3〃aκに変えられている

npeBpallleHbl。「自然的な魂」〉＞ecTecTBeHHafl．AYIIIa）〉は、（その諸限定を伴っ

て）、そして、身体Tenoは、意思の外的な現象の境界的な限界Kpa臨磁npe丑e∬

BHelllHero　fiBlleHHfl　BollHを形象化06pa30BaTbする。意思は、物質的・生理学

的な外見（外貌）MaTepbaJlbHo－tpva3Ho皿omcqecKoe　0611HqHe（06∬四be）を受け

入れnpHeMneT（npHHMMaeT）、そして、空間的、時間的、そして、有機的な、

諸条件からH3　HpocTpaHcTBeHHblx，　BpeMeHHblx　H　opraHHqecKHx　cocToflHzti、自

己の信頼しうる道具cBoe　BepHoe　opyAHeを、自己の標識cB磁3HaKを、すな

わち、〈身体的な有機体＞TenecHblti　opraHM3Mを、鍛え上げるB51KoBblBaTb。
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意思は、「活動現実的」な魂＞＞ne首CTBHTe∬bHaff＞＞ny皿a、すなわち、〈自己の身

体的な有機体において自由な、精神的な「自己性の権化（守護神）」〉碗06〃磁

＞＞ee〃u彦　eauocmw．》　　（genius　of　selfhood），　ceo60∂〃b痂　　e　c60e’M　　〃lenecHoM

opeaHU3．ueである。さらにいえば、意思BOJIHは「意識」＞＞co3HaHHe＞＞である

が、しかし、もはや自己の客体から切り離されていないそれ（意識）y）Ke　He

oTopBaHHoe　oT　cBoero　06seKTaである。意思は「内的・理念的な〈自我〉」

）＞eHypeHHee　ubeanb〃oe　fl＞）であるが、しかし、経験的な意識の意味においてで

はなくHe　B　cMblc”e　3MnHpzqecKoro　co3HaHHe、形而上学的な〈自己思惟活動〉

の意味においてB　cMblcne　MeTa｛1）H3HqecKoro　cωuoMbluaeHttfl、そうである。意

思は「無限の反省的復帰」＞＞6ecκOHeUHafl　pe4｝neκcum＞である。すなわち、自

己への、大文字の「概念」の創造的な帰還TBopqecK涌Bo3BpaT　n朋T朋Kce6e

である。意思は、その「絶対的な真実性」〉＞a6conloTHaH　nocToBepHocTb＞）にお

ける「魂の同一的な中心」〉＞To）KnecTBeHHblti　lleHTp　nY皿H＞＞である。意思は、

客体の法則3aKOH　06beKTaを、そして、さらにそれ以上に大きなものを、創

出co3naTbする。〈意思は客体そのものを創出co3δambする〉。意思は、客体

において〈自己を認識CO3Hambし〉、そして、客体を〈自己の〉状態C60ε

cocToHHMeとして知る3HaTb。意思は、さらに、〈無私（無欲）に、対象的に、

生活活動を営んでいる〉力Ta＜＜6ecKopblcTHo，　npe八MeTHo㎜By田a兄く＜cMllaであ

り、この力は、次のことを知っているKOTopa牙　3Haer。すなわち、主体（主

観）と客体（客観）は、〈単一の実体（基体）の、普遍的な大文字の「意思」

の、様態〉に他ならない、ということをqTo　cy6sem　H　06seKT　cyTb　llHmb

Atobycbl　e∂協0垣γ6αηα叫瑚，θceo6昭磁80刀μ。この意思は、「他在から自由な」

精神AYX＜＜CBO60nHblli　OT　HHO6blTHfl＞＞、すなわち、大文字の〈理性＞PaSjyM　，す

なわち、「直観的な思惟」＞＞HHTYHTMBHoe　Mb皿lleHHe＞〉であり、こうした思惟ゆ

えに、〈認識すること＞no3Hambは〈創出すること＞CO3∂ambを意味してい

る。意思は、全ての対象を自己の深淵へと齎し、そして、それ（対象）を、

新たな、本質的な、光の中で、〈自己から創出する〉、「〈知性〉」
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））uH〃zeπmueeHりun｝〉，YBoJIHIIIasl　BcflKHti　npeAMeT　B　cBo正o　rny6HHy　H　co3δακotqan　eeo

ue　ce6A　B　HoBoM，　cYIIIecTBeHHoM　cHslHHHである。意思は、〈自己を能動的かつ

自由に思惟する大文字の「概念」そのものの活力＞3HepeUS　cauoeo　1710HAMUA，

Mblcnflmero　ce6fl　aKTHBHo　H　cBo60AHoである。意思は、〈最深の、そして、自

由な、精神のエレメント〉としての理性の、自己限定caMoonpene”eHHe　pa3yMa

KaK　aワ60昭吻ε加cθ060δHO刀αη砿微∂畑である。意思は、〈精神の統一的

かつ全一的な激情eOUHas　u　uenbHaA　cmpacmbであり、この激情は、自己の適

切な水準を発見したがHa皿en－afi　cBoti　AocTotiHblti　ypoBeHb、いまや、自己の

理性的で善き自然本性の十全なる満足を求めているU　UttfjyUfafl　Hblκe　nonHoeo

y∂oenem60pe〃Ufl　ceoedi　pa3yM〃oti　u　6naeouV　npupo∂e＞。この満足への道程は、

すでにして、〈客観的な〉、そして、さらには、〈絶対的な〉精神の、道程nyTb

o6beκmu6κoeo　H，　nanee，　a6c（）nκomHoeo　nyxaである。

【〈知性〉の「真実」としての〈意思〉＝そこで人間の主体的魂がその根源

的・全体的な渇望を実現する活動・創造へと成熟するところの、思惟する精

神の固有の状態

6α1刀　KaK　＜＜HCTHHa》　UHmemUUZeκtiUU　＝　TO　OCO60e　COCTOflHHe　MblCJIfi田erO

Ayxa，　B　KoTopoM　cy6beKTHBHaflAyma　genoBeKa　別B刀兄eTcfi　co3peB皿le厳　K

AeHcTBHro，　K　TBopgecTBy，　ocYIIIecTB∬兄K）皿leM　　ee　KopeHHoe　H　llenocTHoe

B”eqeH”e】

　　こうしたことが、主体（主観）的な精神の成熟した成果3peAblPt　MTOK

cy6beKTHBHoro　nyxaとしての意思である。意思は、知性の「真実」＞＞HcTHHa＞＞

HHTemaHreHUHHであり、すなわち、人間の理性的に認識する（知る）状態の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　

最高段階Bblc皿aA　cTyneHb　pa3yMHo－no3Ha｝olllero．cocTofiHHfl．ge皿oBeKaである。

このことは、次のことを意味している。すなわち、意思は、次のような〈思

惟する精神の固有の状態＞oco60e　cocmOfiHue　、Ubi（］aflu｛eeO　Oyxaであり、この

状態においては、人間の主体（主観）的な魂cy6ちeKmBHa別ym　qemBeKa

は、その（魂の）根源的かつ全体的な渇望ee　KopeHHoe　He∬ocTHoe　B皿eqeHHe
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を実現ocy㎎ecTB朋TLする、〈活動〉∂edic〃leueへと、創造TBopgecTBoへと、成

熟co3peTbした、ということを。意思は、その、自己を開被pacKpblBaTbし、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しお　そして、自己の目的ue皿bを創出TBopHTbする、そうした実践的な、昂揚nopblB

　　　　　　　　　　　　ロヨト
における、そうした〈精神＞nyxである。

【思惟（類、一般）＝意思（種、特殊）：「思惟する理性」、自己限定

M51cnb　（poA，　Bceo6田ee）　＝BoAA　（BHA，　oco6eHHoe）：　《〈MbコcJIH皿田H　pa3yM》，

caM・・叩eAeneH”el

　ここから、〈思惟と意思〉とを分離pa3丑e朋Tbあるいは対置

npoTHBonocTaBJIflTbする人たちはすべて、思い違い（誤解）をする3a6丑y）KnaTbcH

　　　　　　　　　　　　　　ゆのことになる、という結論が出てくる。実際のところ、意思は思惟の特例species

であり、思惟は自己に意思の意味3HaqeHue・Bo””を付与し、意思の基底ocHoBa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
かつ実体（基体）cy6cTaHllzflに留まる。「思惟活動Mb皿皿eHHeなしには、意

思はありえず、極めて無教養な人間Heo6pa3aBHHblPt　uenoBeKでさえ、かれが

思惟HOMblC／lMTbしたかぎりにおいてのみ、意思なのである。他方、動物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ）KHBOTHoeは、まさしく、それが思惟しないがゆえに、意思を有しえない。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロぴ〈意思は「思惟する理性」＞＞Mblc”filllZH．pa3YM＞＞であり〉、そして、この形にお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリいてのみ、意思は自己の自由を確信cBo60Ay　yTBepAmbしうるし、そして、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けの自己に真正で適切な内容を報知（賦与）coo6mmbしうる。

　というのは、意思の真正な状態は〈自己限定＞ccauoonpe∂eneHueであるが、

真正で絶対的な自己限定は、〈思惟にだけ〉与えられるからである。

【意思＝自己限定：自己の中への意思の反省的自己復帰

B・”・・－caM・・叩eAeJ・eHHe：caM・petPneKcHfi　B…H・B・ce6fi】

　〈自己限定CαuoonpeδeneHueは、意思の本質CYUfHOCMb　eonuであり〉、その

生（生活活動）ee・”CH3Hb、そのエレメントee　CTHxus、その本質的なものee　es－

sentialeである。自己限定と意思は、ヘーゲルの理解では、端的に、一致す

る。自己を何かに向けて限定しえない意思Bo朋，　KoTopafi　He　cnoco6Ha

onpeAellHTb　ce6fl　K　qeMy－nH60は、そのかぎりで、脆弱な意思、意思の欠如、
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ある種の「脆弱な力」である。自己ではなく、何か他のものを限定する意思

は、何か他のものを限定するために、〈すでに、自己を限定していた〉ので

ある。自己限定は意思の基本的な機能（1）ynKUHHであり、この機能なしには、

意思は〈存在しない〉が、それが臨在することでnpH　HaJIHqHocTb　KoTopoti、

意思は〈存在〉を有する6bITHe　HMeTb。意思活動BoneHHeは、意思が自己限
　　　　　　　　　　　　　　ロヨト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロい

定caMoonpenenflTbcflし、「自己を自己の中に閉じ3aMblKaTb」、「自己を自己か
　　　　　　　　　　　　　　　エエうエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

ら満たしHano且朋Tb」、「自身で自己に内容conep）KaHHeを与え」、「自己の中へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほの
反省的に復帰され」〉＞peOl∬eKTHpoBaHHoVa　B　ce6fl＞＞、「自己と同一化され」てい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨの
る＞＞To）icnecTBeHHoti　c　co60ro＞＞oKa3blBaTbcH、という点に存する。意思の本質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けか

は、意思が自己にだけ服従noBHHoBaTbcHし、そして、自己と結合c皿HBaTbcH
　　　　　　エ　むト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　エ　

しながら、「自己のもとに」留まる、という点に存するのである。

【理性的意思＝自由→自由と必然の二律背反の解決：意思の概念あるいは

実体性を構成する自由＝あらゆる他在からの独立性：意思は意思を制限する

他在を有さないが、自己の創造性において、自己に帰還する

pa3yMHafl　Bo”fi　＝　　cBo60na　　→　　pa3pemeHHe　　aHTHHoMHH　　cBo60nbi－

HeO6XOnHMOCTH：　CBO60na，　COCTaBJ1別田aH　fiOHflTHe　HJIH　Cy6eTaHllHaJlbHOCT玉

BO』H　＝　He3aBHCHMOCTb　OT　BCflKOrO　HHO6blTHfi　l　　BOJIH　He　HMeeT

orpaHMHHBaK）lllero　e6　HHo6HTHH，　Ho　B　TBopqecTBe　cBoEM　Bo3Bpa田aeTcH　K

ce6e．】

　　このことは、〈意思は自由である〉ということをHTO・e（mn　ceo60∂Ha、意味

　　　　　　　ロカ

している。というのは、自己限定は自由そのもの以外ではない

caMoonpene皿eHHe　ecTb　He　gTo　HHoe，　KaK　caMa　cBo60Aaからである。自活的かつ

自立的に自己を限定しない意思Bo朋，　He　onpenema｝o　uafl　ce6A　caMoneflTellbHo　M

caMocToflTellbHoは、「意思」）＞Bollfl＞）ではなく、実現された「束縛（拘束）」

）＞HeBO朋＞〉である。これによって、ヘーゲルにとって、自由と必然の二律背反

aHTHHoMza　cBo60Abl－Heo6xoAHMocTHは解決されるpa3pemaTbcfl。自己の真正か

つ十全な意味における意思は、すなわち、理性的な意思pa3yMHaH　BOIIflは、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほヨタ自由である。というのは、自由は、意思の自然本性を、「意思の概念nOH」ITvae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロむあるいは実体性（基体性）cy6cTaHllHanbHocTs」を、構成cocTaBJIslTbするから

　　　　　　　　　　　　　　　はうエ
である。自由は意思の本質である。重力mKecTbが身体の本質cylllHocTb．Te”a

　　ロぴ
であり、「確信」＞＞yBepeHHocTs）〉が自己意識の本質cYlllHocTb．caMoqo3HaHlt51で

　　　　エガエ
あるように。意思が自由であるのは、〈意思に固有なことは、自己にのみ関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エふノ係して、その他の如何なるものにも関係しない〉からである。意思が自由で

あるのは、あらゆる他在からの独立性（非依存性）He3aBMcHMocTb・oT　BcflKoro

　　　ロリ
HHO6blTpmが意思のエレメントを構成するからである。理性の水準の上で生

きて（生活活動を営んで）いる意思は、全く自己の深奥を志向し、それゆえ

に、意思は真正な無限性を領有する”cTHHHoti　6ecKoHeqHocTbro　06nanaTb。

　　　　　　　　　　　　　　　　ト
「意思自身は自己の対象である」が、このことが意味しているのは、意思は

意思を制限する他在を有さないが、自己の創造性TBopqeCTBOにおいて、自己

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユヨリに帰還するK　ce6e　Bo3BpamaTbcfl、ということである。

【自己固有の本質への意思の指向性06pamEHHocTb　Bo」H　K　ee　co6cTBeHHoti

cy田HOCTH】

　意思の固有の本質への意思の指向性06paueHHOCTbは、次のように表現さ

れうる。すなわち、〈意思は、自己の本質の理性的かつ体系的な開被を介し

て実現される、自己の意思活動の対象である＞qTO　OHa　ecmb　nρeO．ue〃1　C60eeo

eoneHttfi，0〈rYU｛eCM6．lfleMblti　noeρe∂CM60”tρα脚〃OZO　U　cucmeMamuyecκoeo

paCKPbl〃τUfl　C60edi（rYUtUHOCMtt、　と。

【十全な自己限定と絶対的な自由を欲する理性的意思：意思の「限定」、「内

容」、「目的」、「現存」としての自由：「即自的」かつ「対自的」な存在を有

する意思→〈客観的精神〉として、有機体化された普遍性において、すな

わち、法権利、習俗規範性、国家において、「自由の世界」を自己に創出す

る意思

pa3Hafi　　Bo∬fl，　　7　ce”aromafl　　nonHoro　　ccuveoonpeOexenuA　　u　　a6conroinHoti

CeO600bi：　CBO60nHa　KaK　＜＜0叩eAeJleHHe》，＜＜COnep）KaHHe》，《lle”b》，
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《cylllecTBoBaHHe》　BoJIH：　Bon兄，　KoTopafl　HMeeT　6blTHe　《no　ce6e》　H　《以JH

ce6H》→BoJH，　KoTopafi　KaK　o6beκmueHbtti　Oyx　co3AaeT　ce6e＜＜MHp　cBo60nhi＞＞

－　　B　　opraHH30EaHHo前　　06田ecTBeHHocTH，　B　　npaBe，　HpaBcTBeHHocTH　　H

r・cn・PCTBe】

　理性的な意思が欲しているところのものTo，　qero）KellaeT．pa3yMHafl　Bollflは、

〈その意思固有の〉本質ee’　co6crn6eHHaA〈cytqHocmbである。すなわち、そう

した意思は、十全な〈自己限定と絶対的な自由＞cαmtOOnPe∂e．7eHue　u

α6con｝ornHan　c6060∂aを欲しているのである。理性的な意思に固有なのは、

その（そうした理性的な意思の）「限定」〉＞onpeneneHHe＞＞、その「内容」

〉＞coAep）KaHHe＞）、その「目的」）＞uellb）〉、そして、その「現存態」）＞cYIIIecTBoBaHHe＞〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロわ
は、自由CBO60Aaである、ということである。意思そのものは、自己に目的
　　　　　　　　　　　おノ

を定立CTaBHTbし、そして、意思の目的は、意思そのもの、すなわち、自由、

である。このことは、意思が自己の真正な本質を認識om3HaTbした、とい

うこと、意思が存在（現存）6SiTHeを有しているのは、「自己において（自

己によって）（即自的）」〉＞no　ce6e＞）であるのみならず、「自己のために（独力

で）（対自的）」》ew　ce6fi＞＞でもある、ということ、こうしたことを前提にし

　　　　　　　　　　　　エみ　
ているnpenHOIIaraTb。このような意思は、主体的（主観的）に成熟した意思

である。こうした意思は、自己から抜け出し、〈客観的な精神＞06seKTHBHblti

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おト
AYXとなり、自己に、「自由の世界」＞＞MHP　CBO60nSl＞＞を創出する。一有機体

化された普遍性（公共性）opraHH30BaHHaH　06111ecTBeHHocTbにおいて、法

（権利）npaBo、習俗規範（人倫）HpaBcTBeHHocTb、そして、国家rocnapcTBo

において。

【意思の「概念」＝〈思弁的に自己解放した、人間の理性的な思惟活動〉：意

思＝絶対的自己限定の実現に向けて、それ自身自己を限定した、理性の自己

限定

《fiOHflTHe》＞BO∬H＝cneaynflmu6HO　oceo60bueωeecπpa3yMHoe　MbtUUIeHue

uenoeeKa：　BoJfi＝　caMooflpeAeneHHe　pa3yMa，　caMo　onpeAenHBmee　ce6fl　K
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ocy田ecTBneHHro　a6co”KoTHoro　caMooflpeneneHHfl】

　こうしたものが意思の「概念」＞＞nO朋THe＞＞である。この概念は、〈思弁的

に自己解放した、人間の理性的な思惟活動〉であり、この思惟活動は、〈十

全な満足を、すなわち、絶対的な自由を、創造的に希求（志向）cmpeMumbcn

する〉。意思は、絶対的な自己限定の実現に向けて、それ自身自己を限定し

た、理性の自己限定である。

【成熟した意思　→　自己において二重の自然本性（思弁的・無限的、経験

的・有限的）を引き入れている活動現実的な「世界形象」

3pena別　Bonfi　→　凪e繭cTBHTe∬bHH厳　＜＜06pa3　MHpa＞＞，　BMe田al①皿H口　B　ce6e

ABotiHYK）fipHpony：　cfieKYJflTHBHylo，　HnH　6ecKoHegHyl①，　M　3MnHpH竃ecKyK｝，

HnH　KOHeqHyH）】

　こうしたことの中に、〈成熟した意思の本質＞cyeqUHOCMb　3pexou　eonuが、

あるいは、意思の「概念」＞＞HOH」ITM》が、存する。しかしながら、意思の成熟

した状re．　3pelloe　COCTO”HHeと並んで、明らかに、諸々の未熟な、より低い状

態もまた、在りうる。「意思」は、〈人間の意思〉であること、一定の〈人間

的な本質の統一的な状態＞Heκoe　qenOCMHOe　COCMOflHUe　”enO6e”eCκOeO

cyttfecmBaであること、このことを視野に入れておくことが必要である。こ

のことは次のことを意味している。すなわち、〈成熟した意思〉は、自己と

並んで未熟な「諸現象」を許容し、そして、自己において、〈二重の自然本

性〉を、すなわち、思弁的な、あるいは、無限のそれを、そして、経験的

な、あるいは有限なそれを、引き入れているnepeCTaTb、活動現実的な「世

界の形象」neticTBHTe∬bHblti＜＜06pa3　MHpa＞＞である、ということを。

【意思＝「無限に結実（受精）される」力：「全ての諸限定と諸目的」を、自

己の中に保持し、自己から産出する、「原初的な種子（萌芽）」：自由な自己

限定として自己を実現する意思→自己の「現存態」を克服した「本質」か

ら成る、「活動現実的な形象」の意味を、受け取る意思：意思の概念と意思

の対象との一致（同一性）→理念
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Bonfl　＝　《6ecKoHegHo　onnonoTBopUHHafi＞）　cHJa：　《ilepBoHaqanらHoe　3epHo）〉，

conep⊃Ka田ee　B　ce6e　H　fipoH3Bonflmee　H3　ce6H　＜＜Bce　onpeAeJeHHfl　H　He∬H》：

BonA，　ecy田ecTBnfiH）皿aH　ce6兄　KaK　cBo60nHoe　caMoonpeneneHMe　→　Bo刀fl，

KoTopafi　fioJIYgHT　3HaueHue　《団e繭cTBHTenbHoro　o6pa3a）〉，　cocToH1目ero　H3

《cy皿IHocTH＞＞，　no6e凪HBlue繭cBoE《cyuleemsoeaHue＞＞：　coBna川eHHe（To；KJIecTBo）

《〈noHflTHfl＞＞BonH　H　fipe団MeT　BonH→＜＜HAefl》】

　　意思は、神性Bo）KecTBoの他のあらゆる変容BHAoH3MeHeHHeがそうである

ように、次のように、存立06cToflTbしうるし、活動neVacTBoBaTbしうる。あ

るいは〔一方で〕、顕現されない隠された形姿（形式）において、B

HenpoflBneHHoM，　cKcpblToM　B”ne人間的な本質の深淵の中に留まりながら、そ

して、自己の自然本性を、もっぱら「即自的caMa　no　ce6e（an　sich）に」承

認（確立）yTBep）lcnaTbしながら。あるいは〔他方で〕、開示され実現された

形姿（形式）において、B　pacKpblToM　ocYIIIecTBneHHoM　BHne意識や自己意識

の水準で、Ha．ypoBHe　co3HaHHH　”．caMoco3HaHHfl「即且つ対自的にcaMa　no　ce6e

H駆ce6牙（an　und　fUr　sich）」〔自己の自然本性を承認（確立）しながら〕。

とはいえ、やはり、自己の、隠された、顕現されていな．い、「限定されて

いない」形姿（形式）においても、B　cBoeM　cKpblToM，　HenpoHBIIeHHoM，

＜＜HeonpeneAeHHoM）＞BHAe意思は意思であることをやめないoHa　He　nepecTaeT

6blTb　Bone｝o。意思は、あたかも「中性的」＞＞HetiTpaJlbHoVa＞＞であるかのよう

な、しかし、「無限に結実（受精）される」、力に＞＞6eCKOHeqHO

on”onoTBopeHHoti＞）canoti、すなわち、「全ての諸限定と諸目的」を、自己の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エぷ　

中に保持し、自己から産出する、「原初的な種子（萌芽）」に〉＞nepBoHaqanらHblM

3epHoM＞〉・　co丑ep＞Ka田HM　B　ce6e　HnpoH3BoJlflMHM　H3　ce6fl＜＜Bce　oHpeAeJleH朋　H

uenM＞）留まっている。自己の本質を開示pacKpblTbし、認識oco3HaTbするため

に、自由な自己限定としてKaK　cBo60AHoe　caMoonpeneneHHe自己を実現ce6fl

OCYIIIeCTBIiTbするために、意思は、自己の経験的な本質を受け取り、一貫し

て働かせnpopa60TaTb、自己を「現存するもの」に関与させnpHo6urHTb　ce6fl
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＜＜6blBaHH｝o＞〉、〈現存する意思〉となりCTaTb　cyu｛ecm6yκotqeti　eoneab、〈そして、

自己の現存態というエレメントを克服u・no6eOumb・gneMeHm・c60eeo

cyagec〃leoeaHUE＞しなければならない。そのときにのみ、意思は、自己の

「現存態」を克服した「本質」から成る「活動現実的な形象」の意味3HaqeHHe

＜＜neticTBHTellbHoro　06pa3a＞〉を受け取る。そのときにのみ、意思は、ヘーゲル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロアリ
の表現によれば、「理念」＞＞HAefi》となる。というのは、意思の「概念」

〉＞n朋THe＞＞と意思の「対象」〉＞npenMeT＞〉とは、合致coBnanaTbし、そして、同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨおラ
ー性To）KnecTBoへと向けられているnpeBpaT肌bc兄からである。

【意思の成熟過程＝意思の「普遍的本質（一般（普遍）的意思）」と「個別的

形姿・現象（特殊的意思）」との間の思弁的同一性の確立

flpollecc　co3peBaHmfl　Bo∬H　＝　ycTaHoB刀eHHe　cneKynflTHBHoro　To）K［lecTBa

Me）K［ly＜＜BCeO6皿1e口Cy田HOCTbK））〉（BCeO6㎜le亘BO丑e厳）H＜＜enHHIIgHblM　fiBneHHK））〉

（OCO6eHHoti　BO”eti）】

　意思のこうした成熟過程を、ヘーゲルは次のように表現することが稀では

ない。すなわち、意思の「普遍的（一般的）本質」は「個別的（単一的）な

形姿（形式）をとるが、「個別的意思」は、自己の中に沈潜（下降）して、

「一般的意思」との自己の思弁的な同一性を確立（確証）する、〉＞Bceo6mafl

cy田HOCTb＜＜　（BonH）　npHHHMaeT　BHA　＜＜enHH－Horo　flBneHHfl＞＞，　a　＜＜enHHHqHHaff＞＞

Bo皿fi，　yrJIy6㎜cb　B　ce6H，　ycTaHaBJIHBaeT　cBoe　cneKy皿flTHBHoe　To）K八ecTBo　co

＜＜Bceo6meti　Boneti）〉と。こうした過程は、すでに、主観的な精神の諸限界の

向こうへと越え出でていく。そして、このことは精神の深淵において始まっ

ているのであるが。

【「本質」（普遍的なもの）と「現存」（個別的なもの）との、「概念」と「現

実（実在）」との、同一性→活動現実的な「世界形象」＝現実的（実在的）

「理念」

To）KJIecTBo　＜＜cy田HocTH＞＞（Bceo6mero）　H　＜＜cy田ecTBoBaHHfi》　（e団HHHqHero）　→

AeliCTBHTenbHb・il《・6pa3　MHpa》－pe飢5HaH醐e兄・〉】
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　「一般的意思」＞＞Bceo6田朋BO朋＞〉の本性を正確に理解（概念把握）no朋Tbす

るためには、「神」Borと世界との生（生活活動）＞KH3Hbについてのヘーゲル

の基本的な見解（観点）BO33peHHeを考慮しておかなければならない。この

見解（観点）に従えば、神性BOIKeCTBOは〈全ての存在の一つの「普遍的

（一般的）な実体（基体）＞e∂UHan　＜＜sceo6eqafi＞＞（ry6cmaHqtt”　eCAKOεo　6bimuAで

あるが、世界の諸現象、諸々の事物と魂、植物、動物、人間は、従属させら

れた諸々の「単一性（個別性）」、「偶因性」noAqHHeHHble（〈enMHHqHocTz＞＞，

＜＜a）［IIHAeHUHH＞＞、あるいは、より正確にいえば、こうした実体（基体）の生

きた（生活活動を営む）「諸様態」）KHBble＜＜MonyCbl＞〉である。かくして、〈一

般（普遍）的なもの＞eceo6tqeeはその生きた（生活活動を営む）本質｝fcu6aA

CYttfHOCMbとしての個別的なものe∂UHuyHoeの中へ入っていくが、しかし、

個別的なものはその生きた（生活活動を営む）部分Ofcueafl　gacmbとして一

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロか
般（普遍）的なものの中へ入っていく〉。「一般（普遍）的なもの」はすべて

の個別性を刺し貫く絶対的に実在的（現実的）で創造的なエレメント

a6co皿K）THo－peaJlbHafl，　　　TBopqecKafl　　　cTHxHA，　　　npoHH3blBaK）mas｛　　　Bc兄Kylo

＜＜en”HHgHOCTb）〉であるが、しかし、その個別性の中に隠され、その個別性の

諸限界によって個体化されたそれ（エレメント）CKPLITafl　B　Heti　z

HHnHBHIIYaJIH3HpoBaHHafi　ee　npene∬aMHである。これらの諸限界は自由な実体

（基体）が自由になることを、世界において実体（基体）の本性に対応する

ように〈現象する〉£eumbewことを、許さないHe　no3BO朋Tb。自由な一般

（普遍）性は、それが他在という緩慢なエレメントKocHaH　cTzxzfl　HHo6blTnz

を克服npeononeTsすることに成功しないうちは、あるいは、同じことであ

るが、「個別性」＞＞enHHHqHoqTb＞＞が自己において自己の一般（普遍）的な本

質を認識cBolo　Bceo611ryro　cymHocTb　He　oco3HaTbせず、その精神的かつ絶対的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のな力に降伏しないうちは、「単に本質」〉＞TO皿bKO　CylllHOCTb＞）に留まる。そこ

で、一般性（普遍性）は、「単に本質的なもの」であることをやめ、「現象し

た本質的なもの」＞＞flBHBIIIaflcfl　cYIIIHocTb＞）になる一〔すなわち〕「本質」と
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「現存」との、「概念」と「実在性（現実性）」との同一性TO＞KneCTBO

＜＜cYIIIHocTH＞＞H《《cYIIIecTBoBaHlisl＞＞，＜＜nHslTHfl＞）M＜＜peaJlbHocTH＞〉に、すなわち、活

動現実的な「世界の形象」neMcTBHTenbHblVa＜＜06pa3　MHpa＞＞に、あるいは、繰

り返しいえばTPH）K」lbl、実在的（現実的）な「理念」peaJlbHa5｛＜＜HAefl＞＞に、な

2
。

【生きた（生活活動を営む）具体的な全体性としての「一般的（普遍的）な

もの」→①そこでは「個別的意思」と「一般的意思」が融解している、

「具体的な習俗規範性」、②そこでは「信仰する魂」が「神の生と愛」を受け

入れる、絶対的宗教→①活動現実的な人間の〈意思〉のエレメント（『法

権利の哲学』）、②純粋で神的な〈思惟〉の実在性のエレメント（『論理学』

《Bceo6皿ee）＞KaK；KHBafi，　KoHKpeTHa”oe　ToTaJILHocT5→①》KoHKpeTHafi

HpaBcTBeHHocTb》，　rAe＜＜e戊HHHgHafl　Bo∬H＞＞cJIHBaeTcfi　co《Bceo6田ero　BoneKo》，

②a6co”roTHa”peJI”rHA，　rAe《BepyK）mafi　ny皿a＞＞np“eM”eT＜＜）KH3Hb　H

ilrO60Bb　EOra》→　①ヨ”eMeHT《AetiCTBHTe”bHOti＞＞qenOBeqeCKOil　eOnU

（《ΦHnocotPHfl　npaBa》），②3neMeHT　peaJlbHocTH　qHcToti，60MecTBeHHoti

Mblewu（《JlorHK》）】

　この秩序”OPflnOKは、「世界」において、さまざまな諸水準で、あるいは、

同じことであるが、さまざまな「諸エレメント」において、実現化

ocYIIIecTBJIxTbcfiする。しかしながら、この秩序は、固有の構造crpotiHocTbを

伴って、そこでは「個別的意思」と「一般的意思」とが合流する、〈具体的

な習俗規範態（人倫）〉においてBκ0〃Ψe〃IHOU“　UρaBcmeeHHocmu、そして、

そこでは「信仰する魂」＞＞BepylOluafl　ny－a＞〉が自己の中に「唯一神の生と愛」

＞＞㎜3Hb　mm60Bb　e胆Horo　Eora＞〉を受け入れる、絶対的な宗教において、開示

される。ヘーゲルは、人びとの習俗規範（人倫）的な生活活動についての教

説YqeHHe　o　HpaBcTBeHHoti　）KH3Hva　ll｝oAetiにのみ、考え抜かれ、かつ成熟した、

表現を与えることに成功したにすぎず、宗教についての体系的な教説を、粗

い素描の形で残した。したがって、生きた具体的な全体性としての「一般
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的なもの」についての教説y・leHHe．o＜＜Bceo6meM＞＞KaK　）KHBoti，　KoHKPeTHOti

TOTaJlbHOCTHは、厳密にいえば、かれの『論理学』aoeuκと『法権利の哲学』

φusocoipui　llpaeaの成果として残されている。その教説は、前者では一

純粋で神的な〈思惟〉の、実在性（現実性）のエレメント311eMeHT．peaJIHocTH

qHcToti，　60KecTBeHHoti　Mblcnuにおいて、後者では一「活動現実的な」人間

的な〈意思〉の、エレメント3fleMeHT＜＜neticTBHTenbHoti＞＞qenoBeKoti　eonuにお

いて、開示されている。

【人間の魂の〈実体的な根源〉としての一般（普遍）的意思＝自己を思惟す

る〈意味〉の変容：思惟活動の活動と対象→一般的（普遍的）：「概念」、

「理念」、思弁的思惟

6Cω砺α刀　60刀刀　KaK　（y6C〃taHaguanbHbltiκope肪　”eno6euecκoti　Oyuru＝

BH　IoH3MeHeHHe　MHcJ1別［qero　ce6別　CMHcJla　MbllllfleHHe　Ho　川eHTeJ夏bHocTH

cBoe繭Hno”peAMeTy　cBoeMy→Bceo6Hle：IloHHTHe，　Pa3yM，　cneKy皿flTHBHafi

Mblcnb】

　〈一般（普遍）的意思〉は、世界における、というよりも、まさしく＜人

　　　　　　　　　　ロの
間〉における、〈神的な〉エレメントの、固有の状態である。Bceo6tqan　60ua

ecTb　oco60e　cocToflHHe　SoscecmeeHHodi　cTHxHH　B　MHpe　H　npHToM　HMeHHo　B

yeno6eκe．これは、大文字の「概念」IIOZZTIieそのものの、大文字の「理性」

Pa3yMあるいは思弁的な思惟cneKYJI51THBHa51　Mblcllbの、変容BHAoH3MeHeHHeで

ある。人間的な魂の〈実体的な根源〉としての意思Bonfi　KaK（ry6cmaHuuanbHbut

κoρeHbは、まさしく、それ（そうした意思）は自己を思惟する大文字の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヨト〈意味〉の変容B｝moH3MeHeHHe　MslcllAmero　ce6fl　CMblcllaであるがゆえに、〈一

般的＞sceo6agaなのである。というのは、思惟活動Mb皿皿eHHeは一自己の

活動性nefiTellbHocTbと自己の対象npenMeTとに従って一一般的Bceo6㎎eで

あるからである。

【〈「概念」の律動と目的によって生活活動を営み、諸個別的意思を「特殊化」

の道程によって自己から創出し、自己の自由を実現する、一般（普遍）的な
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意思＞

eceo6agafl　eon£，　KOMOPtVl∂欄θ伽PUMMow　u　qenbro刀0朋mUfl，　uco30aem

eδUHUUHble・eonu・U3・ce6A，　U・cyUlecmeWf・em．ce・r・・ce・6・Oy】

　それゆえに、一般的意思は、〈「概念」の律動と目的によって生活活動を営

む〉。一般的意思は、諸々の個別的意思を、「特殊化」の道程nyTb

＜＜cnellHOPHKallMH＞＞によって、自己から創出する。一般的意思は、諸々の個別

的意思の隠された、生きている（生活活動を営んでいる）、本質として、そ

れらの個別的意思の中へ入っていき、それらを自己の生きている（生活活動

を営んでいる）部分として、自己の中に包含する。一般的意思は、一般的な

目的と一般的な対象を一自己と自己の自由とを一有し、そして、自己の

自由を実現しながら、自己と自己の諸現象との間の、すなわち、人びとの

諸々の個体的な意思の間の、「同一性」を、達成する。

【「一般（普遍）的実体（基体）」と「個別的現象」との具体的同一性（合致）

＝ 「即かつ対自的に」存在する真実の「一般（普遍）的意思」→真実性：

「一般（普遍）的意思」と「個別的意思」の融合あるいは同一化：主観的精

神と客観的精神の諸限界における意思の神的に理性的なエレメント

KoHKpeTHoe　　To）K［lecTBo　　（coBna凪eHHe）　　＜＜Bceo6皿e繭　　　cy6cTaH凪HH》　　c

《eAHH日qHblM　flB”eHHeM＞＞＝llCTHHHafi《BCeO6田afi　BO”fl＞＞，　Cy田afl＜＜nO　Ce6e　H

団朋ce6fl》→HcTHHa・：cpameHHe　H”H　oTo）KaecTB”eHHe　Me｝KIIy《Bceo6田eit

BoJle前》　H　＜＜HHAHBHAyaJlbHoti　BoJle亘》：　60ポecTBeHHo－pa3yMHa兄　cTHxHfi　Bo”H

BfipeAeJlax　cy6玉eKTBHoro　H　o6semHBHoro　Ayxa】

　このことは、なによりもまず、次のことを意味している。すなわち、「自

己により（即自的に）存在している実体」〉＞no　ce6e　cyna牙　cy6cTaHlllifi＞＞とし

ての一般的意思と「自己だけで（対自的に）存在している現象」》双朋ce6兄

cy皿He邪皿eHHe＞）としての個別的意思との間で区別をしなければならない、

ということを。それらの〈具体的な〉同一性だけが、「真実性」＞＞MCTHHa＞＞

を、すなわち、「一般（普遍）的な実体（基体）」の「個別的な現象」との合
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致coBnaAeHHe＜＜Bceo6meM　cy6cTaHllvaM＞＞c＜＜e朋H四HblM肥∬eHHeM＞〉を、即かつ

対自的に存在する真実の「一般的意思」をHcTHHHY｝o＜＜Bceo6my｝o　Bo皿o＞＞，

cymyro＜＜no　ce6e　H　ww　ce6fl＞＞（an　und　fUr　sich）、与える。「一般的意思」と

「個体的意思」との間の融合cpameHHeあるいは同一化oTo）K」lecTBIIeHHeは、二

度、完遂coBepmaTbcHされる。一度目は、「主観的精神」の諸限界fipenellblに

おいて、二度目は、「客観的精神」の諸限界において。人間は、自己の中で、

意思の神的に理性的なエレメントを60）KecTBeHHo－pa3yMHylo　cTHxHlo　BollH、

二度見出す。はじめに、〈かれ（人間）〉を、個体的に自由な意思、として〈自

己〉を認識することへと導く、自己の孤立的（閉じられた）な生活活動に

おいてB　cBoeti　3aMKHYToti）KH3HM，　HpllBonslllleVa　eeo　K　npH3HaHHH）ce6fl

HHIIHBMAYaJlbHo－cBo60AHoro　Bonero、次に、〈全ての〉人々を、「国民的精神」

の〈統一的な思弁的エレメント〉として自己を認識することへと導く、交際

と公共的（社会的）な生活活動においてB　06meHHH　H　06㎎ecTBeHHoti）KH3Hll，

HpHBo皿㎎e首ecex　JIIo丑e逝Knpz3HaHHK）ce651－e∂uHoκo　cneKYπAMUeHOκO　cmttxueκo

＜＜HaPOδHO20　byxa＞＞

【「主観的精神の即自的に存在する実体（基体）」としての意思＝自己性の権

化：感覚、情念、知覚、意識に内在する理性的自己限定（思惟活動）の一般

性

くくBonH　KaK　no　ce6e　cy皿1aH　cy6cTaH町H別》　cy6se｝cTHBHoro　Ayxa　＝　《reHH繭

caMocTH》：　　竃｛yBcTBy，　cTpacTH，　BocnpHfiTH｝o　flpHcy田afl　Bceo6田HocTb

pa3yMHoro　caMoo”peAe∬eHHfi（Mbm1JleHH別）】

　はじめにいえば、意思、は、〈主観的精神という「即自的に存在する実体」＞

＞＞no　ce6e（cy”｛afl（rjy6cmaHnyum｝　cy6beKmueHoeo　Oyxaである。意思は、その深淵

の中にB　ero　my6HHe、「その自己性の権化」）＞reHHti　erocaMocTH＞）として、そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
の真実の「概念」ero　HcTHHHoe＜＜noHfiTHe＞＞として、隠されているcKpblTa。人

間は、しばしば、このことを知らないし、自己の真実の、理性的に意思的な、

自然本性を、見ていないし、そして、認識してもいない。このとき、かれは
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自己を感覚qyBcTBoと情念cTpacTbによって限定onpeneJIHTbし、放浪（彷復、

迷走）の道程に踏み込んでいるHa　”yrs　6ny）K」laHHIi　BCTYIIaTb。しかしながら、

この放浪（彷裡、迷走）は、事柄の本質を変える状態にはない。理性的な自

己限定の一般（普遍）性は、〈その真正の、解放されない自然本性〉に、あ

るいは、〈形式的〉にいえば、その予め定められた必然性に、〈留まってい
バぶ

る〉。　：Bceo6mHocTb　pa3yMHoro　caMoonPeAeneHH」l　ocTaeTcfl　e「o　fioJvlHHHoK）He

ocBo60孤eHHoK）fipHpoAoK），　H皿H，ΦopMaJlbHo　roBopfl，－ero　npe丑HaqepTaHHHM

no∬）KeHcTBoBaHHeM．思惟なしには、人間は存在しない。思惟Mblcllらは、人間

の中に、すでに知覚と意識の段階においてHa．cTeneHH．BocnpH51THH51

（Wahrnehmen）H　co3HaH”fi、貫通（突破）しているnpo6HBaTscfl。〈思惟〉

〃blewbは、すでに〈一般性（普遍性）の状態＞COCMOflHue　8ceo6tqHOCMUであ

る。自己限定する思惟活動である精神のエレメントCTHXHfl．Ayxa

caMoonpe丑e∬Ilo田erocH　Mbll皿eH田は、人間の直接無媒介的に個人的（私的）

な生活においてさえ、Aa）Ke　B　HenocpencTBeHHo一刀四HoわKH3HH　qe丑oBeKaあく

まで「一般的なもの」〉＞Bceo6田ee＞＞である。

【生活活動における、「即自的に存在する実体（基体）」としての一般（普遍）

的意思と「対自的に存在する現象」としての個別的意思との差異

pa3JIH竃」He　Me）K［ly　Bceo6田ero　BoneK）　KaK　＜＜no　ce6e　cy皿1e口　cy6cTaH凪He繭》　H

eAHH－HOK）Bo刀e｝o　KaK《mfi　ce6A　cy田HM　fiB刀eHHeM》BフKH3HH】

　しかし、まさにこうした生活活動において、はじめて、「即自的に存在す

る実体」としての一般的意思と「対自的に存在する現象」としての個別的意

思との間の差異pa311HqHeが露出する。「即自的な」意思そのものは、あくま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほぶでも理性的、一般的、そして、自由な意思である。しかし、自己の「現象」

においては、そうした意思は、実体から切り離された、個別的な、「無媒介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けの的な、あるいは自然的な意思」であることが明らかになる。自己の内奥の諸

道程では、意思は「無限の力」として、生活活動を営んでいるが、外的な現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カノ
象の諸道程においては、経験的な内容の多様性によって充たされた、「有限」
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　もさ　　　　　　　　　　　　ロが

で、「形式的」な、意思に、留まっている。

【二つの意思の間の裂け目（本質・現象、無限・有限）の治癒（回復）

HcHe”eHHe　pa3pblBa　Me7KIIy　nByMfi　Bo”頂MH（cy田HocTb－flBneHHe，6ecKoHegHoe

－
K・HqH・e）】

　二つの意思の間のこうした裂け目pa3PblBは、さらにいえば、「主観的精

神」の諸限界の中で、次のことによって、治癒HCIIeJI51TbCfiされる。すなわ

ち、十全な満足を追求する有限な意思は、自己の内へと向かい、自己の無限

に理性的な本質を認識する、ということによって。こうした意思は、「即自

的にも」、「対自的にも」自由になる。そうした意思の中に隠されていたもの

は、主観的精神の生活活動の所有物（獲得物）AOCTOflH”eかつ条件（方式、

手段）cnoco6となる。意思は、全体的に（一貫して）自己を自由に向かっ

て限定し、そして「客観的精神」の領域の中に転移nepexonHT5していく。

【意思（自由、普遍性）の主観（主体）性から客観（客体）性への転移

”epexoA　Bo皿H（cBo60団o前，　Bceo6皿IHocTH）H3　cy6beKTIIBHocTH　K　o6bemHBHocTH】

　この「客観（客体）性」への転移nepexon　K〈（06semHBHocTH＞＞1ま、次のこ

とを意味している。すなわち、理性的かつ一般的な精神の本質は、〈精神自

身のために（だけで）客観（客体）的に〉ならなければならない、というこ

とを。魂は次のことを把捉nOCTHraTSする。すなわち、魂は、〈人間的な
モナド

単子〉迦oθ¢cκ砺Mo顕∂aとしては、内的に自由BHyrpeHHe　cBo60Aaであり、

そして、このことに従って、自己の閉じられた現存態の諸限界を超え出てい

く3anpenellbl　cBoero　3aMKHyToro　cYIUecTBoBaHHe　BblxonHTb、ということを。意

思は、すでに、自己の主観（主体）的な一般（普遍）性を認識していたし、

そして、自己を、特異に矛盾した状態においてBcBoeo6pa3Ho－npoTHBopeqBoM

CTOHHHH、見ている。意思は、それ自身、内的に一般（普遍）的で実体（基

体）的な力BHYIpeHHe－Bceo6mafl　cy6cTaHuHanbHafi　canaとしては、諸々の「外

的な」現存態の全体的な多様性に対立し、llelloMy．MHo）KecTBy《BHelllHHx）〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モナドcy皿ecTBoBaHmi　HPOTHBOCTOHTbそして、それ自身、主体（主観）的な単子の
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諸限界に制限（拘束）orpaHHqHTbされている。あきらかに（見たところ）、

最後まで（とことん）、主体（主観）的精神によって打ち負かされた他在

HHo6blTHe，　llo6e）icneHHoe　cy6seKTHBHslM　nyxoMは、その主体（主観）的精神の

前で、〈新たに立ち上がり＞BHoeb　ecmaem、そして、このことが、主体（主

観）的精神から、更なる自己解放caMoocBo60）KneHHeを要求Tpe60BaTbする。

主体（主観）的に「自由」で「一般（普遍）的」な意思は、〈客体（客観）

的に〉「自由」で、かつ、〈客体（客観）的に〉「一般（普遍）的に」ならな

ければならない。

【客体性（客観性）一①人間、②事物、③諸活動の諸関係の成果としての習

俗規範態

06seKTHBHocTb一①”K）AH，②ecTecTBeHHble　BemH，③HpaBcTBeHHocTH　KaK

HTOr　OTHO皿eHH加e肌e∬bH①CTe司

　そこに意思が向けられているところの客体性（客観性）は、〈三重の〉性

格を有している。第一に、このことは、多数の個別的、個体的な諸意思、す

なわち、「他の」人びとである。第二に、このことは、意識に現前している

多数の「自然的な諸事物」、すなわち、そこに人間が生活しているところの

自然的な諸条件の、総体である。第三に、このことは、主観的な意思そのも

のにおいて、諸々の他の人びとや事物との交流06meHHeから燃え上がってい

る、個人的・人間的な多数の諸要求nOTpe6HOCTHや諸傾動（愛着、渇望、憧

憬）BlleqeHH」1である。これら全ては、主体（主観）的に成熟した意思の諸々

の現存態のための「外的な」材料を形象化し、こうした意思に、更なる上昇

の道程nyTb　AaJlbHetimero　Bocxo）KIIeHHflを予め定めているnpeAHaqepTblBaTb。

【意思：〈実体・現存＞Substanz－Existenz、〈本質・現象＞Wesen－Erschei皿ng、

〈即自an　sich・対自fUr　sich＞、〈一般・特殊＞Allgemeines－Besonderes、〈全

体・部分Ganze－Teil（全体性・個体性Totalitlit－lndividualit5t）〉、〈一・多＞Eins

－Viel、〈内容・形式＞Inhalt－Form（〈内・外＞Inneres－Auperes）、〈静態・動

態＞Statik－Dynamik、〈主体・客体＞Subjekt－Objekt、〈感性・悟性＞Si皿）ichkeit
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一Verstand、〈自然・人為（社会）＞NatUr－Art（Gesellschaft）：〈諸器官（機

関）・有機体＞Organe－Organismus－〔矛盾WidersprUche（二律背反Antino－

mien）一相互限定wecselseitige　Bestimmung〕→理性的一般（普遍）性verniln－

ftige　AIIgemeinheit・思弁的同一性spekulative　Gleichheit（Vbereinstimmung）

一 理性的自己限定vern血nftige　Selbstbestimmung

Bo日A：　　cy6cTaHllHfi－cy皿1ecTBoBaHHe，　cy田HocHb一皿BneHHe，　no　ce6e－－Aflfl

ce6fi（an　sich－filr　sich），　Bceo6rUee－oco6eHHoe，　lle」oe－9acTb（ToTaJlbHocTb

－HHnHBHnyaJlbHocTb），　onHoe－MHoroe，　co凪ep？KaHHe一ΦopMa，　BHyTpeHHocTb

－BHel皿HocTb，　cTaTHKa－nHHaMHKa，　cy6ちeKT－06ちeKr，　qyBcTBo－paccy八〇K，

fipHpoAa－mcKyccTBeHHocT5（06皿lecTBo）：opraHH－opraHH3M：npoTMBopegHe

（aHTHHoMHH），　B3atiMoonpeAeneHHe→pa3yMHaH　Bceo6コllHocTh，　cHeKyflfiT日BHoe

To細ecTBo－pa3yMHoe　caMoonpeneJleHHe】

　　こうした道程nyTSは、次の点に存する。すなわち、意思BO朋は、自己の

新たな「客体（客観）的な」諸対象における〈理性的かつ一般（普遍）的な

自然本性を開被し＞OMΨPbiMb　pasy”tHyκo　u　eceo6tqyκo　npupobY、そして、〈社

会的に共生している全ての人びとにとって一つである〉ところの、さらによ

り深い一般性（普遍性）を、自己の中に認識oco3HaTb　B　ce6e　Ty，　e田e　60皿ee

r∬y60KyK）eceo6tqHocmb，　KoTopaA　eδuHa　δ・za　6cex　aroδedi，　cMozufUX　e

o6tqecm6eHHOM　cowwmenbcmseしなければならない、という点に。このこと

を達成するということは、すでに理性的かつ一般（普遍）的な主体cy6beKT，

y）＋ce　pa3Hbiim　Bceo6umiと、多数の非理性的な個別的な諸現存態の形姿で

現前している対象npeAMeT，　fipeAcTo”mMti　B　Blme　Hepa3yMHoro　MHo）KecTBa

eAHH－HblX　CYIIIeCTBOBaHliliとの間の、「矛盾」〉＞npoTHBope咀e＞＞を〈取り除く＞

CHfiMbことを、意味3HaTbしている。このことはまた、主体において成熟し

ている、一般（普遍）的で〈実体（基体）的な内容〉と、その主体の生活活

動の　　個人的、有限的、被制限的な（制限された）　　「外的な形式」

との間の「矛盾」〉）upoTHBopeqHHe＞＞Mewuy　Bceo6mHM，　cy6crnaHquaub〃biM
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coδeporcaHueM，　co3peBl皿HM　B　cy6seme，　H　6Hetuκedi　φρρ形o刀　ero　）KH3HH　－

nMgHoH），　KHeqHoK）　M　orpaHHqeHHoloを、取り除くことを、意味している。個

体的な意思HHnHBHnYaJlbHafl　Bonflは、次のことを意味している。すなわち、

そうした意思は、〈それ自身自己に即して（即自的に）cauo　no　ce6e＞（すな

わち、他の諸々の人びとや事物から切り離されてB　oTpblBe　oT　npyrHx　JlroneVa

H　Bemeti）一般（普遍）的かつ理性的eceo6t”a　u　pa3yMuaであり、そして、

単に「即自的」）＞no　ce6e＞＞である、（すなわち、自己の総体的、実体（基体）

的な本質に即しているno　cBoeti　coKpoBeHHoti，　cy6cTaHuzanbHoti　cy田　HocTH）

のみならず、「対自的」》pam　ce6fl》でもある（すなわち、自己の経験的な自

己意識に即しているno　cBoeMy　3Mnzp肝ecKoMy　caMoco3HaHMK））、ということ

を。いまや、それ（その個体的な意思）に現前npenCTOflTSしているのは、次

のことである。すなわち、他の人びとにおける同じ一般性（普遍性）を発見

することHatiTM　Ty　）Ke　Bceo61UHocTb　B　n∬yrHx　llK）e　x、すなわち、〈それ（その

個体的な意思）が自己の中に認識no3Hambしていることを、かれらの中に認

識すること〉、そして、〈かれらの中で〉、まさにそうした意思固有の本質を

成している、理性的な自己限定という、まさに同じ統一的エレメントそのも

のが、生活活動を営み、創造的に展開されている＞qTo　B　Hx　）KliBeT　”　TBopqecKH

pacXPblBaeTbcfl　Ta）Ke　caMafi，　enHHafl　cTHxHfi　pa3yMHoro　caMoollpene∫leHHflと　V・　う

ことを、認知nPH3HaTbすること、これである。主体（主観）的な意思

cy6エeKTHBHax　BOIIflは、〈諸々の他の主体（主観）的な意思との自己の思弁的

な同一性Cηθゆ四〃lueHoe〃mOOIc∂ecmeoを認識no3Hamb＞しなければならない。

主体（主観）的な意思は、次のことを確信y6en”TbCflし、認知nPH3HaTbしな

ければならない。すなわち、諸々の個体的な意思の多数性MHO）KeCTBO

HHAHBHnYaJlbHblx．Bollbは、自己の〈外見（顕現）〉において（に即して）no・cBoeli

eHetUHeab　6uOauocmu、自己の〈現象〉において（に即して）nO　CBeMy

neneHUIo、多数性であるにすぎず、〈本質において（に即して）＞no　cyayecmay

は、この多数性は、〈実在的（現実的）に分離されているのではなく＞He
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pa3seA”HeHo　peaJlbHo、一つの統一的な大文字の〈「一般（普遍）性）」〉をenHHylo

Bceo6tqκocmb、統一的な一般（普遍）的意思、民族的（国民的）意思eAHHY｝OB

ceo6凪yK）BollK），　Hapo八Hbl加yx（Volksgeist）を、形象化06pa30BaTbしている、

ということを。この統一的な一般（普遍）的意思enHHafi　Bceo6mafl　Bollflは、

〈各々の個別的意思の中に＞6　Ka・rcOyft）　eδUHUgHγiO　eonro、その各々の意思の

生きている（生活活動を営んでいる）本質としてB　KaqeCTBe　ee）KHBon

cylllHOCTH、〈入り込み＞eXOδumb、そして、〈自己の中に、全ての個別的意思

を〉、自己の生きている（生活活動を営んでいる）諸器官（機関）としてB

KaqecTBe　cBoHx）KMBblx　opraHoB、〈包摂（包括）emπκogambする〉、〈精神的な

実体（基体）＞Oyxo6Has（cy6αmaHuuflである。

【一般（普遍）的意思の一般（普遍）性→①「実体（基体）」、「概念」、「意

味」、②主体（主観）的精神の本質、③統一的、理性的に意思的、精神的なエ

レメント

Bceo6mHocTb　Bceo6田oil　BonH→①Cy6cTaHllfl，　noH只THe，　CMH㎝，②

cylllHocTb　cy6selcrHBHoTo　nyxa，③eAHHafl，　pa3yMHo－BoneBafl，　AyxoBHafi

CT”XHfl】

　こうしたことに従えば、一般（普遍）的意思Bceo6mafl　Bonflは、〈三重に〉

自己の名前を正当化onpaAblBaTbしている。それが一般（普遍）的Bceo6ma

であるのは、第一に、それが、〈ありとあらゆる存在の（統一的な）実体

（基体）＞enliHafl　cy6cmaκtPt　eCfluecκoeo　6bimUfl、大文字の「実体（基体）」そ

のものcaMa　Cy6cTaHuHfl、大文字の「概念」そのものcaMo・HonzTHe、である

からである。それは神的な大文字の意味そのものcaM　60”KecTBeHHblti　CMblcll

である。それが一般（普遍）的であるのは、第二に、それが〈主体（主観）

的精神〉の、この精神の、全ての状態や限定の、全てに浸透する本質

BcenpoHHKaK）－ax　　cy皿〔HocTb　　cy6beKTHBHoro　　nyx＆　　Bcex　　ero　　BHyTpeHHHx

cocTo朋nti　H　onpene皿eHHtiであるからである。それが一般（普遍）的である

のは、第三に、それが、〈多数の〉人たちの、多数の個体的な意思の、統一
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的な、理性的に意志的な、精神的な、エレメントenHHafl，　pa3yMHo－BoneBafl，

nyxOBHaX　CTHXHfl　MHO）KeCTBa　”｝OAeti，　MHO）KeCTBa　MHnMBHAYaJlbHblX　BOnbである

からである。これは、理性的な意思活動の、全ての人々にとって一般（普

遍）的な、力06max　BceM　llK）flM　cmla　pa3yMHoro　Bo∬eHHflである。しかし、こ

の力が一般的（普遍）であるというのは、各々の人間に「自己の意思」が

あるが、多くの人びとには「等しい魂の能力」〉）oAliHaKoBasl　AYMeBHasI

cnoco6HOCTb＞＞がある、という意味においてではなく、〈大文字の「意思」は

実在的（現実的）に統一的〉であるが、諸々の個体的な意思は、これ（この

大文字の「意思」）の特殊的な変容（様態変化）である、qTO　Bonfl　peαnb〃O

e∂UHa，　a　UH∂ueuOvωnbHble　BOπu　CYMb　ee’cnequqbuuecκue　eu∂Ott3MeHeHueと　い　う

意味においてである。

【民族的精神としての一般（普遍）的意思：個体的意思の課題＝自己を民族

的精神の器官（機関）として認識すること：個体的意思と一般的意思の同一

性＝（他在からの）客観的自由

Bceo6皿1aHBoJl頸　　KaK　　HapoAHblti　nyx：　　3a口aga　　HHnHBHnyaJlbHotiBonH　　＝

npH3HaTb　ce6fl　opraHoM　Hapo川Horo　nyxa：　To；KIIecTBo　HHAHBHAYanbHoti

BO」H　MBCeO6mOti　BO∬H　＝　06SemHBHafi　CBO60nHa　OT＜＜HHO6b皿H》】

　統一的な一般（普遍）的な意思のこれらの特殊な「諸分離（隔離）態」

cneuHΦHqecKHe＞＞060co6丑eH朋）＞enHHoti　Bceo6meti　BonHは、そ　の（一般（普

遍）的な意思の）、多かれ少なかれ忠実（貞節）性を伴う、神的な自然本性

をee　60）KecTBeHHYIo　npHpony　c　6011皿ero　H　MeHblllelo　BepHocTHo、表現

B51pa》KaTbしうる。個体的な意思HHnHBHnya」lbHafl・BollHは、それが統一的な実

体（基体）の「現象」〉＞flBlleHHe＞）や「器官（機関）」＞＞opraH）〉である、という

ことを、知りえずHe　3HaTb、意識しえずHe　co3HaBaTb、推測（仮定）さえし

えないAa）Ke　He　npeallonaraTb　Moqb。しかしながら、こうした誤解（思い違

い）3a6nyWUeHHeは、事柄の本質を変ええないHe・B　cocToflH“H　H3MeHHTb

cYIIIHocTb．Aella。民族的精神という一般（普遍）的意思Bceo6masl　Bo”fl　HapoAHoro
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nyxaは、いつも、あくまでも統一的な意思の実体（基体）cy6CTaHUHfi

enHHHqHoti　BOAMであるが、しかし、〈もっぱら「即自的に」存在するにすぎ

ない〉、〈隠された〉実体（基体）CKPbl〃1afl　cy6CTaHllZfi，　CYU｛aH　nua〃b　＜＜nO　Ce6e＞＞

でありうる。個体的な意思の課題は、このことを自覚oco3HaTbし、自己を民

族的精神の器官（機関）opraH　Hap叩Horo呼aとして認iXt　npli3HaTbすること

にある。そのとき、個体的な意思は、一般（普遍）的な意思、との、そして

「他の」人びととの、自己の同一性cBoe・To）waecTBo　co　Bceo6meti　Bo∬eti　H　c

＜＜ApyrHMH＞＞nlon5MHを、把捉（理解）llocTHrHyTbする。そのとき、個体的な

意思は、それ（その個体的な意思）が、自己固有の諸限界においてのみなら

ずHe　TollbKo　B　cBoHx　co6cTBeHHblx　Hpeneilax、「客観的な」秩序（序列）にお

いてもまた、Ho　H　B＜＜06seKTHBHoM＞＞nopflAoK「他在」から自由cBo60AHa　oT

＜＜HHO6blT朋＞＞である、ということを理解nOHflTbする。というのは、他の人び

とは、その（個体的な意思）の統一的で実体（基体）的な本質と統一（統

合）された「共同の諸器官（有機的に組織化された諸機関）」ee＜＜coopraHbI）〉，

06seAHHeHHble　c　He｝o　eAHHoti　cy6cTaHuHanbHoti　cy皿HocTsK）であるからである。

そのとき、主体（主観）的な精神は、「客体（客観）的に自由」06beκmueHO

ceo60∂HblM　cTaTbとなり、そして、「即自的」＞＞m　ce6e））かつ「対自的」〉）AJIfl

ce6fi＞）となる。

【実体的種子（本質H現象の基本的相関関係）の開花（発展）諸段階：民族

精神＝即自的一般（普遍）意思の内的成熟＝思惟の統一的・理性的エレメン

トの発見：意味は思惟活動に内在する：一般性（普遍性）の個体発生と系統

発生の相互限定

cTyneHH　pacKpHBaHHH　cy6cTaH”HaJlbHoro　3epHa（ocHoBHoro　cooTH①meHHH：

cylllHocTbぐ一〉兄BneHHe）：　HaponHblti　Ayx＝BHyTpeHHoe　co3epBaHHe　Bceo6田o

BonH　㎜o　ce6e　＝　06peTeHHe　eA田HOil，　pa3yMHo前　cTHxHH　MblcJIH：　eMblcJI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

HMMaHeHTeH　Mbllll”eHHK）：　B3aHMHOe　Onp餌eJleHHe　OHTOreHeTHgeCKOH　H

tPHnOreHeTHgeCKOIi　BCeO6mHOCT”】
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　かくして、ここで、思弁的な諸段階の基本的な相関関係OCHOBHoe

cooTHouleHHe　cfieKynflTHBHblx　cryfieHetiが正当化されるonpanblBaTbcfi。後続す

る状態flocllenyK）mee　cocToHHHeは、いつも、先行する段階の〈現実的（実在

的）な本質〉ρθのb槻刃（WκoαηbnpenlllecTBYK）IIIeil　cTYfieHHであり、〔すなわ

ち〕そこ（そうした本質）の中に隠されている、そして、自己の果皮（上

皮）からのように、そこ（そうした本質）から、開被（開示）される、その

（そうした本質の）実体（基体）的な種子（萌芽）ee　cy6cTaHllHa」lbHoe　3epHo，

cKPblToe　B　Heti　M　pacKpblBaK）llleecH　”3　Hee，　KaK　H3　cBoeti　060∬oqKHである。こう

したことに応じて、民族的精神という一般（普遍）的意思Bceo60ma”　Bonz

HaponHoro　」lyxaは、主観（主体）的な意思の基礎ocHoBaHHecy6beKTHBHo□

BOII”の中にあるが、主観（主体）的精神はそのことを知らずHe　3HaTb、そし

て、このことについて認知Y3HaTbするのは、〔それが〕理性的な意思の状態

cocToflHHe　pa3yMHoti　Bonllにまで内的に成熟BHy叩eHHe　co3peBaTbし、そして、

「客観（客体）性」の領域に入るBcΦepy＜＜06seKTHBHocTH＞＞BcTYnaTbときだけ

である。このことは、次のように表現しうる。すなわち、主観（主体）的な

精神は〈自己〉を〈主観（主体）的に一般（普遍）的な〉意思として自覚ce6fl

KaK（rjy6beκmueHo－eceo6ayjvio　BonKO　OCO3HaTbしたのであり、すなわち、自己自

身の中に、次のような〈思惟〉の〈統合（統一）的で〉理性的なエレメント

をθ∂uHjl・κo，　pa3YMHYIo　cTMxHK）　MbκCnU、発見（獲得）06pecTHしたのである、

と。このエレメントは、それ自身がそれ（自己の客体）（意味は思惟活動に

内在するcMblcll・HMMaHeHTeH　M51111JleHHIo）を創出co3naTsするがゆえに、自己

の客体から〈自由＞ceoeoδa　oT　cBoero　06seKTaであり、そして、このエレメ

　　　　　　　　　　　　モナド
ントは、〔それが〕全ての〈単子の内的な世界＞BeCb　eHympeHHbnt　Mup　MoHabbl

に、実体（基体）的に浸透　cy6cTaHuHanbHo　npoHM3biBaTbしている（意思は、

　　モナド
魂の単子の理性的な一般（普遍）性であるBonz　ecTb　pa3yMHafl　Bceo6mHocTち

nyllleBHoPt　MoHanLl）がゆえに、〈一般（普遍）的＞eceo6tqaである。しかし

ながら、いまや、主観（主体）的な精神は、何かより大きなものを、意思
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の、「個体発生的な」〉＞oHToreHeT抽ecKylo＞＞〔一般（普遍）性〕ではなく、「系

統発生的な」一般（普遍）性＞〉ΦH∬oreHeTHqecKylo）＞Bceo6mHocTb　BonHを、認

識しなければならない。このことは、次のことを意味している、すなわち、

〈意思の主観（主体）的な一般（普遍）性〉（プy6beκmUSHan　eceo6u｛Hocmb　B5nu

は、民族的精神の〈器官（機関）〉としての個体において実現されていた、

〈客観（客体）的な（すなわち、社会的に精神的な）一般（普遍）性の、個

体　的　な　表　現UHOueuOyαnbHoe　ebipaaκeHue　06beκ〃IUBHodi（T．e．COIIHaJlbHO－

」［YxoBHoti）　6ceo6tqHocmu，　ocyll」〔ecTBHBIIIeecH　B　HHAHBHnYYMe　KaK　opeaHe

HaponHoro　nyxaである〉、ということを。他の言葉でいえば、各々の分離し

た人間の理性的な精神pa3yMHbI加yx　Ka）Knoro　oTne皿bHoro．HenoBeKaは、かれ

の民族の「一般（普遍）的意思」の、「個別的な様態」、特殊的な変容（様態

変化）〉）e朋H四Hbl□MOnyC＞〉，　Cne耳HΦ肝eCKOe　BHnOH3MeHeHHe＜＜BCeO6meti　BOnli＞＞

ero　Haponaである。

卜般（普遍）的意思と個別的意思の統一：三つの諸契機（①一般（普遍）

的なもの、②特殊的（特別）なもの、③個別的なもの）の具体的同一性

eAHHcTBo　Bceo6皿lero　BonK　H　eAHH－HOrO　BonH：　KoHKpeToe　To）KIIecTBo　TpEx

MOMeHTOB（①BCeO6田ee，②OCO6eHHOe，③e胆H四HOe）】

　勿論、実際のところ、「一般（普遍）的意思」は個別的意思に全く対立し

ていない。＞＞Bceo6田a”o朋）＞coBceM　He　npoTMBocToMT　eAHHIiqHoti　Bolle．抽象

的に受け取るならばB3flTaff　oTB”eqeHHo、一般（普遍）的意思は、抽象的なも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エうい
の（抽象化）a6CTpaKunz、純粋の、偏することのない、非限定性qllCTafl，

6e3pa3nHqHafi　Heonpene∬eHHocTbである。まったく同様に、即自的な個別的意

思enHH－Hafl　Bollfl　caMa　”o　ce6eは、抽象的なもの（抽象化）a6cTpaK㎎、鈍

感でAyPHafl、引き離されたOTbenHAeHHafl、直接無媒介的に私的な

HenocpeAcTBeHHo－nHgHafl、被制限態（制限されたもの）orpaHHIIeHHocTbであ

る。真実態HCTHHaは、それらの〈統一（合致）＞eδUHC〃leoに存する。一般

（普遍）的意思は、諸々の個別的意思から、構成され、そして存立している
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cnaraTbCH・H　CTOATb。ちょうど、絶対的な第一原理が自己の生きている（生活

活動を営んでいる）諸部分から構成されているa6con｝oTHaH　nepBoocHoBa

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほのc－araeTcH・H3　cBoax・iKHBblx・gacTetiように。個別的意思は、自己の中に、「全て

の中で、かつ各々の中で」生活活動を営んでいる一般的、精神的なエレメン

　　　　　　　　　　　　ほヨリ
トを、隠しているcKCpblBaTb。真実HcTzHaは、いつものようにKaK　Bcerna、

「三つの諸契機の具体的な同一性の中に」B　KoHKperoM　To）KAecTBe　Tpex

MOMeHTOB存している。すなわち、①各々の与えられた内容の上に上昇し、

全てを自己の中で解決し、無限に反省的に復帰する、原理としての、〈一般

的　な　も　の＞eceo6tqeeo　KaK　HaqaJla　noA5eMJIK）MerocH　Han　Ka｝K」lblM　naHH51M

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がりcoAep）KaHHeM，　Bce　B　ceBepa3pemaK）lllero　H　6ecKoHegHo　pe｛1）neKTMpyromero、②

区別し、限定し、そして制限する、原理としての、〈特別（特殊）なもの〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めラ
oco6eHκoeo　I（aK　HagaJla　pa3nzqaK）IIIero，　onpeneJlflK）皿lero　H　orPaHHqHBaKo皿lero、

そして、③自己において内容的な被限定性を無限の反省的復帰の権能（威

力）に結合する原理としての、〈個別的なもの＞e∂UHuyHoeo，　KaK・HaqaJla，

coqeraKo皿lero　B　ce6e　conep）KaTe”bHYK）onpenelleHHocTs　c　BJIacTbK）6ecKoHeqHoH

　　　　　　おり

peΦ皿eKCHH　　これら三契機の中に。これら三契機は、融合してB

cpallleHHH、同一の〈引き上げられ、同化された、一般（普遍）的な内容〉

によって、生活活動を営んでいる、〈諸々の個別的、人間的な意思の、体系＞

CUC〃lewy　e∂UHUVHblX　ueπoeeuecκZtx　Bonb，　）KHBYIIIHX　e丑HHblM　no∂bA〃1ttM　U

aecu）uuaupo6aHHbur，　Bceo6tquu　co∂epolcaHueMを、形象化06pa30BaTbしてい

る。あるいは、同じことであるが、それら〔三契機〕は、〈諸々の人間の個

別的意思の体系の上に、自己を差異化し、そして、自己を、諸々の個別的、

人間的な意思、の体系の上に配置した、民族的精神の統一的実体（基体）〉を

enHHyK）　　cy6cTaHuHK）　　HapoAHoro　　Jlyxa　　丑HΦΦepeH以HpoBaBHIylo　　ce6x　　H

pa31101KHBuryro　ce6fl　Ha　cHcTeMy　enHHHqHslx　uelloBeqecwr　Bolls、形象化してい

る。一般的なものBceo6meeは、自己の生きた（生活活動を営んでいる）部

分としての個別的なものenHHHqHoeの中へ入っていき、個別的なものは、自
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己の中で、自己の生きた（生活活動を営んでいる）本質としての一般的なも

のを、保持conep）KaTbしている。

【主体（主観）的に成熟した意思：他在（客体）との創造的関係一感覚、知

覚、貧欲、意識、克服→認識と意思による諸客体との理性的同一化：民族

的精神という一般（普遍）的意思一精神の客観（客体）的自由への道程一個

別的意思と一般（普遍）的意思の実現

cy6seKTHBHo－3peJla別　　Bon兄：　　TBopllecKoe　　oTHomeHHe　　c　　HHo6hlTHeM

（06beKToM）－9yBcTBo，　Boc”pHfiTHe，　aJI－HocTb，　co3HaHHe，　npeononeHHe　→

pa3yMHoe　oTo｝K［lecTBfleHHe　c　o6beKraMH　flo3HaHHeM　HBo∬e前：　Bceo6田aH

Bo”fi　　Hapo八Horo　　μyxa　　→　　　HyrbK　　o6ちeKTHBHo前　　cBo60Ae　　Ayxa　：

B3aHMeollpene”firo田eecfl　ocymecTB」eHHe（06pa30BaHHe）eAHHH－Hoil　Bo∬H　H

Bce・6皿eli　BO”H］

　主観（主体）的な精神の課題は、いまや、明瞭にならなければならない。

主観（主体）的な精神は、諸事物のこうした真実の位置HCTHHoe　nom）KeHHe

を、認識oco3HaTbし、そして、我物（自家薬籠中のもの）にしYcBoHTbなけ

ればならない。主観（主体）的に成熟した意思cy6beKTHBHo－3pe皿afl　Bo”H　lま、

多数の他の人びとや事物の存在を、「受け入れ」nPHH51Tbなければならない。

それ〔主体（主観）的に成熟した意思〕が、すでに、一度は、多数の自己の

魂の状態や身体の状態MHo＞KecTBo　cBoHx　ny皿eBHblx・H・TellecHblx・cocTolHHIiを、

受け入れたように。主観（主体）的に成熟した意思は、それらとの、創造的

な　　知覚BocnpvaHHMaTbし、感覚qYBcTBoBaTbし、渇望aJIKaTbし、意識co3HaTb

し、そして、克服npeoAo皿eBaTbする　　関係の中に、踏み込みBcTy皿Tb、

こうしたことにおいて、自己の諸々の愛着（渇望、傾動）BlleqeH｝151を根絶

H3＞KHTbし、そして、自己の諸客体との〈理性的な同一化〉への道Aopor’Y　K

pasyMHoMy　omo：｝scbecm6neHuκo　co　cBoHMH　06seKTaMHを、自己に敷設npollo）KHTb

しなければならない。主体（主観）的に成熟した意思は、認識と意思、とに

よってno3HaHHeM　”・Bone｝o、他の人びととの自己の同一性cBoe　To）KnecTBo
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cnpyrMMH．”lonbMHを、苦難の末に獲得BblcTpanaTbしなければならない。〔こ

れは〕自己をかれらの中に、かれらを自己の中に、すべてを一緒に一〈同

一 の民族的精神によって＞e∂UHblM　HaρO∂〃blM　bYxo、u一認知nPH3HaTbする

　　　　ほの
ためである。そして、最後に、主体（主観）的に成熟した意思は、統一的な民

　　　　　　　　　　　　おく
族的精神における創造的な生活活動によってTBopqecKoKo　）KH3Hblo　B　eAHHoM

HaPOAHOM　nyxe、本当に、自己に、その民族的精神の一般（普遍）的意思と

　　　　　　　　　　　ほの
その一般（普遍）的諸目的とを、〈我物（自家薬籠中のもの）に〉γceOUMbし

なければならないし、そして、民族的生活活動の事物的な（事柄に即した）

情況Be田ecTBeHHy｝o　06cTaHoBKy　HapoAHoti　）KH3HHを、民族的精神の従順な身

体noKopHoe　Tello　HaponHoro．nyxaに、変えllpeBpaTHTbなければならない。こ

れは、〈精神の客観（客体）的な自由〉への道程nyTb　K　06beKMUeHOti　ceo60∂e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　レ

Oyxaである。この自由は、「全ての個別的意思の源泉」としての〈一般（普

遍）的〉意思を、意識し、実現することを通じてのみTollbKo　gepe3　oco3HaHHe

HocymecTBIIeHHe　6cεo励θ刀BonH　KaK＜＜HcToqHHKa　Bcex　eAHHHqHblx　Bo皿b、達成

されるAOCTMraTbCfl。

【客観（客体）的精神＝主観（主体）的に成熟した意思の様態変化→法権

利、道徳、習俗規範態

Mo凪φHKaUHH　o6bemmBHoro　nyxa　＝　cy6玉eKrHBHo－3p飢o繭　BonH　→　npaBo，

M・naJ・b，．HpaBCTBeHH・CTb】

　かくして、法（権利）npaBo、道徳MopaJlb、習俗規範（人倫）HpaBcTBeHHocTb

についてのヘーゲルの教説は生起する。客観（客体）的な精神のこれらすべ

ての諸段階は、何よりもまず、主体（主観）的に成熟した意思、すなわち、

理性的で、自由で、主体（主観）的に一般的な意思の、諸状態COCTO朋田あ

るいは諸変容（様態変化）Mon”tl”KaUHHである。こうしたことによって、そ

れらの類的な本質Hx　ponoBaH　cy田HocTbは限定されるonpenenflTbcfi。
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原注（第15章　意思）

1）Enc．　III．12－13．

2）Cp．：Enc　III．54－55．

3）Enc．　III．57

4）Enc．　III．57．87．

5）Enc．　III．64．72－73．

6）Enc．　III．81－82．

7）Enc．　III．103．

8）Enc．　III．103－105．

9）“einfaches　Pulsiren”：Enc　III．54（Z．）．

10）“dumpfes　Weben”：Enc．　III．116－117．

11）Ibidem
12）Enc．　III．117．119（Z．）．120（Z．）．

13）Enc．　III．56．120（Z．）、

14）Enc．　III．120．142．

15）Enc．　III．142．

16）Enc．　III．正51．

17）Enc．　III．149．151．

18）Enc．　III．151．

19）Enc．　III．147．（Z、）．

20）Enc．　III．151．（Z．）．

21）Enc．　III．144．（Z．）．

22）Enc．　IIL　151．

23）Enc．　III．54．

24）Enc．　III．151．152．

25）Enc．　III．166．

26）“dumpf”．　Enc．　III．164．

27）Enc．　IIL　162－198．

28）Enc．　III．198．

29）Enc．　III．198－201．202－228．

30）Enc．229ト239．

31）Enc．　III．239．241（Z．）．

32）Enc．　III．239－240．54．

33）Enc．　IIL　239．240．241．（Z．）．246（Z．）．

34）Enc．　III．236．43（Z．）．

35）Enc．　III．40．249．

36）Enc．　III．43．（Z．）．246－247．

37）　Enc．　III．247．

38）Enc．　III．40．246．249．

39）“Gewissheit　seiner　selbst”：Enc．　III．249．

40）Ibidem、

41）Enc、　III．253．249．

42）Enc、　III．249．

43）Enc．　III．250．（Z．）．

44）　Enc．　III．255－258，
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45）Enc．　III．260－261．

46）Enc，　III．261．

47）Enc，　III．262－263．

48）Enc、　III、262－265．

49）Enc．　III．265－268．

50）“Begierde”：Enc　IH．270．

51）Enc．　III．273．

52）Enc．　III．247．（Z．）．

53）CM．：Enc．　III．274．

54）Cp．　yx（e：Lass．　II．445－447．

55）Enc．　III．283．

56）CM．：Enc．　III．274－283．

57）Cp．：Enc．　III．283－286．

58）Enc．　III．255．

59）Enc．　III、286．

60）Enc．　IIL　286－287．40．

61）Enc．　III．287．

62）Cp．：Enc．　III．288．

63）Enc．　III．288．

64）Enc．　III．288．

65）Enc．　III．289（Z．）．

66）Cp．：Enc　III．291．296．297．（Z．）．293．（Z．）．

67）Enc．　III．291．293．（Z．）．45（Z．）．298．

68）Cp．：Enc．　III．296．

69）Enc．　III．298．

70）Enc．　III．305（Z．）．301．

71）Enc　III．308－311．

72）Enc．　III．308．（Z．）．

73）Enc、　III．311．312．（Z．）．

74）“das　eigene　Sichgeltendmachen”：Enc．　III．313．（Z．）．

75）“Sich－hingeben　an　die　Sache”：Enc．　III．313（Z．）．

76）Cp．：Enc．　III．318．319．（Z．）．

77）Enc．　III．319（Z．）．

78）Enc．　III．307．（Z．）．321．322．．（Z．）．322．

79）Enc．　III．323（Z．）．328．

80）Enc．　III．329．

81）Enc．　III．328（Z．）．331（Z．）．329．

82）Enc　III．329．331．（Z．）．

83）Cp．：Enc．　III．331．（Z．）．346．

84）“Bedeutung”，“Sache”：Enc．　HI．346、347．351．

85）Enc．　III．346．

86）Enc．　IIL　347．348．

87）Enc．　III．346．352．353．

88）Enc．　III．352．353．

89）“das　Denken　der　Intelligenz　ist　Gedanhen　haben；sie　sin　dals　lhr　Inhalt　und　Gegen－

　　　stand”：Enc　III、353．　KypcHB　reren只．
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90）Cp．：Enc．　HI．353．353．（Z．）．354（Z．）．357（Z．）．

91）Enc．　III．354（Z．）．CM．　rJlaBLI　nepByK），　BTopylo　H　TpeTLK）．

92）Enc．　III．355．

93）Enc．　III．358．

94）Enc．　III．361．362．

95）Enc．　III．362．

96）“Selbstbestimm皿g，　als　an　sich　seined”：Enc　III．363．　KypcHB　rere皿．

97）Enc．　III．364．365．（Z．）．

98）Cp．：Enc　III．363．366（Z．）．

99）Enc．　III、367、367－368（Z．）．

100）Enc．　III．370．371．

101）Enc．　III．371．372．

102）Enc、　III．372．373．“Die　GlcUckseligkeit”．

103）Cp．，　Hanp．：Recht．60－61．365．

104）Cp．：Enc．　III．373．　Enc．1．397．

105）Cp．：Niet．340．　Enc．　III．359　H叩．

106）Cp、：Niet．340．　Enc．1．397．　Enc、　HI．373．

107）Cp．：Enc　HI　359．　Recht．38．

108）“in　Wahrheit　ist　das　Denken　das　sich　selbst　zum　WUIen　bestimmende　und　das　Er－

　　　　estere　bleibt　die　Substanz　des　Letzteren”．　Enc．　III．358（Z．）．Cp．：RechL　49．314Ph．

　　　　G．11．

109）Enc．　III．358．（Z．）

110）Recht．49．

111）Recht．57．

112）Enc．　III．359．　Recht．49．

113）Cp．：Enc　III．359．　Recht．149、　Rel．1．77．

114）　“sich　in　sich　beschliessend”．　Enc．　III．359．

115）　“sich　aus　sich　erfUllend”．　Enc　IH．359．

116）“sich　selbst　den　Inhalt　gebend”．　Enc　III．359．385．　Recht．48．49．

117）Recht．153．

118）Recht．152．153．

119）Cp．：Ph．　G．46．

120）Recht．42．

121）Enc．　III．359．

122）Enc、　III．359．　Recht．56．152．　Ph．　G．46．　ReL　I．77　CMIo　r皿aBy　TpHHa耳【KaTyroK）

123）Enc．　III．250．（Z．）．

124）RechL　42．

125）Cp．：RechL　56．61．148　H丑p．

126）Recht．42．

127）Enc．　III．250．（Z．）．

128）RechL　58．

129）Recht．58．

130）Recht．57－58．

131）“nur　in　sich　zurOckgekehrt　ist”．　RechL　58．

132）Enc．　III．359．360．‘Z．）．Recht．62．

133）Recht、45．
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134）Recht．46．58．

135）Enc．　III．360．（Z．）．

136）Cp．：RechL　48．

137）Cp．　Hanp．：RechL　132．149．171：cp．：RechL　48．145．148　H丑p．

138）Enc　III．373；cp．：Recht．62．149．210．

139）　CM．　maBy　nHTylo、

140）CM。　r皿aBy　IpHHqiluaryK）．

141）　CM．　r∬aBy丑BeHa丑耳aTyK）’

142）Cp．，　Hanp．：Recht．334．　Ph．　G．40．

143）Cp．：Enc，　III．359．359．　RechL　49．　Ph．　G．38．　ReL　I．77．

144）Cp、．　Hanp．：Enc．　III．375．　RechL　46．139、173　H八p．

145）Cp．：Enc．　III．361．

146）Cp．：Recht．46．47．

147）Recht．47．252．

148）Recht．47．

149）Recht．48－49．

150）RechL　48．

151）Recht　38．40．41．

152）Cp．：Mollat　I．54．

153）　Phtin．442．443．

154）RechL　38．　CM．　rllaBy　mTyK）．

155）Recht、40．

156）Recht．42．

157）CM．　r皿aBbI　BoceMHavulaTyK）H刀〕BaAuaTyK）、

158）Enc．　III．373－374．

159）Enc．　HI．359．　RechL　313．

160）“Quelle　aller　Einzelner”．　Ph．　G．44、
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